
編集部からのお知らせ

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー

『VIEW21　express』では、最新の教育現場の状況や取り

組み、現場の教師や識者のオピニオンなどを、「express

（＝速達）」でお伝えしています。ぜひ、ご覧ください。

次代の教育のあり方に迫る
フロントランナーに聞く

多様な立場からの声をリレー形式で紹介
シリーズ・
みんなで語り合い、考える「これからの学校」

掲載コンテンツ例 随時更新中

高校向けだけでなく、
教育委員会向けコンテンツも

続々リリース中！
VIEW21 express 検索

更新中

教育の「これから」を考える
 第３回 オンライン・ワークショップのご案内

開催日時 ２０２1年2月9日（火）15～17時

形式 オンライン（ライブ配信）
 （参加申し込みしていただいた方に、詳しい参加方法をご案内します）

参加費 無料

内容 本誌の特集のテーマに関して、
 自校の「これから」を考える対話型のワークショップ

参加申し込み受け付け中！
詳しくは本誌 27 ページをご覧ください

ニューコンテンツ、続々

これまでの参加者からは、
「対話の重要性を認識した」
「校内にも対話の機会をつくっていきたい」
といった声を多数いただいています。
今回のテーマは、
先生方の関心も高い「学習評価」です。
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新課程に向けて描く「学校教育デザイン」

北海道函館中部高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

商業　富山県立富山商業高校　吉田壮志

数学　大阪府・私立追手門学院大手前中・高校　福島哲也
　
指導変革の軌跡

福井県立武生高校

特集
シリーズ　教育の  これから を考える●2

次につながる
学習評価
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柏木　今回描いてくれたのは、生徒たちの話し合いを先生
が見守っている授業中の様子ですね。まずは、この場面を

描こうと思った理由を教えてください。

香月　私たちの学校では、授業中にグループで話し合うこ
とが多いのですが、１学期はコロナ禍のため、そうした活

動ができなくなりました。話し合いは私に多くの気づきを

与えてくれましたし、何より友人たちとのそうした時間は

楽しかったなと思い出しながら、この絵を描きました。私

が得意なのは線画のイラスト風のタッチなのですが、今回

の絵が載るのは先生たちが読む情報誌の表紙ということで、

普段あまり描かないタッチにチャレンジしてみたんです。

柏木　本誌のために、新たな挑戦をしてくれたんですね。
しかも、スマホを使って描いたそうですが、デジタルツー

ルを使った作画には、これまでも取り組んできたのですか。

香月　絵を本格的に描き始めたのは小学４年生の頃で、中
学生になってからは、アナログ作画よりもデジタル作画に

取り組むことが多くなりました。アナログとデジタルでは

制作時の思考プロセスがかなり違って、デジタル作画に取

り組んでいる途中で別のアナログ作画の作品の制作に取り

組んでも、なかなかうまくいかないんです。

柏木　同じ創作活動でも、使用するツールがデジタルかア
ナログかで頭の使い方が違うというのは面白いですね。

香月　今回の絵は、無料のイラストアプリを使って描いた
んです。私が使ったアプリは制作時間も集計してくれるの

ですが、この絵の制作には今までにないほどたっぷり時間

をかけました。コロナ禍によって、高校生もいろいろなこ

とを制限されていますが、そんな中で自分の作品で世の中

の誰かを楽しませることができるならうれしいです。

柏木　香月さん自身も、コロナ禍の中での高校生活で苦労
したことがきっとあったのでしょうね。

香月　ソーシャルディスタンスなど、新しい生活様式に慣
れるのは大変でしたが、楽しいこともありました。例えば、

オンラインでのコミュニケーションで人脈が広がったのも

その１つです。対面でなくても、おしゃべりをしたり、情

報を交換したりする中で、感謝や思いやりといった気持ち

はしっかり伝わるんだと実感しました。

柏木　直接顔を合わせない中で、相手の気持ちをくみ取る
のは難しいけれど、人と人とのコミュニケーションである

ことは変わらないですからね。大切なことに気づけたこと

で、日々の高校生活もよりよいものになりそうですね。

香月　私は放送部に所属していますが、今年の１年生は例
年よりも部活動内での交流が少なくて可哀想だなと思って

います。他校の放送部とも連携して、生徒同士の新たな交

流の場をつくるなど、後輩のサポートをしていきたいです！

コロナ禍による制限の中で、
新しい発見がいくつもあった！長崎県・

私立純心中学校・純心女子高校
２年生

香
か

月
つ き

彩
さ い

里
り

さん

VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

「制作の途中、先生方から全体
的に明るい感じにした方がよい
というアドバイスをいただき、
人物の表情や背景を変えていき
ました」（香月さん）。3点の習
作を経て、今回の絵が完成した。

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

1998 年 4 月号から生徒と教師の写真で飾られてきた本誌
表紙。2020 年 6 月号からは、臨時休業という想定外の状
況下で、学校での学びの価値を捉え直した生徒のアート作
品の力を借りて、引き続き、生徒と教師の関係を描きます。
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予測困難な時代だからこそ、

今をしっかりと見つめ、未来を描く。

21世紀のその先も、先生方の今に寄り添い続ける

学校教育のパートナーとなることを目指し、

教育情報誌『 VIEW21』は、2021年 4月より

名称を変更いたします。

新名称に込めた想い・メッセージは、

21年 4月発刊予定の『VIEW next』高校版 4 月号にて

お伝えさせていただきます。

今後とも、ご指導、ご教示のほど、

何卒よろしくお願い申し上げます。

VIEW21編集部

〈ビューネクスト〉

新名称
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12 月 C O N T E N T S
特別企画

特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

２年生　学年振り返りシート
改良会議実施校　福岡県立東

とうちく

筑高校

	 34	 商業　富山県立富山商業高校　吉田壮
そう

志
し

	 	 答えが１つではない問いを自分事化させた上で向き合わせ、
	 	 課題解決力を養う

	 38	 数学　大阪府・私立追
おう

手
て

門
もん

学院大手前中・高校　福島哲也
	 	 「分かる」ための方法を生徒自身が選ぶ
	 	 主体的な学びを通じて、社会に生きる力を育む

 福井県立武
たけ

生
ふ

高校
チームで挑む授業改善
教科指導力の向上を目指した自主研修活動で、
公開授業と教科横断型授業の文化を醸成

3

8

46

34

42

2020年を振り返り、
21年の安寧への祈り

◎激動の 2020 年が終わろうとし
ています。３月の全国の小・中学
校、高校、特別支援学校の一斉休
業、東京五輪・パラリンピックの
延期、４月の緊急事態宣言の発令
と、新型コロナウイルスの感染拡
大による歴史的な出来事が次々と
起こり、日本、そして世界は今な
お、コロナ禍の中にあります。１
か月先さえ見通せない中で、２・
３か月後の学校や先生方にとって
役立つ情報とはどのようなものな
のかと自問しながら本誌を製作し
続けた、難しい１年でした。１日
でも早くこの厄災が消え去り、21
年が皆様にとって平穏な年となり
ますように。１年間、本誌をお読
みいただき、誠にありがとうござ
いました。来年も、よろしくお願
いいたします。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今号の刊行にあたって

─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート63

SDGsの視点で見る大学の学び
 54 解説　目標 7・13　	
 56 大学の学び　目標 7　エネルギーをみんなに　そしてクリーンに
	 	 県立広島大学　生物資源科学部　生命環境学科	
	 	 大竹研究室
	 	 革新的な太陽電池の開発をチームで目指す中で、問題解決力や協働性を育む
 58 大学の学び　目標13　気候変動に具体的な対策を
	 	 創価大学　経済学部　経済学科　掛川ゼミ	
	 	 環境問題と経済を結びつけて学び、議論・表現を通じて問題解決力を身につける

54

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

「常に様々な方向にアンテナを張っておこう」
高松第一高校（香川県高松市立）　片山浩司

巻末

72

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」30

  北海道函館中部高校
	 	 育成したい生徒像からコンピテンシーを設定し、
	 	 教科を超えた指導体制を構築

「大学入学共通テスト」実施初年度入試における志望動向と出願指導

シリーズ	教育の「これから」を考える
次につながる学習評価

60
第４回オンラインミーティング＆有志メンバーによる「挑戦の会」・リポート
仲間との対話で得た気づきや意欲を、
自身の教育活動へとつなげる

テーマ　新教育課程の具体的な編成方針
実践事例　新潟県立長岡向陵高校
生徒の実態・学校の課題や教育目標を踏まえて新教育課程案を編成

これからの進路指導のための　世の中トレンド解説

働き方改革
解説者	 パーソル総合研究所　上席主任研究員　小林祐児

50

 10 新学習指導要領における学習評価の基本事項　

	 	 指導要録の様式が改訂され、３観点での学習評価が求められる
 12 次につながる学習評価　座談会　

	 	 「できるかもしれない」という気持ちを持って、生徒が次の学習に向かえる学習評価の実現を目指す
	 	 北海道大学　高等教育推進機構・高等教育研究部門　名誉教授　鈴木　誠
	 	 富山県立南

なん
砺
と
福
ふく
野
の
高校　石黒佳奈／島根県立浜田高校　山田伸太郎

 18 次につながる学習評価　実践事例 1　
	 	 転換を図った評価観に基づく実践で、評価を生徒のさらなる成長の機会に
	 	 山形県立米沢興

こう
譲
じょう
館
かん
高校

 22 次につながる学習評価　実践事例 2　
	 	 模擬試験を軸としたＰＤＣＡサイクルを構築し、プロセス評価を通じて学習意欲を喚起
	 	 愛知県立豊

ゆたか
野
の
高校

 26 VIEW21 PRESENTS オンライン・ワークショップ　
	 	 第２回リポート　自校の教師同士の対話を通じて、	「主体的・対話的で深い学び」を考える
 27 〈イベントのご案内〉第３回オンライン・ワークショップ
 28 生徒の・教師の・自校の・社会のNEXTを語り合うワークシート

https://berd.benesse.jp
本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます。
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若手教師・教育創造M
ミーティング

TGNEXTリーダーがオンライン＆
　　 オフラインで集まり、語り合う

2 December  2020
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入
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の
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え
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回
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セ
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学
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統
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学
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方
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語
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国
際
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図
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向
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　「
ニ
ュ
ー
ス
等
で
医
療
従
事
者
が
注
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さ
れ
て
い
る
影
響
と
安
全
志
向
の
緩
和
か

ら
か
、
国
公
立
大
学
の
医
学
部
医
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で
は
志
望
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数
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り
が
見
ら
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、
薬
学
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統
は
前
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並
み
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志
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て
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立
大
学
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衛

生
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系
統
の
志
望
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前
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並
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で
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が
、
こ
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部
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学
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相
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影
響
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え
ら
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一
方
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で
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情
報
科
学
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情
報
工
学
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ど
の
情
報
学

系
統
は
、
受
験
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口
が
減
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す
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中
で
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志
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者
数
は
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並
み
を
維
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お

り
、
人
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継
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え
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次
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は
、
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が

減
少
し
て
も
、
国
公
立
大
学
の
医
学
部
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科
や
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学
の
志
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が
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公
立
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の
志
望
者
数
は
対
前
年
指
数
で
96
で
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立
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学
は
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公
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学
は
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い
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10
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図
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２
）。

　「
20
年
度
入
試
で
は
、
新
制
度
と
な
る

21
年
度
入
試
を
控
え
て
受
験
生
の
安
全
志

向
が
か
な
り
強
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
反
動

と
過
年
度
生
の
減
少
の
影
響
か
ら
か
、
21

年
度
入
試
で
は
、
難
易
度
が
高
い
大
学
・

＊　北海道大学、東北大学、東京工業大学、東京大学、一橋大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、神戸大学、九州大学。

2021年度大学入試　志望動向の特徴
理高文低・資格志向が顕著に　薬学系統や情報学系統では、志望
者数の対前年指数を維持、または増加傾向。文系は、志望者数が減少傾向
の系統が多く、国際関係学系統や観光学系統の減少が目立つ。

安全志向が弱まる　国公立大学全体の志望者数が減少する中、国公
立大学の医学部医学科や難関国立大学では前年を維持。

地元志向が強まる　所属校の所在地と同じ所在地の大学の志望者数
は、北海道、東北、中部・東海で、国公立大学全体の対前年指数が高まる。

私立大学の共通テスト方式、全学部方式の志望者数が増加
受験や移動に伴う感染リスクを減らそうとする動きが、志望動向にも影響。

特別企画

「大学入学共通テスト」実施初年度
入試における志望動向と出願指導

「大学入学共通テスト」の実施を始め、様々な制度変更のある2021年度大学入試では、志望動向にどういった
特徴が見られるのか。「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」の結果から志望動向を分析するとともに、
今年度の３年生を指導する教師２人に、「大学入学共通テスト」から出願校決定までの指導方針について聞いた。

受
験
人
口
減
少
で
も
、難
関
国
立
大
学
は
志
望
者
数
を

維
持
、
私
立
大
学
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
顕
著
に

志望動向
分析

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

谷
本
祐
一
郎

た
に
も
と
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う
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学
部
の
志
望
者
が
強
気
で
あ
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
」

　
一
方
、
地
元
志
向
は
強
ま
っ
て
い
る
。

所
属
校
の
所
在
地
と
同
じ
所
在
地
の
大
学

の
志
望
者
数
は
、
北
海
道
、
東
北
、
中
部
・

東
海
で
、
大
学
全
体
の
対
前
年
指
数
96
を

２
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
た
。

◎
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
顕
著
な
私
立
大
学

　
私
立
大
学
全
体
の
志
望
動
向
を
見
る

と
、
共
通
テ
ス
ト
方
式
の
志
望
者
数
の
対

前
年
指
数
が
１
０
３
、一
般
方
式
は
93
と

差
が
大
き
い
。共
通
テ
ス
ト
方
式
を
導
入
、

及
び
実
施
拡
大
す
る
大
学
も
多
く
、
そ
の

影
響
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　「
私
立
大
学
の
志
望
動
向
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
を
考
慮
し
て
受
験
回
数
や
移
動
の
機

会
を
減
ら
そ
う
と
す
る
受
験
生
の
意
識
が

表
れ
て
い
ま
す
。
地
方
会
場
が
あ
り
、
全

学
部
方
式
を
実
施
す
る
大
学
で
は
、
全
学

部
方
式
に
志
望
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
」

　
た
だ
し
難
関
私
立
大
学
で
は
、共
通
テ

ス
ト
方
式
を
大
幅
に
拡
大
し
た
早
稲
田
大

学
な
ど
を
除
い
た
志
望
者
数
を
見
る
と
、

共
通
テ
ス
ト
方
式
よ
り
も
一
般
方
式
に
人

気
が
集
ま
っ
て
い
る
。難
関
私
立
大
学
の

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
で
合
格
す
る
に

は
、非
常
に
高
い
得
点
率
が
求
め
ら
れ
て

き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
動
向
だ
ろ
う
。

◎
例
年
よ
り
も
一
層
丁
寧
に
情
報
収
集
を

　
合
否
判
定
に
お
け
る
共
通
テ
ス
ト
の
英

語
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
リ
ス
ニ
ン
グ
の
配

点
比
率
は
、
各
大
学
が
判
断
す
る
が
、
多

く
の
国
公
立
大
学
は
セ
ン
タ
ー
試
験
よ
り

も
リ
ス
ニ
ン
グ
の
配
点
を
高
め
て
い
る
。

リ
ス
ニ
ン
グ
を
新
た
に
一
般
選
抜
で
合
否

判
定
に
利
用
す
る
大
学
も
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
個
別
の
情
報
収
集
が
必
要
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
で
、選
抜
方
法
の
変
更
や
出
題
範
囲

の
配
慮
な
ど
も
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、

個
別
学
力
検
査
を
課
さ
ず
共
通
テ
ス
ト
の

成
績
の
み
で
合
否
判
定
を
す
る
国
立
大
学

や
、
罹り

患か
ん

し
て
受
験
で
き
な
か
っ
た
場
合

の
特
例
措
置
と
し
て
共
通
テ
ス
ト
や
調
査

書
等
で
合
否
判
定
す
る
大
学
も
あ
る
。

　「
制
度
変
更
に
コ
ロ
ナ
禍
が
加
わ
り
、

例
年
以
上
に
各
大
学
の
情
報
発
信
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。『
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』
で
は
、
各
大
学
の
情
報

を
テ
ー
マ
別
に
一
覧
化
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
（
図
３
）。
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き

た
志
望
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
年
度

の
３
年
生
を
指
導
し
て
い
る
教
師
２
人
に

聞
い
た
、
共
通
テ
ス
ト
か
ら
出
願
ま
で
の

指
導
方
針
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

国公立大学・私立大学の系統別の志望動向図 1

国公立大学の志望動向図 2「ベネッセハイスクールオンライン」での情報提供図３

「ベネッセハイスクールオンライン」では、各大
学の情報をテーマ別に一覧化して情報提供。
［テーマ例］
•リスニングで注意すべき大学一覧
•科目対策で注意すべき大学一覧
•新型コロナウイルス感染症対策に伴う各大学
の対応一覧
•入試変更に関する情報
•初年度納付金・奨学金・受験料割引

アクセスはこちらから

▲

https://bhso.benesse.ne.jp

志望者数
指数

2019年度 2020年度
国公立 853,064 821,718 96

国立 626,166 604,432 97

公立 226,898 217,286 96

難関国立10大 133,512 134,046 100
ブロック大 159,019 153,804 97

その他国公立大 560,533 533,868 95

数値は、前年の志望者数を100とした際の指数。＊ベネッセコーポレーション「2020年度第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」の結果を基に編集部で作成。

＊ベネッセコーポレーション「2020 年度第１回ベネッセ・駿台大学入学
共通テスト模試」の結果を基に編集部で作成。

難関国立大学
のみ対前年
指数を維持
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谷
本
　
武
石
先
生
は
進
路
指
導
主
事
、
原

田
先
生
は
高
３
学
年
担
任
を
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
貴
校
の
３
年
生
の
志
望
動
向
は

ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

武
石
　
本
校
で
は
、国
公
立
大
学
の
志
望

者
数
に
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

が
、元
々
強
い
地
元
志
向
が
今
年
度
は
さ

ら
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、早
く
進

路
を
決
め
た
が
る
生
徒
が
目
立
ち
、進
学

志
望
で
も
学
力
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
生

徒
の
中
に
は
、早
々
に
総
合
型
選
抜
や
学

校
推
薦
型
選
抜
で
専
門
学
校
へ
の
進
学
を

決
め
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

原
田
　
本
校
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
す
。

今
年
度
の
３
年
生
は
、地
元
の
学
校
に
進

学
し
た
い
と
い
う
生
徒
が
増
え
て
い
ま

す
。ま
た
、一
般
選
抜
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
た
生
徒
が
学
校
推
薦
型
選
抜
を
志
望
す

る
な
ど
、私
立
大
学
や
専
門
学
校
の
推
薦

入
試
で
早
く
進
路
先
を
決
め
た
い
と
い
う

心
情
が
見
え
ま
す
。熊
本
市
内
の
専
門
学

校
の
中
に
は
、入
学
定
員
に
達
し
た
た
め

か
、11
月
上
旬
に
募
集
を
締
め
切
っ
た
学

校
が
あ
る
と
聞
き
、大
変
驚
い
て
い
ま
す
。

谷
本
　
両
校
と
も
、
模
擬
試
験
の
結
果
か

ら
見
え
る
志
望
動
向
と
同
じ
よ
う
な
状
況

で
す
ね
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
大
半
の

大
学
で
、
生
徒
が
現
地
を
訪
問
す
る
形
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

原
田
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
際
に

大
学
を
見
て
、
感
じ
る
こ
と
で
、
志
望
校

へ
の
思
い
を
強
く
す
る
生
徒
は
大
勢
い
ま

す
。そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
、

一
般
選
抜
ま
で
第
１
志
望
合
格
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
で
き
な
い
生
徒
の
心

情
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。本
校
で
は
、少
し
で
も
大
学
の
リ
ア
ル

に
触
れ
て
ほ
し
い
と
考
え
、志
望
者
が
多

い
大
学
の
担
当
者
に
来
校
し
て
も
ら
い
、

校
内
で
大
学
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

武
石
　
本
校
で
も
、秋
田
大
学
に
依
頼
し
、

校
内
で
大
学
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。
説

明
会
終
了
後
、
大
学
担
当
者
に
熱
心
に
質

問
す
る
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
、
大
学
と
生

徒
が
接
点
を
持
つ
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
各
大
学
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
説
明

会
の
情
報
を
生
徒
に
伝
え
て
、
参
加
を
促

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
入
試
方

法
な
ど
を
変
更
す
る
大
学
も
あ
る
た
め
、

私
た
ち
教
師
も
例
年
以
上
に
情
報
収
集
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

谷
本
　「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」（
以
下
、

共
通
テ
ス
ト
）
前
の
最
後
の
模
擬
試
験
が

終
わ
り
ま
し
た
が
、
入
試
本
番
に
向
け
た

指
導
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

武
石
　
本
校
で
は
、
３
年
生
に
限
ら
ず
全

学
年
で
、模
擬
試
験
の
結
果
が
出
る
度
に
、

教
科
・
科
目
ご
と
に
成
果
と
課
題
を
分
析

し
、
弱
点
克
服
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
い
だ
す

検
討
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

を
３
学
年
分
ま
と
め
た
進
路
便
り
を
生
徒

全
員
に
配
布
し
、
そ
れ
を
見
て
、
各
自
が

必
要
な
対
策
を
考
え
、
実
行
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

原
田
　
本
校
で
は
毎
年
、
３
年
生
の
志
望

校
検
討
会
を
７
月
上
旬
と
11
月
下
旬
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
１
回
目
は
希
望
進
路

を
重
視
し
て
志
望
校
を
検
討
し
、
２
回
目

は
難
易
度
や
入
試
方
式
、
次
年
度
で
の
再

秋田県立本
ほん

荘
じょう

高校 
進路指導主事 武石知

と も

也
や

熊本県立宇
う

土
と

中学校・高校 
高３学年担任 原田大

だ い け ん

賢

ベネッセコーポレーション 谷本祐一郎

地
元
志
向
で
、
早
く
進
路
を

決
め
た
い
と
い
う
生
徒
が
増
加

自
校
の
生
徒
の
志
望
動
向

特別企画
「大学入学共通テスト」実施初年度入試における志望動向と出願指導

デ
ー
タ
と
教
師
の
知
見
を
基
に
し
た
助
言
で
、

生
徒
自
身
が
納
得
す
る
進
路
選
択
へ
と
導
く

出願までの
指導方針

今
す
べ
き
こ
と
を
着
実
に
こ
な
す

生
徒
が
最
後
に
伸
び
る

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
直
前
指
導
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チ
ャ
レ
ン
ジ
も
視
野
に
入
れ
る
か
な
ど
、

共
通
テ
ス
ト
後
の
出
願
校
決
定
を
見
据
え

て
意
見
を
出
し
合
い
ま
す
。

谷
本
　
現
役
生
は
最
後
ま
で
伸
び
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
生

徒
と
は
、ど
の
よ
う
な
生
徒
で
し
ょ
う
か
。

原
田
　
夏
、
秋
と
成
績
が
振
る
わ
な
く
て

も
、
日
々
す
べ
き
こ
と
に
着
実
に
取
り
組

み
、
最
後
に
一
気
に
伸
び
て
合
格
を
つ
か

ん
だ
生
徒
を
大
勢
見
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
経
験
か
ら
、「
漠
然
と
し
た
不
安
と

戦
う
な
。
ゴ
ー
ル
か
ら
逆
算
し
て
今
す
べ

き
こ
と
を
可
視
化
し
、
そ
れ
を
着
実
に
こ

な
そ
う
」
と
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
３
年
間
を
通
し
て
目
標
を
持
っ
て
頑

張
っ
た
も
の
の
、
志
望
校
合
格
に
届
か
な

か
っ
た
生
徒
は
、
次
年
度
の
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
も
頑
張
る
こ
と
が
で
き
、
学
力
は
伸
び

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
今
、
頑
張
り
切
れ

な
か
っ
た
生
徒
が
次
年
度
に
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
も
、
や
は
り
最
後
ま
で
踏
ん
張
れ

ず
、
厳
し
い
結
果
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

谷
本
　
生
徒
が
す
べ
き
こ
と
を
実
行
で
き

て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に
見
取
る
の
で
す

か
。

原
田
　
私
は
、
担
当
教
科
の
英
語
で
希
望

者
に
添
削
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
解
答
か
ら
生
徒
の
心
理
状
態
が
透
け
て

見
え
ま
す
。
先
日
も
、
実
力
か
ら
考
え
る

と
あ
り
得
な
い
間
違
い
を
し
た
生
徒
が
い

た
た
め
話
を
聞
く
と
、「
不
安
で
焦
っ
て

い
る
」
と
打
ち
明
け
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒

の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
捉
え
て
、
声
を
か
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

谷
本
　
添
削
指
導
な
ど
、
日
々
の
指
導
か

ら
生
徒
の
様
子
を
丁
寧
に
捉
え
る
こ
と
の

大
切
さ
を
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

武
石
　
生
徒
を
最
後
ま
で
頑
張
り
抜
か
せ

る
上
で
、
面
談
も
重
要
で
す
。
進
学
実
績

が
高
か
っ
た
学
年
の
担
任
に
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
た
の
か
を
聞
く
と
、
そ
の

教
師
は
生
徒
と
の
面
談
を
繰
り
返
し
、
信

頼
関
係
を
育
む
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
し

た
。
担
任
が
各
大
学
の
入
試
方
式
な
ど
を

詳
細
に
調
べ
、
生
徒
が
把
握
で
き
て
い
な

い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
信
頼
感
に

つ
な
が
り
ま
す
。「
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
「
受
験
レ
ポ
ー
ト
」

を
活
用
し
て
情
報
収
集
を
し
た
り
、
大
学

説
明
会
・
各
種
研
究
会
の
報
告
書
を
職
員

会
議
で
配
布
し
た
り
し
て
、
進
路
指
導
部

と
し
て
担
任
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
３
学
年
担
任
を
務
め
て
い
た
時
に

は
、
個
人
面
談
の
ほ
か
に
、
同
じ
進
路
を

目
指
す
生
徒
を
集
め
た
グ
ル
ー
プ
面
談
を

よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
悩
み
を
分
か
ち

合
わ
せ
、
使
っ
て
い
る
問
題
集
や
勉
強
法

な
ど
の
情
報
を
共
有
さ
せ
る
こ
と
で
、「
受

験
は
団
体
戦
」
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

谷
本
　
出
願
校
決
定
に
向
け
た
指
導
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

武
石
　
本
校
で
は
、
基
本
的
に
昨
年
度
ま

で
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
指
導
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。
生
徒
に
は
事
前
に
、
共
通
テ
ス

ト
の
得
点
の
幅
に
応
じ
た
３
つ
の
出
願
パ

タ
ー
ン
を
考
え
さ
せ
て
お
き
ま
す
。
担
任

は
、
生
徒
が
考
え
た
出
願
パ
タ
ー
ン
を
基

に
、
同
じ
学
部
系
統
の
他
大
学
に
つ
い
て

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

◎
２
０
０
９
年
度
、
中
学
校
を
新
設
し
、
併
設
型
中

高
一
貫
校
に
移
行
。
12
年
度
、
世
界
で
活
躍
す
る
人

材
の
育
成
を
目
指
す
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
。
19
年
度
に
は
ア
メ
リ
カ
・

ミ
ネ
ル
バ
大
学
進
学
者
を
輩
出
。文
部
科
学
省「
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
は
現
在

２
期
目
。

◎
設
立
　
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人
（
高
校
）

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
横
浜
国
立
大
、
広
島
大
、

熊
本
大
、
熊
本
県
立
大
な
ど
に
53
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
法
政
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社

大
、
西
南
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
０
２
人
が
合
格
。

◎U
RL

　https://sh.higo.ed.jp/utosh/

秋
田
県
立
本
荘
高
校

◎
秋
田
県
南
部
の
日
本
海
に
面
し
た
由
利
本
荘
市

に
位
置
す
る
地
域
の
進
学
校
。
校
標
は「
右
文
尚
武
」

「
質
実
剛
健
」「
玲
瓏
同
氣
」、学
校
教
育
目
標
は
「
将

来
の
社
会
を
担
う
人
材
と
な
る
べ
く
、
人
格
の
完

成
と
真
理
の
探
究
に
努
め
る
心
身
と
も
に
健
全
な

生
徒
を
育
成
す
る
」。
毎
朝
30
分
間
の
「
右
文
タ
イ

ム
」
を
設
定
し
、
学
習
の
振
り
返
り
等
を
行
う
。

◎
設
立
　
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
4
０
人
（
全
日
制
）

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、東
北
大
、秋
田
大
、お
茶
の
水
女
子
大
、

新
潟
大
、
秋
田
県
立
大
、
国
際
教
養
大
な
ど
に
76

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
０
２
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.honjo-h.akita-pref.ed.jp

度
数
分
布
を
活
用
し
て

合
格
可
能
性
を
正
確
に
捉
え
る

出
願
校
決
定
に
向
け
た
指
導

秋
田
県
立
本
荘
高
校
　

進
路
指
導
主
事
　

武
石
知
也 

た
け
い
し
・
と
も
や

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
数
学
科
。

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校
　

高
３
学
年
担
任

原
田
大
賢 

は
ら
だ
・
だ
い
け
ん

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
英
語
科
。
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「データネット」度数分布の活用の仕方　図４ も
調
べ
、
４
つ
め
の
パ
タ
ー
ン
を
考
え
る

く
ら
い
に
念
を
入
れ
て
準
備
し
ま
す
。
生

徒
に
は
そ
の
準
備
は
伏
せ
て
、
あ
く
ま
で

も
第
１
志
望
を
貫
か
せ
ま
す
が
、
共
通
テ

ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
て
も
、

生
徒
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
の
出
願
校
を
提
案

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
す
。

原
田
　
本
校
で
も
、
共
通
テ
ス
ト
の
得
点

に
応
じ
た
複
数
の
出
願
パ
タ
ー
ン
を
事
前

に
検
討
さ
せ
ま
す
。ま
た
、
11
月
の
最
後

の
模
擬
試
験
の
結
果
を
見
て
、
現
時
点
で

何
が
で
き
て
、何
が
で
き
な
い
か
を
明
ら

か
に
し
、次
に
何
を
す
る
べ
き
か
を
考
え

る
こ
と
を
重
視
さ
せ
ま
す
。さ
ら
に
、
本

番
の
自
己
採
点
で
の
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
、

マ
ー
ク
式
の
模
擬
試
験
で
の
自
己
採
点
の

結
果
を
改
め
て
徹
底
的
に
確
認
さ
せ
ま
す
。

谷
本

　共
通
テ
ス
ト
の
自
己
採
点
を
踏
ま

え
た
出
願
指
導
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

武
石
　
本
校
で
は
、
共
通
テ
ス
ト
１
週
間

後
の
土
曜
日
に
、
出
願
校
の
検
討
会
を
実

施
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
自
己
採
点
結
果

と
、
10
～
11
月
の
記
述
式
の
模
擬
試
験
の

結
果
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
志
望
校
の

合
格
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。
共
通
テ
ス

ト
で
想
定
よ
り
も
得
点
が
取
れ
な
か
っ
た

生
徒
に
対
し
て
も
、
そ
の
結
果
だ
け
で
判

断
せ
ず
、
そ
れ
ま
で
の
模
擬
試
験
の
結
果

や
秋
以
降
の
学
習
状
況
に
鑑
み
て
、
生
徒

の
実
力
を
見
極
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
３
年
生
の
教
科
担
当
か

ら
生
徒
の
状
況
を
聞
き
、
そ
れ
を
判
断
材

料
に
し
て
い
ま
す
。

原
田
　
教
科
担
当
の
意
見
は
と
て
も
重
要

で
す
。
以
前
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
が

芳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
九
州
大
学
か
ら

熊
本
大
学
に
志
望
を
変
更
し
よ
う
と
し
た

生
徒
に
、
数
学
の
担
当
教
師
が
「
両
大
学

の
出
題
傾
向
と
生
徒
の
得
意
分
野
を
踏
ま

え
る
と
、
九
州
大
学
の
方
が
合
格
の
可
能

性
が
高
い
」
と
勧
め
ま
し
た
。
実
際
、
九

州
大
学
に
合
格
し
ま
し
た
の
で
、
教
科
担

当
に
意
見
を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。

谷
本
　
多
面
的
な
検
討
が
、よ
り
適
切
で
、

納
得
で
き
る
判
断
に
つ
な
が
る
の
で
す

ね
。「
デ
ー
タ
ネ
ッ
ト
」（
＊
）
の
合
否
判

定
は
、ど
の
よ
う
に
参
考
に
さ
れ
ま
す
か
。

原
田
　
度
数
分
布
と
と
も
に
参
考
に
し

て
い
ま
す
（
図
４
）。
共
通
テ
ス
ト
の
合

格
可
能
性
判
定
だ
け
で
判
断
せ
ず
に
、
該

当
す
る
入
試
方
式
の
志
望
者
の
中
で
の
位

置
、
個
別
学
力
検
査
の
配
点
や
出
題
傾
向

と
、
生
徒
の
得
意
教
科
や
得
意
分
野
、
記

述
力
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
合
格
可
能
性
を

検
討
し
ま
す
。

谷
本
　
21
年
度
大
学
入
試
で
は
、
共
通
テ

ス
ト
実
施
後
の
１
月
20
日（
水
）に
、「
デ
ー

タ
ネ
ッ
ト
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
各
国

公
立
大
学
の
志
望
状
況
を
比
較
検
討
で
き

る
「
デ
ジ
タ
ル
度
数
分
布
」
を
公
開
予
定

で
す
。

　最
後
に
、
共
通
テ
ス
ト
の
実
施
初
年
度

に
３
年
生
を
指
導
さ
れ
て
き
た
経
験
か

ら
、
今
後
の
３
年
生
を
担
当
す
る
先
生
方

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

武
石
　
入
試
方
式
の
多
様
化
が
進
む
中
、

生
徒
に
は
自
分
の
進
路
は
自
分
で
選
ぶ
と

い
う
主
体
性
が
一
層
重
要
に
な
る
で
し
ょ

う
。
授
業
や
学
校
行
事
な
ど
の
様
々
な
場

面
で
、大
学
入
学
や
就
職
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
そ
の
先
に
あ
る「
ど
ん
な
人
間
に

な
り
た
い
か
」ま
で
を
考
え
さ
せ
る
こ
と

で
、生
徒
の
主
体
性
が
育
ま
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
、
そ
う
し
た
指
導
を

学
校
全
体
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
田
　
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
の
時
、

前
任
校
で
１
学
年
主
任
だ
っ
た
私
は
、
生

徒
に
高
校
３
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、

不
安
の
払
拭
に
努
め
ま
し
た
。
想
像
で
き

な
い
こ
と
が
、
不
安
の
要
因
に
な
る
か
ら

で
す
。
将
来
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

に
は
先
輩
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
有
効
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
前
例
の
な
い

こ
と
ば
か
り
が
起
き
て
い
る
中
、
３
年
生

は
懸
命
に
努
力
し
、
道
を
切
り
開
い
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
先
輩
の
様
子
を
校

内
で
語
り
継
ぎ
、
生
徒
を
支
援
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

＊　ベネッセコーポレーションと駿台予備学校が提供する自己採点集計。2020 年度大学入試センター試験のデータネットは、集計数は 436,512 人、センター試験の志願
者数に対する集計率は 78.3％。

❶
データネット時点での
志望状況を確認
各募集単位における志望者
の状況を確認する。

❷
前年度の状況を
併せて確認
前年のデータネットでの志
望者の状況、入試の合否結
果も確認する。実質的に個
別学力検査での逆転は起き
ているのか、逆転幅はどれ
くらいなのかを見ておく。

❸
成績の位置を
精緻に把握
例えば、合格可能性判定が
Ｃ判定であっても、Ｂ判定に
近いものなのか、Ｄ判定に
近いものなのかを把握する。

＊「データネット2020」の度数分布
を基に編集部で作成。

特別企画

❶ ❷

❸

「大学入学共通テスト」実施初年度入試における志望動向と出願指導

 December  20207
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新学習指導要領における学習評価の基本事項　▶P. 10─11

次につながる学習評価　座談会　▶P. 12─17

	実践事例１　山形県立米沢興
こ う

譲
じょう

館
か ん

高校　▶ P.18─21

実践事例２　愛知県立豊
ゆたか

野
の

高校　▶ P.22─25

オンライン・ワークショップ　
第２回リポート
自校の教師同士の対話を通じて、
「主体的・対話的で深い学び」を考える
▶P. 26─27

教育の「これから」を考える

次につながる　 学習評価

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果
（アンケートは、2020 年 10月にウェブとファクスで実施）

生徒の・教師の・自校の・社会の
NEXTを語り合うワークシート
今号の特集のテーマを
自校の教師同士で深める
ツールとして、ご活用ください
▶P. 28─29

生徒の努力が数値として明確な
形で表れる評価。 （千葉県／私立）

生徒が、前向きになり、よりよい学びを
つくっていこうという意識を持つきっか
けとなる評価。 （東京都／公立）

授業の目的、評価の基準が明確で、生徒の多面的
な活動が反映できる評価。 （東京都／公立）

生徒と教師双方の学びに向けての方向性が一致
するような評価。 （長野県／公立）

評価の負担が大きくなく、生徒のよさを評価する機会
が多く持てる、そのような評価。 （東京都／私立）

教師が考える「理想の評価」
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教育の「これから」を考える

次につながる　 学習評価
シ リ ー ズ 2特集

前号からスタートした、教育の「これから」を考えるシリーズ特集。

第２回となる今号のテーマは「学習評価」だ。

新学習指導要領では、学習評価を生徒の学習改善や教師の指導改善に

つながるものにしていくよう、その改善が求められている。

具体的な改善点は、観点別学習状況の評価の観点が４観点から３観点に

整理されたり、観点別学習状況の評価を充実する観点から、高校の

指導要録に各教科・科目の観点別学習状況を記載する欄が設けられることに

なったりすることなどだが、そうした点に基づいた評価を行う上で、

教師はどんな視点を持って、どのようなことに留意することが求められるのだろうか。

生徒、そして教師にとっても次につながる学習評価について考えていく。

9  December  2020
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文
部
科
学
省
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に

お
け
る
学
習
評
価
の
改
善
の
基
本
的
な

方
向
性
と
し
て
、
①
生
徒
の
学
習
改
善
に

つ
な
が
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
、
②
教

師
の
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
、
③
こ
れ
ま
で
慣
行
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
も
、
必
要
性
・
妥
当

性
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
は
見
直
し
て
い

く
こ
と
の
３
点
を
示
し
た
。
加
え
て
、
各

教
科
の
学
習
評
価
は
、
学
習
指
導
要
領
に

示
す
各
教
科
の
目
標
や
内
容
に
照
ら
し
て

学
習
状
況
を
評
価
す
る
「
目
標
に
準
拠
し

た
評
価
」
で
あ
る
と
し
、
集
団
内
で
の
相

対
的
な
位
置
づ
け
を
評
価
す
る
「
相
対
評

価
」
と
は
異
な
る
も
の
だ
と
明
記
さ
れ
た

点
も
、
改
め
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以
下
、
観

点
別
評
価
）
は
現
行
課
程
で
も
行
わ
れ
て

各教科における学習評価の基本構造図１

＊文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在り方ハンドブック　高等学校編」
をそのまま掲載。

　新学習指導要領において「育成を目指す資質・能力」が３つの柱に整理されたことを踏まえて、
各教科における学習評価も３つの観点で行われることになる。
　そのうち、「学びに向かう力、人間性等」については、観点別評価を通じて見取ることができる部
分と、観点別評価や評定にはなじまない部分があると示された。観点別評価や評定には示しきれな
い「感性、思いやりなど」は、「個人内評価」として、生徒一人ひとりのよい点や可能性、進歩の状
況を評価する。一方、「主体的に学習に取り組む態度」は、評価の観点の１つとして、図２に示した
イメージのように評価し、ほかの２つの観点の評価とともに指導要録に記載する。そして、「評定」は、
観点別評価の結果を総括するものとして位置づけられる。

指
導
要
録
の
様
式
が
改
訂
さ
れ
、

３
観
点
で
の
学
習
評
価
が
求
め
ら
れ
る

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
生
徒
の
学
習
改
善
や
教
師
の
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
学
習
評
価
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省 

国
立
教
育
政
策
研
究
所
発
行
の
「
学
習
評
価
の
在
り
方
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　高
等
学
校
編
」
の
内
容
な
ど
を
基
に
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

学
習
評
価
の
基
本
事
項
を
整
理
し
た
。

新学習指導要領
における学習評価の

基本事項

生
徒
の
学
習
改
善
や
教
師
の
指
導

改
善
に
資
す
る
学
習
評
価
に

10 December  2020
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い
る
が
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
３
つ
の
柱
で

整
理
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
学
習
評

価
の
観
点
も「
知
識・技
能
」「
思
考・判
断・

表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
の
３
つ
に
整
理
さ
れ
た
（
図
１
）。
観

点
別
評
価
は
生
徒
の
学
習
状
況
を
分
析
的

に
捉
え
る
も
の
と
し
、
評
定
は
観
点
別
評

価
の
結
果
を
総
括
す
る
も
の
と
な
る
。

　
な
お
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
は
、「
粘
り
強
い
取
り
組
み
を
行

お
う
と
す
る
側
面
」
と
「
自
ら
の
学
習
を

調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面
」
か
ら
評
価

す
る
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
た
（
図
２
）。

ま
た
、
小
・
中
学
校
と
高
校
と
で
は
観
点

別
評
価
の
取
り
組
み
に
差
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
受
け
て
、
高
校
の
指
導
要
録
の
参
考

様
式
に
も
、「
観
点
別
学
習
状
況
」
を
記

載
す
る
欄
が
新
設
さ
れ
た
（
図
３
）。

　
今
後
、
観
点
別
評
価
の
さ
ら
な
る
充
実

に
向
け
て
は
、従
来
の
評
価
手
法
に
と
ら

わ
れ
ず
、視
野
を
広
く
持
っ
て
評
価
の
あ

り
方
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
直

接
評
価（
何
が
で
き
る
の
か
）と
間
接
評
価

（
何
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
）、数
値

に
よ
る
評
価
と
数
値
で
表
せ
な
い
評
価
な

ど
、様
々
な
評
価
手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
、

生
徒
の
資
質
・
能
力
を
多
面
的
に
見
取
り
、

彼
ら
の
成
長
に
資
す
る
評
価
と
し
た
い
。

特集 次につながる学習評価
教育の「これから」を考えるシ リ ー ズ ２

高校の指導要録（参考様式）の変更点図３

①粘り強い取り組みを行おうとする側面
知識・技能を獲得したり、思考力・判断力・表
現力等を身につけたりすることに向けて、粘り
強い取り組みを行おうとする側面のこと。

②自らの学習を調整しようとする側面
①を行う中で、自らの学習状況を調整し、学習
の進め方について試行錯誤するなどの意思的な
側面のこと。生徒がそれを主体的に進められる
よう、自己評価・他者評価の場を設けることが
重要となる。

　「主体的に学習に取り組む態度」は、
現行課程の「関心・意欲・態度」と評価
の趣旨は同じである。しかし、挙手の回
数やノートの取り方など、生徒の性格や
行動面の傾向で評価をするものではな
い。①粘り強い取り組みを行おうとする
側面、②自らの学習を調整しようとする
側面から、生徒を見取ることを指す。
　そのため、①と②が知識・技能、思考
力・判断力・表現力等の獲得に結びつい
ていない場合、教師が机間指導などを通
じて適切に指導することが求められる。

■①と②の2つの側面から評価する

①粘り強い取り組みを行おうとする側面

②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面

「主体的に学習に取り組む態度」の評価のイメージ図２

「知識・技能」の評価の捉え方
現行の「理解」の観点も含まれる。例えば、
ペーパーテストで、事実的な知識の習得を
問う問題と、知識の概念的な理解を問う問
題とのバランスへの配慮、記述式問題や式・
グラフで表現する問題の出題など、多様な
方法を適切に取り入れる工夫が必要。

「思考・判断・表現」の評価の捉え方
３つの要素それぞれを、別々ではなくセッ
トで評価する。ペーパーテスト以外にも、
論述やレポートの作成、発表、話し合い、
作品制作などの多様な活動を取り入れたり、
それらを集めたポートフォリオを活用した
りして評価する。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価の捉え方
ノートやレポートなどの記述、授業中の発
言、行動観察、自己評価や相互評価などが
材料となる。各教科等の特質に応じて、生
徒の発達段階や個性を十分に配慮し、「知識・
技能」「思考・判断・表現」の観点の状況を
踏まえた上で、評価する必要がある。

　文部科学省が示した高校の「指導要録」
（参考様式）では、「各教科・科目等の学
習の記録」において、「観点別学習状況」
の欄が新設された。評価の観点は、「知
識・技能」「思考・判断・表現」「主体的
に学習に取り組む態度」の３つ（図１参
照）となる。各教科・科目の目標に基づ
き、学校が生徒や地域の実態に即して定
めた当該教科・科目の目標や内容に照ら
して、生徒の学習状況を、観点ごとに分
析的に捉えて評価し、記入する。

＊文部科学省「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」を基に編集部で作成。

＊文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在り方ハンドブック　高等学校編」を基に編集部で作成。

ＡＡＡ

「評定」「修得単位数」に加え、
「観点別学習状況」の欄を新設
「十分満足できる」状況と判断されるも
のは「Ａ」、「おおむね満足できる」状
況は「Ｂ」、「努力を要する」状況は「Ｃ」
のように区分して評価を記入する。
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河
野
　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
各
教
科

に
お
い
て
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以

下
、
観
点
別
評
価
）
が
強
化
さ
れ
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
評
価
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
な

ど
、
多
様
な
手
法
を
用
い
て
多
面
的
に
評

価
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
校
の

教
壇
に
立
つ
先
生
方
は
、
学
習
評
価
（
以

下
、
評
価
）
に
つ
い
て
今
、
ど
の
よ
う
な

興
味
・
関
心
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

石
黒
　
私
は
英
語
科
で
す
が
、
４
技
能
の

育
成
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
以
外
の

評
価
手
法
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を

行
い
ま
し
た
が
、
生
徒
に
評
価
規
準
を
説

明
し
、
修
正
点
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
く
中
で
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
学
習
意
欲
の
喚
起
に
も
つ
な

が
っ
た
と
い
う
手
応
え
を
得
ま
し
た
。

山
田
　
私
は
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
こ
こ
数
年
来
、
評
価

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
評

価
は
、
研
究
す
る
と
新
た
な
発
想
が
ど
ん

ど
ん
湧
い
て
き
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

先
日
も
、
同
僚
の
先
生
方
と
探
究
学
習

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
取
り
組
む
中

で
、
本
校
の
探
究
学
習
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
の
再
整
理
を
行
い
、
そ
れ
を

見
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
評
価
基
準

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
り
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
経
験
が
、
教
師
の
評
価
に
対
す

る
考
え
方
を
広
げ
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。

鈴
木
　
私
も
高
校
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、

定
期
考
査
の
実
施
期
間
な
ど
の
比
較
的
時

間
に
余
裕
の
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
同
僚

に
声
を
か
け
て
評
価
の
あ
り
方
を
考
え
る

勉
強
会
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
知
識
・
技
能
」

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」の
３
観
点
に
沿
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
生
徒
を
見
取
り
、
評
価
し
て

い
く
の
か
を
、
す
べ
て
の
教
師
が
考
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
評
価

「
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、

生
徒
が
次
の
学
習
に
向
か
え
る
学
習
評
価
の
実
現
を
目
指
す

北
海
道
大
学
　

高
等
教
育
推
進
機
構
・
高
等
教
育
研
究
部
門
　

名
誉
教
授
　

鈴
木

　誠

富
山
県
立
南な

ん

砺と

福ふ
く

野の

高
校
　

石
黒
佳
奈 

／ 

島
根
県
立
浜
田
高
校
　

山
田
伸
太
郎

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
は
、
学
習
評
価
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

そ
し
て
、
そ
の
評
価
を
材
料
に
、
教
師
は
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
。
学
習
評
価
に
対
す
る
高
校
生
の
生
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
２
人
の
若
手
教
師
と
、
教
育
心
理
学
の
立
場
か
ら
学
校
改
革
に
も
携
わ
る
研
究
者
が
語
り
合
っ
た
。

新
学
習
指
導
要
領
は

学
習
評
価
を
よ
り
よ
く
す
る
好
機

山田伸太郎 石黒佳奈

鈴木 誠

次につながる
学習評価
座談会
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と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

山
田
　
進
学
実
績
を
重
視
す
る
こ
と
自
体

が
問
題
で
は
な
く
、
進
学
実
績
を
あ
た
か

も
学
校
の
教
育
目
標
で
あ
る
よ
う
に
捉
え

て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
進
学
実
績
は
結
果
の
１
つ
で
あ
る
と

捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
も
、自
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
、生
徒
や
保
護
者
の
思
い
に
加
え
、

地
域
・
社
会
の
期
待
や
要
請
も
踏
ま
え
て

設
定
し
、
校
内
外
に
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら

の
学
校
に
は
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

石
黒
　
私
も
、
地
方
の
公
立
高
校
の
教
壇

に
立
つ
１
人
と
し
て
、
生
徒
や
保
護
者
、

そ
し
て
私
た
ち
教
師
の
中
に
、「
少
し
で

は
、「
何
を
」「
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
で
」

「
ど
の
領
域
を
」「
い
つ
」「
誰
が
」「
ど
の

よ
う
な
ツ
ー
ル
で
」
と
い
う
６
つ
の
観
点

か
ら
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
の

観
点
を
踏
ま
え
て
、
学
習
活
動
前
の
「
診

断
的
評
価
」、
学
習
活
動
中
の
「
形
成
的

評
価
」、そ
し
て
学
習
活
動
終
了
時
の
「
総

括
的
評
価
」
の
３
つ
の
段
階
で
評
価
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
図

1
）。
新
学
習
指
導
要
領
は
評
価
を
よ
り

よ
い
も
の
に
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
評
価
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
教
師
は

増
え
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、
山
田
先
生

の
よ
う
に
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
校

内
外
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す

ね
。

河
野
　
大
学
進
学
希
望
者
が
多
い
学
校

も
、
こ
れ
ま
で
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
中
心

の
評
価
の
考
え
方
か
ら
転
換
し
て
い
く
こ

学習評価の３つの段階図１

＊鈴木名誉教授への取材を基に編集部で作成。

診断的評価

形成的評価

総括的評価

学習者が既に理解していることを
把握し、適切な学習目標を設定す
る

学習活動の途中で行い、学習内容
の定着や意欲の状態を測り、教師
の学習指導の改善に役立てる

１つの学習活動が終了した時に学
習の成果を測る

富
山
県
立
南
砺
福
野
高
校

◎
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
、
富
山
県
簡
易
農
学
校

と
し
て
発
足
。「
学
び
合
い
　
高
め
合
お
う
」
を
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
に
、「
至
誠
　
質
実
　
剛
健
」
を

校
訓
に
掲
げ
る
。
和
洋
折
衷
2
階
建
て
の
明
治
以
降

の
代
表
的
な
建
築「
巖
浄
閣
」は
、国
の
重
要
文
化
財
。

◎
設
立
　
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
科
・
農
業
環

境
科
・
福
祉
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
５
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
富
山
大
、
金
沢
大
、
福
井
大
、
信

州
大
な
ど
に
56
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
海
大
、

法
政
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
近
畿
大
な
ど
に

延
べ
３
４
７
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.nantofukuno-h.tym

.ed.jp/

島
根
県
立
浜
田
高
校

◎
「
高
い
理
想
と
誠
実
な
努
力
」
を
教
育
目
標
に
、

授
業
、
部
活
動
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
中

心
と
し
た
３
か
年
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
『
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ

Ｕ
』
な
ど
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
の

夢
の
発
見
と
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
の
挑
戦
を
支
援

す
る
。 

◎
設
立
　
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国

公
立
大
は
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、
金
沢
大
、

神
戸
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
０
９
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
中
央
大
、
立
教
大
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
１
７
３
人
が
合

格
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.ham

akou.ed.jp/

富
山
県
立
南
砺
福
野
高
校

石
黒
佳
奈 
い
し
ぐ
ろ
・
か
な

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。 

英
語
科
。

北
海
道
大
学
　

高
等
教
育
推
進
機
構
・
高
等
教
育

研
究
部
門
　

名
誉
教
授

鈴
木
誠 

す
ず
き
・
ま
こ
と

一
般
企
業
、
中
学
校
教
師
、
高
校
教
師
を
経
て
、
北
海
道

大
学
へ
。
専
門
は
、
意
欲
（
自
己
効
力
）
の
構
造
解
析
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
課
程
と
学
習
指
導
お
よ
び
教
科
書

や
入
試
の
分
析
、
解
剖
学
（
両
棲
綱
無
尾
目
）
な
ど
。
著

書
に
『「
ボ
ク
に
も
で
き
る
」
が
や
る
気
を
引
き
出
す
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
。

島
根
県
立
浜
田
高
校

山
田
伸
太
郎 

や
ま
だ
・
し
ん
た
ろ
う

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。 

数
学
科
。

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

高
大
領
域
担
当
責
任
者

河
野
仙
一

こ
う
の
・
せ
ん
い
ち

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
つ
い
て

生
徒
や
保
護
者
と
と
も
に
考
え
る
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躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
協
働
性
や
創
造

性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ

た
非
認
知
能
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
知

る
と
、
保
護
者
は
一
様
に
驚
き
ま
す
。
世

界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
は
ど
ん
な
力
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
か
を
伝
え
、
そ
の
育
成
の
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
授
業
、
評
価
が
必

要
な
の
か
を
、
生
徒
や
保
護
者
と
話
し
合

う
こ
と
も
重
要
で
し
ょ
う
。

河
野
　
多
様
な
手
法
に
よ
る
多
面
的
な
評

価
は
、
高
校
に
も
着
実
に
広
が
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
課
題
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
評
価
は
、
生
徒
の
状
態
を
値
踏
み

す
る
も
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、実
際
に
は
、

評
価
が
生
徒
の
学
び
の
意
欲
の
覚
醒
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

河
野
　
先
生
方
に
は
、「
よ
い
影
響
・
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
教
師
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
・
声
か
け
」
に
つ
い
て
生
徒
に

尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
（
P.
　

15
）。
評
価
に
お
い
て
、
前

向
き
に
な
る
こ
と
も
後
ろ
向
き
に
な
る
こ

と
も
多
い
場
面
は
、
定
期
考
査
と
模
擬
試

験
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

山
田
　
節
目
の
テ
ス
ト
は
、
生
徒
の
そ
の

後
の
学
習
意
欲
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

評
価
の
機
会
な
の
で
す
ね
。
生
徒
の
コ
メ

ン
ト
を
読
む
と
、
評
価
の
場
面
で
生
徒
に

か
け
て
い
る
私
た
ち
教
師
の
ひ
と
言
が
彼

ら
・
彼
女
ら
を
伸
ば
し
、
そ
し
て
時
に
は

傷
つ
け
て
い
る
の
だ
と
、
言
葉
の
持
つ
力

の
大
き
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

石
黒
　
私
も
、
教
師
の
ひ
と
言
の
影
響
力

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
何
気
な
く
口

に
し
た
言
葉
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
定
期
考

査
や
模
擬
試
験
な
ど
の
評
価
の
意
味
を
、

教
師
の
想
定
と
は
違
う
形
で
捉
え
て
し
ま

う
こ
と
も
き
っ
と
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

河
野
　
定
期
考
査
も
模
擬
試
験
も
、
生
徒

の
学
習
を
支
援
す
る
上
で
重
要
な
客
観
的

評
価
で
す
。
し
か
し
、
同
じ
定
期
考
査
、

模
擬
試
験
で
も
、
生
徒
の
意
欲
を
引
き
出

す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
う
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
で
は
、
理
想
の
評
価
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
い
っ
た
評
定
だ
け

を
つ
け
る
評
価
で
は
、
学
び
の
意
欲
は
引

き
出
せ
ま
せ
ん
。
生
徒
に
「
な
ぜ
、
Ｂ
な

の
か
」「
ど
こ
を
修
正
す
れ
ば
よ
い
の
か
」

と
い
っ
た
評
価
の
理
由
や
今
後
の
見
通
し

を
示
し
、
生
徒
が
自
分
の
学
習
状
況
を
メ

タ
認
知
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
高
校

で
は
、
定
期
考
査
の
結
果
を
基
に
評
定
を

つ
け
る
こ
と
が
評
価
だ
と
考
え
る
向
き
も

あ
り
ま
す
が
、
評
定
は
「
総
括
的
評
価
」

に
あ
た
り
、
学
習
評
価
の
１
つ
の
フ
ェ
ー

ズ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
診
断
的
評
価
に
よ
っ

て
目
標
を
明
確
化
し
、
形
成
的
評
価
に

よ
っ
て
学
習
の
進
め
方
を
確
認
し
て
、
総

括
的
評
価
の
場
面
で
も
、「
な
ぜ
、
こ
の

評
価
な
の
か
」「
ど
こ
を
修
正
す
れ
ば
よ

い
の
か
」
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
で
、
初

め
て
学
び
の
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

河
野
　「
な
ぜ
、
こ
の
評
価
な
の
か
」「
ど

こ
を
修
正
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
を
生
徒
に

伝
え
る
際
、
教
師
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

配
慮
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
評
価
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
「
私
に

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
先
生
方
は

経
験
を
通
し
て
実
感
し
て
い
る
と
思
い
ま

も
高
い
点
数
を
取
っ
て
、
そ
の
点
数
で
行

け
る
大
学
に
行
っ
た
方
が
よ
い
」
と
い
う

考
え
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
上
で
、
未
来
を
生
き
る
力
を
生
徒
に

育
む
た
め
に
、
私
個
人
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
そ
れ
は
、
十
年
後
、
二
十
年

後
の
社
会
を
私
な
り
に
見
据
え
て
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
授
業
で
身
に
つ

け
さ
せ
る
べ
く
、
生
徒
と
英
語
を
学
ん
で

い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
大
学
進
学
に
対
す
る
生
徒
の
考
え

方
も
変
化
し
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

鈴
木
　
そ
の
学
校
の
評
価
の
あ
り
方
を
決

め
る
土
台
は
、学
校
の
経
営
方
針
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
生
徒
に
育
む

の
か
と
い
う
教
育
理
念
で
す
。
授
業
が
そ

の
理
念
の
実
現
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
評
価
の
あ
り
方
は
お
の
ず

と
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
学
校
は
、

生
徒
や
保
護
者
に
教
育
理
念
と
そ
の
実
現

の
た
め
の
評
価
の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
と

伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
生
徒
や
保
護
者
に
提
供
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
私
は
以
前
、
高
校
生
の
保
護
者

に
、海
外
の
大
学
の
入
試
問
題
を
紹
介
し
、

そ
こ
で
測
ろ
う
と
し
て
い
る
力
に
つ
い
て

説
明
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
世
界
で
活

教
師
の
ひ
と
言
の

影
響
力
の
大
き
さ
を
認
識

「
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
声
か
け
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先生からアドバイスをしてもらったり、声をかけてもらったりしたことの具体的な内容

先生からアドバイスをしてもらったり、声をかけてもらったりしたことの具体的な内容

高校生に聞いた「よい影響・マイナスの影響を与える教師からのアドバイス・声かけ」
＊全国の高校生へのアンケート結果。ウェブを通じて実施し、1,321人（１年生489人、２年生 531人、３年生 301人）から回答を得た。

■返却された時などに先生からアドバイスをしてもらったり、声をかけてもらったりしたことで、
その後の学習姿勢や学習方法に最もよい影響を与えたもの

■返却された時などに先生からアドバイスをしてもらったり、声をかけてもらったりしたことで、
その後の学習姿勢や学習方法に最もマイナスの影響を与えたもの

19 39 10 30

13 29 13 22 7 16

通知表

通知表

定期考査

定期考査

小テスト

小テスト

模擬試験

模擬試験

レポート

レポート その他

1

（％）

（％）

◎自分の苦手なところと比較的できて
いるところを確認した上で、勉強法を
教えてくれた。

◎よくできているところを「今の調子
で頑張ろう」と認めてくれた上で、で
きていないところについて、「この部分
を伸ばすようにしよう」と言われた。

◎「こんな問題もできないのか」と言
われた。

◎「今の志望大学は諦めた方がよいか
もしれない」と言われた。

◎どうしたら学年上位に食い込めるの
か、ミスを減らしていくにはどうすれ
ばよいのかを教えてもらった。

◎ミスが多かったところの解き方など
を詳しくアドバイスしてくれた。

◎苦手な教科をどのように頑張るべき
かを具体的に示してくれた。

◎「この教科のここを直せ」とだけ言
われても、直し方が分からない。

◎「もっと頑張れ」など、具体的では
ないアドバイスをもらった。

◎教科担当の先生から、「あなたは質の
高い家庭学習をしているから、点数が
よく伸びているんですよ」と言っても
らえた。

◎数学で、学校指定の問題集にしっか
り取り組んでテストに臨んだら、いつ
もより高い点数が取れた。その時、「問
題集に取り組んだ成果が出たね」と褒
めてもらった。

◎自分なりに勉強をしているつもりなの
に、「勉強していない」と決めつけられた。

◎順位や偏差値が下がっているのに、
「頑張っているね」と言われ、自分に甘
くなってしまった。

できているところを
まずは認めた上で、克服すべき

弱点を指摘している

頭ごなしに否定されている

苦手なことや弱点に対して
具体的なアドバイスをしている

具体的な行動に結びつく
声かけになっていない

結果だけではなく、
日々の学習の

様子を基に褒めている

プロセスや結果を
正確に把握していない
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す
が
、
私
が
考
え
る
「『
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
』と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
支
援
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
（
図
2
）。

ま
ず
、
褒
め
る
と
い
う
言
語
で
の
支
援
で

す
。
褒
め
る
と
言
っ
て
も
、
た
だ
や
み
く

も
に
褒
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。根
拠
が
な
い
の
に
褒
め
て
も
、

き
っ
と
生
徒
に
見
透
か
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
褒
め
る
際
に
は
、
そ
の
生
徒
を
ほ
か

の
生
徒
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

生
徒
自
身
の
過
去
と
比
較
す
る
こ
と
、
そ

し
て
、
小
さ
な
成
長
で
も
よ
い
の
で
そ
れ

を
見
逃
さ
ず
、
具
体
的
に
、
結
果
だ
け
で

な
く
プ
ロ
セ
ス
に
も
目
を
向
け
た
上
で
褒

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
よ
う
に
し

て
生
徒
を
褒
め
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
の
詳
細
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
結
果
と
プ
ロ
セ

ス
が
表
さ
れ
た
模
擬
試
験
な
ど
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
有
効
な

手
段
と
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
生
徒
と

面
談
を
重
ね
る
な
ど
し
て
、
生
徒
自
身
が

自
分
の
学
習
状
況
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

石
黒
　
私
も
、
生
徒
に
た
だ
「
頑
張
れ
」

と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
生
徒
の
学

習
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
、
詳
細
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
分
、「
あ
な
た
は
こ
う
し
た
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
、
私
の
考
え
を
押
し

つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
時
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
生
徒
の
言
葉
を

待
つ
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
ど
れ
だ
け
生

徒
を
詳
細
に
把
握
し
た
つ
も
り
で
も
、
そ

の
見
取
り
が
常
に
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ

ん
し
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
か

ら
と
言
っ
て
、
生
徒
が
教
師
の
予
想
通
り

に
変
化
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、「
見
張
る
」
の

で
は
な
く
「
見
守
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス

へ
と
転
換
し
た
関
係
性
で
の
支
援
で
す
。

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
上
で
、
判

断
は
生
徒
に
委
ね
、
必
ず
し
も
教
師
の

思
っ
た
通
り
に
変
化
し
な
い
生
徒
も
受
容

す
る
。
そ
し
て
、
学
校
行
事
や
委
員
会
活

動
な
ど
、
一
見
、
学
習
と
は
関
係
が
な
さ

そ
う
な
場
面
で
の
成
功
体
験
も
見
取
っ
て

褒
め
る
。
教
師
が
生
徒
を
信
じ
、
待
つ
態

度
を
貫
く
中
で
、
生
徒
は
高
校
生
活
で
の

様
々
な
経
験
と
成
功
体
験
を
ほ
か
の
場
面

に
も
転
移
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
言

語
で
の
支
援
、
関
係
性
で
の
支
援
の
積
み

重
ね
が
、
生
徒
に
「
私
に
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
」と
い
う
気
持
ち
を
育
み
ま
す
。

河
野
　
鈴
木
先
生
は
、
生
徒
に
「
私
に
も

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
自
信
・

信
念
を
育
む
た
め
、
高
校
教
師
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
山
形
県
立
米
沢
興こ

う

譲じ
ょ
う

館か
ん

高
校
は
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

事
業
の
評
価
指
標
と
し
て
、
私
が
開
発
し

た
「
自
己
効
力
測
定
尺
度
」
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
自
己
効
力
と
は
、「
私
に
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
自
分
の
知

識
や
技
能
へ
の
自
信
や
信
念
の
こ
と
で
あ

り
、
自
己
効
力
測
定
尺
度
は
、
自
己
効
力

を
通
し
て
生
徒
の
学
習
意
欲
を
測
定
す
る

尺
度
で
す
（
図
3
）。
具
体
的
に
は
、「
私

は
や
る
気
に
な
れ
ば
、
理
科
は
難
し
い
こ

と
で
も
分
か
る
」「
私
は
集
中
し
て
理
科

の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」「
私

は
自
分
の
目
標
を
決
め
て
理
科
の
勉
強
を

し
て
い
る
」「
先
生
は
理
科
の
勉
強
に
お

い
て
私
に
期
待
し
て
い
る
と
思
う
」な
ど
、

生
徒
が
高
校
生
活
で
の
目
標
を
達
成
す
る

上
で
の
物
差
し
と
な
り
う
る
30
以
上
の
項

目
で
測
定
さ
れ
ま
す
。
同
校
は
、
自
己
効

力
を
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
中

心
に
置
き
、
生
徒
の
自
己
効
力
の
測
定
を

「できるかもしれない」という気持ちにさせる支援図２

言語での支援

関係性での支援

小さな成功を見逃さずに褒める

具体的な内容を褒める

「見張る」のではなく、「見守る」という
スタンスへの転換

結果だけでなくプロセスも褒める

生徒の言葉を待つ

「他の生徒」と比較せず、「過去の当該生徒」
と比較して褒める

思った通りの変化が
見られなくても受容する

＊鈴木名誉教授への取材を基に編集部で作成。

自
校
の「
評
価
」を

よ
り
よ
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
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０

行
っ
て
い
ま
す
。
自
己
効
力
の
育
成
に
お

い
て
は
、
周
囲
か
ら
の
言
語
で
の
支
援
が

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
米
沢
興
譲
館

高
校
で
は
、
診
断
的
評
価
と
形
成
的
評
価

の
場
面
で
生
徒
の
自
己
効
力
を
測
定
し
、

生
徒
と
の
面
談
で
の
声
か
け
な
ど
に
役
立

て
て
い
ま
す
（
米
沢
興
譲
館
高
校
の
実
践

は
、
P.

　

18
〜
21
で
紹
介
）。

河
野
　
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
進
学
を

重
視
す
る
学
校
で
も
、
授
業
の
あ
り
方
と

評
価
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
好

例
で
す
ね
。
今
回
の
座
談
会
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
の
評
価
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る

先
生
方
の
あ
り
方
が
見
え
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

石
黒
　
人
は
誰
も
が
、
い
つ
で
も
右
肩
上

が
り
で
成
長
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
こ
と
を
し
っ
か

り
見
て
、
そ
の
生
徒
に
必
要
な
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
教
師
に
は
求
め

ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、教
師
は
自
分
が
知
っ

て
い
る
一
面
だ
け
が
そ
の
生
徒
の
す
べ
て

で
あ
る
と
捉
え
て
は
い
け
な
い
し
、
私
と

い
う
１
人
の
教
師
の
価
値
観
だ
け
で
評
価

し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

鈴
木
　
１
人
の
教
師
の
目
だ
け
で
は
生
徒

を
一
面
的
に
捉
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
懸
念
を
抱
く
の
は
当
然
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
教
師
が
ま
だ
知
ら
な
い

生
徒
の
姿
」
を
追
い
求
め
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
私
は
高
校
で
学
年
主
任
を
務
め
た

時
、
学
年
団
の
先
生
方
に
、
担
当
教
科
以

外
の
授
業
を
見
に
行
く
よ
う
お
願
い
を
し

ま
し
た
。
教
科
が
変
わ
れ
ば
生
徒
の
様
子

も
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
自
分
の
知
ら
な
い

生
徒
の
姿
を
見
る
こ
と
は
、
自
分
の
思
い

込
み
を
修
正
す
る
好
機
に
な
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
に
つ
い
て
多
様
な
視
点

で
語
り
合
う
よ
う
な
教
師
の
連
携
が
、
今

後
は
一
層
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

山
田
　
教
師
の
連
携
に
よ
っ
て
、
生
徒
を

評
価
す
る
「
物
差
し
」
を
複
数
準
備
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
教
師
が
、
知
識
・
技

能
を
測
る
物
差
し
は
も
ち
ろ
ん
、
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
な
ど
の
非
認
知

能
力
を
測
る
物
差
し
を
手
に
し
て
生
徒
に

向
き
合
え
ば
、そ
れ
は
生
徒
に
と
っ
て
は
、

「
私
に
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
自
信
・
信
念
が
芽
生
え
る
チ
ャ
ン
ス
が

増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
　
教
育
は
種
ま
き
で
す
。
い
つ
、
ど

ん
な
ふ
う
に
芽
が
出
る
の
か
は
、
簡
単
に

は
予
想
で
き
な
い
か
ら
、「
私
に
も
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
自
信
・
信
念

を
生
徒
に
育
む
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

自己効力測定尺度図３

生徒の自己効力を測定するために鈴木名誉教授が開発した自己効力測定尺度の一部。統制感（自信や信念）、手段保有感（努力、能力、教師）、社
会的関係性（教える役割、周囲の期待）、メタ認知（自己評価、自己制御）などから、自己効力の状況や推移を把握する。

＊鈴木名誉教授提供資料を基に編集部で作成。
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山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
校
が
観
点
別

学
習
状
況
の
評
価
（
以
下
、観
点
別
評
価
）

に
関
す
る
校
内
研
修
を
初
め
て
行
っ
た
の

は
、
２
０
１
５
年
度
の
こ
と
。
12
年
度
に

Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
）
の
指
定
を
受
け
て
始
め
た

探
究
学
習
を
き
っ
か
け
に
、
学
習
評
価
の

見
直
し
の
機
運
が
校
内
で
年
々
高
ま
っ
て

い
た
。
教
務
主
任
の
石
黒
吉よ

し
ひ
ろ寛
先
生
は
、

当
時
の
教
師
た
ち
の
変
化
を
次
の
よ
う
に

語
る
。

　「
探
究
学
習
で
は
、課
題
を
見
い
だ
し
、

情
報
の
収
集
と
そ
の
整
理
・
分
析
を
行
っ

て
、ま
と
め
・
表
現
す
る
、そ
の
プ
ロ
セ
ス

が
重
要
で
す
。探
究
学
習
を
続
け
る
中
で
、

結
果
を
評
価
す
る
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け

で
な
く
、プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
成
長
も
可

視
化
す
る
評
価
方
法
も
必
要
で
は
な
い
か

と
、多
く
の
教
師
が
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　
18
年
度
の
探
究
科
新
設
が
決
ま
り
、
探

究
学
習
が
同
校
に
お
い
て
一
層
重
要
な
教

育
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
面
的
な
評
価
の
開

発
に
全
校
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
に
着
手
し
た
の
が
、
学
習
評
価
に
対

す
る
教
師
の
意
識
転
換
だ
。

　「
生
徒
を
多
面
的
に
評
価
す
る
大
切
さ

を
分
か
っ
て
い
て
も
、
定
期
考
査
や
小
テ

ス
ト
の
得
点
を
基
に
成
績
や
評
定
を
つ
け

る
の
が
『
学
習
評
価
』
だ
と
す
る
評
価
観

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し

い
様
子
で
し
た
。
そ
れ
は
、
評
価
方
法
を

変
え
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
や
、
進
学
校
と

し
て
の
責
任
を
果
た
せ
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
学
習
評
価
に
対
す
る
思
い

込
み
の
払
拭
や
多
面
的
な
評
価
へ
の
理
解

促
進
が
課
題
で
し
た
」（
石
黒
先
生
）

　
そ
こ
で
15
年
度
、学
習
評
価
の
あ
り
方

や
、ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
以
外
の
評
価
方
法

な
ど
を
改
め
て
学
ぶ
校
内
研
修
を
、
北
海

道
大
学
高
等
教
育
推
進
機
構
の
鈴
木
誠
名

誉
教
授
を
講
師
に
迎
え
て
実
施
し
た
。

　「
学
習
評
価
は
、
評
価
の
内
容
を
生
徒

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
生
徒
が
さ
ら
に

伸
び
る
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
に
す
べ

き
だ
と
、
鈴
木
名
誉
教
授
は
強
調
し
ま
し

た
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
結
果
を
見
る
だ

け
で
は
学
習
評
価
の
目
的
は
達
成
で
き
な

い
こ
と
、
学
習
評
価
を
生
徒
の
学
び
や
教

師
の
指
導
の
改
善
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど

を
学
び
ま
し
た
」（
石
黒
先
生
）

　
そ
れ
以
来
、
評
価
に
関
す
る
校
内
研
修

を
年
２
～
４
回
実
施
し
て
き
た
。
教
科
ご

と
に
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
評
価
項
目
や
評

価
方
法
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
た
り
、
担
当
教
科
・
科
目
が

異
な
る
教
師
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
で
評
価

の
観
点
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
内
容
に
つ
い

て
議
論
し
た
り
と
、教
師
同
士
で
対
話
し
、

評
価
観
の
共
有
を
進
め
た
。
週
１
回
の
教

科
会
で
、
評
価
方
法
を
研
究
し
た
教
科
も

あ
っ
た
。

　
校
内
研
修
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
工

夫
も
し
て
き
た
。

　「
本
校
で
は
、
そ
れ
ま
で
校
内
研
修
を

＊　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。

転
換
を
図
っ
た
評
価
観
に
基
づ
く
実
践
で
、

評
価
を
生
徒
の
さ
ら
な
る
成
長
の
機
会
に

山
形
県
立
米
沢
興こ

う

譲じ
ょ
う

館か
ん

高
校

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
校
は
、
２
０
１
５
年
度
よ
り
、
従
来
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
中
心
の
学
習
評
価
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
き
た
。

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
「
興
譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
学
習
評
価
に
関
す
る
校
内
研
修
や
、
多
様
な
評
価
方
法
の
実
施
週
間
な
ど
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
教
師
の
評
価
観
の
転
換
を
促
進
。
18
年
度
に
シ
ラ
バ
ス
を
改
訂
し
、
全
教
科
・
科
目
で
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

探
究
学
習
を
き
っ
か
け
に

多
面
的
な
評
価
の
必
要
性
が
高
ま
る

次につながる
学習評価
実践事例 1
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行
う
文
化
が
な
か
っ
た
の
で
、
最
初
は
研

修
の
実
施
自
体
に
戸
惑
う
教
師
も
い
ま
し

た
。
講
師
の
予
定
な
ど
を
優
先
し
て
急
に

研
修
日
程
が
決
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ

が
さ
ら
に
教
師
を
困
惑
さ
せ
る
要
因
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
17
年
度
か

ら
は
実
施
時
期
を
決
め
て
年
間
行
事
計
画

に
組
み
込
み
、
研
修
の
内
容
や
進
め
方
も

事
前
に
伝
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
心
の

準
備
を
し
た
上
で
研
修
に
臨
め
る
よ
う
に

し
た
と
こ
ろ
、
戸
惑
い
の
声
は
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
」（
石
黒
先
生
）

　
学
習
評
価
の
あ
り
方
を
見
直
す
過
程
で

同
校
が
改
め
て
着
目
し
た
の
は
、
目
指
す

生
徒
像
だ
っ
た
。
柿か

き
ざ
き﨑
悦
子
校
長
は
、
そ

の
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
は
藩
校
・
興
譲
館
か
ら
の
歴
史

の
中
で
、
常
に
時
代
に
即
応
し
た
人
材
育

成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
テ
ス
ト
で
高
得

点
を
取
れ
る
こ
と
だ
け
が
、
激
変
す
る
現

代
社
会
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
力
に
つ
な
が
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

育
成
し
、
そ
れ
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か
を

検
討
す
る
前
に
、
本
校
が
目
指
す
生
徒
像

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、
校
内
研
修
と
並
行
し
て
、
有

志
の
教
師
が
立
ち
上
げ
た
「
興
譲
館
将

来
構
想
委
員
会
」
に
お
い
て
、
目
指
す
生

徒
像
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
育
成
す

る
資
質
・
能
力
を
検
討
。
16
年
度
、
自

己
効
力
を
中
心
に
「
高
志
・
創
造
・
挑

戦
」
を
３
本
柱
と
す
る
資
質
・
能
力
か
ら

成
る
「
興
譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
（D

om
ain O

f 
Com

petence

）」（
図
１
）
を
策
定
し
た
。

　「
興
譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
」
の
中
心
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
「
自
己
効
力
」
は
、「『
私

に
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
い
う
自

分
の
知
識
や
技
能
へ
の
自
信
や
信
念
」
と

定
義
し
、「
興
譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
」
の
育
成

を
通
じ
て
生
徒
の
そ
れ
を
高
め
る
こ
と

を
、
学
校
教
育
目
標
と
し
た
。

　「
生
徒
は
、
テ
ス
ト
の
得
点
だ
け
で
評

価
さ
れ
る
と
自
信
を
失
い
、
本
来
の
力
を

発
揮
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
様
な
資

質
・
能
力
を
評
価
し
、『
自
分
に
も
何
か

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
い
っ
た
自
信

を
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
持
た
せ
て
社
会
に

送
り
出
す
こ
と
が
、
教
育
の
果
た
す
べ
き

責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
石
黒
先
生
）

　
18
年
度
、
全
学
年
同
時
に
全
教
科
・
科

目
の
シ
ラ
バ
ス
を
改
訂
し
、
観
点
別
評
価

を
導
入
し
た
。
１
年
次
か
ら
学
年
進
行
で

「目指す生徒像」と「興譲館３ＤＯＣ」図１

＊学校資料を基に編集部で作成。

◎目指す生徒像
いのちを尊び、新たな価値創造の志を持ち挑戦する生徒
①自他の生命を尊重し、調和の取れた人間性豊かな生徒
②謙虚に学ぶ姿勢を身につけ、高い志を持ってその実現に向けて努力する生徒
③次代（Society5.0 の社会）のリーダーとして、自立し、世のために尽くそうと
する生徒

◎興譲館３DOC

教
務
主
任

石
黒
吉
寛
　

い
し
ぐ
ろ
・
よ
し
ひ
ろ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

12
年
目
。

校
長柿﨑

悦
子
　

か
き
ざ
き
・
え
つ
こ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
校

◎
１
７
７
６
（
安
永
5
）
年
、
米
沢
藩
中
興
の
祖
と

さ
れ
る
上
杉
鷹
山
が
再
興
し
た
藩
校
・
興
譲
館
を
起

源
と
す
る
。
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）」
指
定
は
現
在
３
期
目
。

20
年
度
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
う
ち
の
「
科
学
技
術
人
材
育
成

重
点
校
」
の
指
定
を
受
け
る
。

◎
設
立
　
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
探
究
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、東
北
大
、山
形
大
、筑
波
大
、東
京
大
、

新
潟
大
な
ど
に
１
１
５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

東
北
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
２
２
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　h
ttp

://w
w

w
.yo

n
ezaw

ako
jo

kan
-h

.
ed.jp/index.htm

l

目
指
す
生
徒
像
を
見
直
し
、

「
興
譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
」
を
策
定

シ
ラ
バ
ス
に
評
価
の
観
点・方
法
と

「
興
譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
」を
明
記

創造

高志
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実
施
す
る
案
も
検
討
し
た
が
、
学
校
全
体

で
学
習
評
価
の
意
識
改
革
を
図
ろ
う
と
、

全
校
一
斉
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
シ
ラ
バ
ス
は
、学
習
目
標

や
使
用
教
材
、
進
度
な
ど
が
記
載
さ
れ
、

生
徒
が
自
分
で
学
習
を
進
め
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
様
式
を
見
直
し
、新
し
い
シ
ラ
バ
ス

に
は
、学
習
目
標
、
単
元
と
そ
の
内
容
に

加
え
て
、現
行
課
程
の
評
価
の
４
観
点
で

あ
る
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」「
思
考
・

判
断
」「
技
能
・
表
現
」「
知
識
・
理
解
」と

そ
の
趣
旨
、各
観
点
の
評
価
方
法
（
授
業

態
度
、課
題
提
出
、小
テ
ス
ト
な
ど
）を
明

記
。さ
ら
に
、19
年
度
か
ら
は
、「
興
譲
館

３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
」の
う
ち
、当
該
教
科
・
科
目
で

育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
を
示
し
た（
図

２
）。そ
の
よ
う
に
、資
質
・
能
力
ベ
ー
ス

の
教
育
目
標
と
学
習
評
価
の
観
点
・
方
法

を
見
え
る
化
し
た
こ
と
で
、生
徒
に
と
っ

て
は
学
習
改
善
、教
師
に
と
っ
て
は
授
業

改
善
に
生
か
せ
る
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。

　「
多
様
な
観
点
で
学
習
評
価
を
行
う
と

同
時
に
、
本
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
と
各
教
科
・
科
目
の
授
業
が
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
を
、
常
に
教

師
が
意
識
し
な
が
ら
授
業
を
行
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
生
徒
も
、
評
価
方
法
が
分

か
り
、
多
様
な
資
質
・
能
力
が
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。『
こ
の

科
目
は
、
発
表
が
重
視
さ
れ
る
』『
小
テ

ス
ト
も
気
が
抜
け
な
い
』
な
ど
と
、
学
習

に
取
り
組
む
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
石
黒
先
生
）

　
教
師
の
評
価
観
の
変
化
と
と
も
に
、評

価
方
法
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。例
え

ば
、Ｏ
Ｐ
Ｐ（
ワ
ン
・
ペ
ー
ジ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
）
は
、１
時
間
の
授
業
や
各
単
元
の

学
習
内
容
と
そ
の
理
解
度
、授
業
の
感
想

な
ど
を
記
入
す
る
プ
リ
ン
ト
だ
。日
々
の

授
業
に
お
い
て
、主
に「
関
心
・
意
欲
・
態

度
」を
評
価
す
る
た
め
に
運
用
し
て
い
る
。

　「
多
様
な
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る
た

め
に
は
、
生
徒
の
日
々
の
活
動
を
記
録
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
定
期
考
査
の
得
点

だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
何
を
考
え
、
授
業

に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
と

い
っ
た
点
も
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
、
先
生
方
の
評
価
観
の
転
換
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
多
様
な
評
価
方
法
を
導
入
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
石
黒
先
生
）

　
定
期
考
査
で
は
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
測
る
問
題
な
の
か
、
設
問
ご
と
に

評
価
の
観
点
を
示
す
教
科
・
科
目
が
増
え

て
い
る
。
知
識
の
定
着
度
の
み
を
見
て
い

た
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
も
、
多
様
な
資
質
・

能
力
を
測
る
ツ
ー
ル
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
教
師
の
意
識
改
革
を
促
す
上
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
１
学
期
の
中
間

考
査
を
多
様
な
評
価
方
法
で
多
面
的
な
評

価
を
行
う
「
１
学
期
中
間
評
価
期
間
」（
以

下
、
評
価
期
間
）
だ
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

以
外
の
評
価
方
法
を
開
発
・
浸
透
さ
せ
る

と
と
も
に
、
同
校
に
異
動
直
後
の
教
師
へ

の
多
面
的
な
評
価
の
普
及
も
兼
ね
て
設
定

し
た
。

　
実
施
期
間
は
７
日
間
で
、
通
常
の
定
期

考
査
と
同
様
に
、
期
間
中
の
部
活
動
は
休

止
と
し
て
い
る
。
同
期
間
の
授
業
中
は
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
や
口
頭
試
問
、

面
談
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、発
表
な
ど
、各

教
科
・
科
目
が
、
教
科
特
性
や
評
価
対
象

に
応
じ
た
評
価
方
法
を
選
ん
で
実
施
。
1

年
目
の
18
年
度
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を

実
施
し
た
教
科
・
科
目
が
目
立
っ
た
が
、

19
年
度
以
降
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
比

率
が
低
く
な
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス

ト
を
実
施
す
る
教
科
・
科
目
が
増
え
た
。

　
例
え
ば
、
英
語
科
で
は
、
以
前
か
ら
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
た
パ
フ
ォ
ー
マ

2020年度シラバス　１学年「物理基礎」図２

＊学校資料を基に編集部で作成。

観点別に評価の趣旨を明記

各観点の評価方法を明記

「興譲館３DOC」のうち、当該教科・
科目が育成を目指す資質・能力を明記

１
学
期
の
中
間
考
査
を
、

多
様
な
評
価
方
法
の
実
施
期
間
に

20 December  2020

0-01-J-22044-001 2020 年度VIEW21高校版 12月号 20頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
12/08
八木

再
念
校
12/10
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P18-21_view21koukou-12g.indd   20 2020/12/10   10:59



ン
ス
テ
ス
ト
を
導
入
。
評
価
期
間
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
を
行
う
時
間
を
確
保

で
き
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
１
学
期

以
外
の
中
間
考
査
や
期
末
考
査
で
も
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
実
施
で
き
る
方

法
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
各
教
科
・
科
目
が
様
々
に
工
夫
す
る

様
子
を
見
て
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
が

学
習
評
価
の
方
法
で
は
な
い
と
、
多
く
の

教
師
が
実
感
し
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て

も
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
以
外
の
方
法
で
自

分
の
力
を
示
す
機
会
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」（
石
黒
先
生
）

　
そ
の
一
方
で
、
多
面
的
な
評
価
は
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
と
、
柿
﨑
校
長
は
強
調
す
る
。

　「
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
、
知
識
の
定
着

の
確
認
に
は
適
し
た
評
価
方
法
で
す
。
教

師
が
長
年
を
か
け
て
研
究
し
、ノ
ウ
ハ
ウ

を
積
み
上
げ
て
き
た
評
価
方
法
で
あ
り
、

必
要
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、全
く

実
施
し
な
い
の
は
本
末
転
倒
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
、知
識
の
定

着
を
確
認
す
る
問
題
、思
考
の
過
程
を
見

る
問
題
と
い
っ
た
よ
う
に
、評
価
す
る
資

質
・
能
力
を
明
確
に
し
た
上
で
作
問
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　「
興
譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
」の
中
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
自
己
効
力
の
測
定
も
、
教

師
の
評
価
観
の
転
換
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
。

　
同
校
で
は
、
鈴
木
名
誉
教
授
が
開
発
し

た
自
己
効
力
測
定
尺
度
に
よ
る
評
価
を
、

同
名
誉
教
授
の
指
導
の
下
で
自
校
用
に
ア

レ
ン
ジ
し
、
６
月
と
11
月
に
実
施
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、「
統
制
感
」「
手
段
保
有

感
」「
社
会
的
関
係
性
」「
メ
タ
認
知
」
の

4
つ
の
尺
度
の
全
37
項
目
を
設
定
。
生
徒

は
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
４
段
階
で

自
己
評
価
し
、
質
問
群
ご
と
の
平
均
値
を

算
出
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
自
己

効
力
を
可
視
化
し
て
い
る
。
結
果
は
全
教

師
で
共
有
し
、
特
定
の
項
目
の
数
値
が
低

い
生
徒
や
、
全
体
的
に
数
値
が
下
が
っ
た

生
徒
に
は
、
教
師
が
面
談
や
声
か
け
を
行

う
な
ど
、
生
徒
指
導
に
活
用
し
て
い
る
。

　「
本
校
の
学
校
教
育
目
標
で
あ
る
自
己

効
力
の
到
達
状
況
が
可
視
化
さ
れ
た
こ
と

は
、『
興
譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
』
の
理
解
と
多

面
的
な
評
価
の
浸
透
に
つ
な
が
り
ま
し

た
」（
石
黒
先
生
）

　
一
連
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
教
師
の
評

価
に
対
す
る
意
識
は
大
き
く
変
化
。
明
確

な
根
拠
を
基
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
観
点
別
評
価
の
意
義
を
多
く

の
教
師
が
実
感
し
て
い
る
。

　
生
徒
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
学
習

意
欲
が
高
ま
り
、
授
業
中
の
質
問
が
増
え

て
い
る
。
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
自
分
を
見
つ
め
る
機
会
を
多
く
得
る
こ

と
が
で
き
た
」「
自
分
が
成
長
す
る
た
め

に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
確
認
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
、評
価
を
前
向
き
に
捉
え
る
姿

勢
が
う
か
が
え
た
。鈴
木
教
授
に
よ
る
と
、

自
己
効
力
測
定
尺
度
の
数
値
は
通
常
、
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
下
が
る
が
、
同
校

の
場
合
、
１
回
目
よ
り
２
回
目
の
方
が
数

値
が
上
が
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

　「『
生
徒
が
明
る
く
な
り
、
学
校
の
雰
囲

気
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
』
と
、
保
護
者
か

ら
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
行
事
や
課
外
活
動
、
進
路
選
択
な
ど

の
場
面
で
果
敢
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
増
え

て
い
る
の
も
、
大
き
な
変
化
で
す
。
そ
う

し
た
生
徒
の
変
容
を
感
じ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、教
師
は
観
点
別
評
価
に
意
義
を
感
じ
、

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」（
柿
﨑
校
長
）

　
観
点
別
評
価
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
評
価
は
本
来
、
期
間
を
設
け

て
一
斉
に
行
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
評
価
期
間
を
取
り
や
め
、
多
面
的
な

評
価
の
実
施
時
期
は
、
各
教
科
・
科
目
に

判
断
を
任
せ
る
こ
と
も
検
討
中
だ
。

　
今
後
の
課
題
は
、
教
科
外
活
動
と
「
興

譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
」を
関
連
さ
せ
る
こ
と
だ
。

学
校
行
事
や
課
外
活
動
な
ど
に
お
い
て
も

評
価
の
観
点
を
示
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
成

長
を
可
視
化
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　「
学
校
行
事
を
始
め
と
す
る
教
科
外
活

動
も
、
生
徒
の
大
き
な
成
長
の
機
会
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
の
た
め
の
活

動
か
、
各
活
動
の
目
的
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。『
興
譲
館
３
Ｄ
Ｏ
Ｃ
』

の
中
の
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
活

動
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
各
活
動

の
内
容
や
質
も
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を

生
徒
の
成
長
の
機
会
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
柿
﨑
校
長
）

　
引
き
続
き
、
評
価
方
法
の
多
様
性
を
追

求
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
だ
。

　「
本
校
の
観
点
別
評
価
は
、
以
前
か
ら

行
っ
て
き
た
評
価
方
法
を
観
点
別
に
振
り

分
け
た
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
新
し
い
評

価
方
法
の
開
発
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
生
徒
の
前
向
き

な
姿
勢
を
引
き
出
す
よ
う
な
評
価
方
法
を

見
い
だ
し
て
い
き
ま
す
」（
石
黒
先
生
）

評
価
は
自
分
を
見
つ
め
る
機
会

果
敢
に
挑
戦
す
る
生
徒
た
ち
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愛
知
県
立
豊
野
高
校
は
、
２
０
２
０
年

度
か
ら
、
主
体
的
な
学
習
姿
勢
の
育
成
を

目
指
し
、
模
擬
試
験
を
軸
と
す
る
学
習
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
生
徒
が
回
せ
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

教
師
は
、
各
過
程
に
お
い
て
生
徒
の
様
子

を
丁
寧
に
見
取
り
、
学
習
意
欲
の
向
上
に

つ
な
が
る
声
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ま
で
も
、
教
師
は
生
徒
の
希
望
進

路
の
実
現
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
た

が
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
指
導
に

は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
、
進
路
指
導
主

事
の
谷
口
明
正
先
生
は
、
課
題
意
識
を
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
宿
題
を
大
量
に
課
し
、
未
提
出
の
生

徒
は
放
課
後
に
残
し
て
取
り
組
ま
せ
る
指

導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
は
宿
題
を

こ
な
す
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、
内
容
の
理

解
は
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

学
力
は
な
か
な
か
向
上
せ
ず
、
生
徒
の
学

習
姿
勢
は
受
け
身
に
な
る
一
方
で
し
た
。

指
導
方
針
の
転
換
が
必
要
だ
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、
谷
口
先
生
は
、
進
路
指
導
の

３
年
間
の
流
れ
が
ひ
と
目
で
分
か
る
形

に
、
進
路
指
導
の
方
針
を
１
枚
の
紙
に
ま

と
め
た
。「『
生
徒
が
行
け
る
と
こ
ろ
を
探

す
進
路
選
択
』
で
は
な
く
、『
自
分
の
夢

か
ら
一
番
近
い
進
路
選
択
』
が
で
き
る
学

校
」
を
目
指
す
学
校
像
に
掲
げ
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
、
各
学
年
で
重
要
な
観
点
、

時
期
ご
と
に
重
点
を
置
く
べ
き
指
導
、
主

要
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
そ
れ
を
用
い
た
声
か

け
例
を
示
し
た
。
そ
れ
を
教
師
間
で
共
有

す
る
た
め
、
20
年
２
月
、
希
望
者
を
募
っ

て
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　「
若
手
を
中
心
に
約
30
人
の
教
師
が
集

ま
り
、
生
徒
を
何
と
か
伸
ば
し
た
い
と
い

う
意
欲
を
感
じ
ま
し
た
。
進
路
指
導
主
事

と
し
て
、
私
は
本
校
の
進
路
指
導
の
方
針

を
明
確
に
伝
え
切
れ
て
い
な
か
っ
た
と
反

省
し
ま
し
た
」（
谷
口
先
生
）

　
生
徒
の
学
習
姿
勢
の
改
善
の
軸
に
し
よ

う
と
着
目
し
た
の
が
、
模
擬
試
験
だ
。
各

学
年
で
複
数
回
実
施
し
て
い
た
が
、事
前
・

事
後
の
学
習
は
生
徒
に
任
せ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
模
擬
試
験
に
向
け
た
目

標
得
点
の
設
定
や
学
習
計
画
の
立
案
、
振

り
返
り
を
行
い
、
生
徒
が
学
習
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め

の
支
援
策
を
模
索
し
た
。

　「
本
校
の
卒
業
生
の
進
路
は
、
大
学
進

学
が
６
割
、
専
門
学
校
進
学
が
３
割
、
就

職
が
１
割
で
す
が
、
入
学
時
に
卒
業
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
持
つ
生
徒
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
自
身
の
将
来
を
見
い
だ
す
た

め
の
１
つ
の
基
準
と
な
る
『
学
力
』
に
向

き
合
わ
せ
、
将
来
を
見
据
え
て
、
学
習
に

取
り
組
む
姿
勢
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
」（
谷
口
先
生
）

　
６
月
中
旬
、
７
月
の
模
擬
試
験
に
向
け

模
擬
試
験
を
軸
と
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

構
築
し
、
プ
ロ
セ
ス
評
価
を
通
じ
て
学
習
意
欲
を
喚
起

愛
知
県
立
豊ゆ

た
か

野の

高
校

生
徒
に
主
体
的
な
学
習
姿
勢
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
、
愛
知
県
立
豊
野
高
校
は
、
模
擬
試
験
の
事
前
・
事
後
指
導
の
改
善
に

学
校
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
模
擬
試
験
の
評
価
を
学
習
改
善
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
可
視
化
。

そ
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
声
か
け
の
際
に
も
重
視
し
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

模
擬
試
験
の
活
用
を
見
直
し
、

主
体
的
な
学
習
姿
勢
を
育
む

学
習
状
況
を
自
己
分
析
し
、

模
擬
試
験
の
目
標
得
点
を
設
定

次につながる
学習評価
実践事例 2
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て
、
生
徒
が
自
身
の
目
標
得
点
の
設
定
と

学
習
計
画
の
立
案
に
取
り
組
む
事
前
指
導

を
行
っ
た
。
目
標
得
点
設
定
に
は
、「
合

格
ラ
イ
ン
」（
＊
）
を
活
用
。
ま
た
、
学

習
計
画
表
の
作
成
に
は
、
事
後
指
導
で
計

画
の
実
施
状
況
を
振
り
返
ら
せ
て
生
徒
の

メ
タ
認
知
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
、

教
師
が
模
擬
試
験
の
結
果
だ
け
で
な
く
、

学
習
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
い
た
声
か
け
を
で

き
る
よ
う
に
す
る
ね
ら
い
も
あ
っ
た
。
谷

口
先
生
は
、
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
評
価
す
る

意
義
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
面
談
で
、
模
擬
試
験
の
成
績
が
伸
び

悩
ん
で
い
た
生
徒
に
、『
今
ま
で
頑
張
っ

て
ま
と
め
て
き
た
ノ
ー
ト
や
取
り
組
ん
だ

プ
リ
ン
ト
を
持
っ
て
お
い
で
』と
声
を
か

け
る
と
、10
冊
以
上
の
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

き
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。そ
う
し
て
生
徒

の
努
力
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、教
科

担
当
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
、悲

痛
な
面
持
ち
だ
っ
た
生
徒
が
自
信
に
満
ち

溢
れ
た
顔
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。模
擬

試
験
の
結
果
だ
け
を
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
の
で
は
な
く
、学
習
プ
ロ
セ
ス
を
評

価
す
る
大
切
さ
を
実
感
し
た
こ
と
か
ら
、

生
徒
の
学
習
状
況
を
見
取
る
材
料
と
し
て

学
習
計
画
表
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」

　
１
年
次
の
事
前
指
導
で
は
、
国
語
・
数

学
・
英
語
の
各
教
科
担
当
が
模
擬
試
験
ま

で
に
す
べ
き
学
習
項
目
を
一
覧
化
し
た
プ

リ
ン
ト
を
配
布（
図
１
）。生
徒
は
、
各
学

習
項
目
を
３
段
階
で
自
己
分
析
し
た
上
で

学
習
計
画
を
立
て
た
。
受
験
後
は
、
自
己

採
点
と
、
改
め
て
各
学
習
項
目
を
事
後
評

価
し
、今
後
強
化
す
べ
き
分
野
を
挙
げ
て
、

次
の
模
擬
試
験
の
目
標
を
立
て
た
。
そ
の

一
連
の
活
動
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
学
習
プ

ロ
セ
ス
を
見
取
る
仕
組
み
が
で
き
た
と
、

１
学
年
主
任
の
平
野
大
地
先
生
は
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
に
と
っ
て
、『
教
師
に
見

守
ら
れ
て
い
る
』
と
い
う
実
感
を
持
て
る

こ
と
が
、
学
習
意
欲
の
喚
起
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
が
最
初
に
書
い
た
学
習

計
画
の
多
く
は
、
漠
然
と
し
た
内
容
だ
っ

た
た
め
、
対
策
が
必
要
な
分
野
や
取
り
組

む
べ
き
問
題
集
な
ど
を
具
体
的
に
書
け
る

よ
う
に
支
援
し
、
少
し
で
も
計
画
を
具
体

化
す
る
こ
と
が
で
き
た
生
徒
は
褒
め
よ
う

と
、学
年
団
で
目
線
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
」
＊　各大学に合格した生徒の進研模試における平均偏差値と平均得点。豊野高校では、同校から進学が想定される東海・中部地区の大学・学部をピックアップして、学問系統
別に目標得点を一覧化。それらを記載した進路便りを生徒に配布している。

１年生の「自己分析・学習計画表」図１

模擬試験の前に、学習事項の到達度を自己分析。受験後の自己採点を踏まえて、同じ項目について事後評
価を行い、その差異に注目させる。　＊学校資料をそのまま掲載。

自己分析を踏まえて、模擬試験
までの毎日の学習計画を立てる

次の模擬試験の目標得点を設定し、
その到達に向けた取り組みを記入

事前に到達度を自己分析

自己採点後に事後評価

１
学
年
担
任

足
立
祥
太
　

あ
だ
ち
・
し
ょ
う
た

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
数
学
科
。

１
学
年
主
任

平
野
大
地
　

ひ
ら
の
・
だ
い
ち

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
英
語
科
。

愛
知
県
立
豊
野
高
校

◎
校
訓
は
「
真
心
」。
学
校
教
育
目
標
を
「
社
会
を

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
人
間
」
と
し
、
そ
の
達
成
に

向
け
、
社
会
を
見
据
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
重
点

を
置
く
。「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
切
り
口
と
し
た
探
究
学
習
や
、
豊
田
市
や
地
元
企

業
と
連
携
し
た
社
会
人
と
生
徒
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
な
ど
を
行
っ
た
。

◎
設
立
　
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国

公
立
大
は
、
岐
阜
大
、
名
古
屋
工
業
大
、
公
立
鳥

取
環
境
大
に
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
京
理

科
大
、
愛
知
大
、
中
京
大
、
名
城
大
、
近
畿
大
な

ど
に
延
べ
３
４
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　https://yutakano-h.aichi-c.ed.jp

進
路
指
導
主
事

谷
口
明
正
　

た
に
ぐ
ち
・
あ
き
ま
さ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
数
学
科
。
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８
月
の
三
者
面
談
で
は
、
７
月
の
模
擬

試
験
の
自
己
分
析
を
踏
ま
え
た
、次
回
の

模
擬
試
験
に
向
け
て
の
目
標
と
学
習
計

画
を
、
生
徒
が
保
護
者
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
場
を
設
け
た
。教
師
と
保
護

者
は
、①
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
の
違
い
を
受

け
入
れ
て
楽
し
む
、②
生
徒
の
発
言
や
ア

ク
シ
ョ
ン
を
保
護
者
・
担
任
は
支
援
す
る
、

③
失
敗
を
歓
迎
す
る
、
④
全
体
を
否
定
し

な
い（
否
定
は
代
替
案
と
セ
ッ
ト
で
）、
⑤

伝
え
る
こ
と
を
諦
め
な
い
と
い
う
ル
ー
ル

を
あ
ら
か
じ
め
共
有
し
、生
徒
が
「
発
表

し
て
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
配
慮
し
た
。１
学
年
担
任
の
足あ

立だ
ち

祥
太
先
生
は
、そ
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

　「
今
回
の
模
擬
試
験
の
結
果
が
芳
し
く

な
か
っ
た
生
徒
で
も
、
次
回
に
向
け
た
自

分
な
り
の
決
意
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ

を
実
行
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
湧
い
て
く

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
に
と
っ
て

も
子
ど
も
の
思
い
を
知
る
場
と
な
り
、
家

庭
も
含
め
て
生
徒
を
支
援
す
る
雰
囲
気
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
２
年
生
で
は
、
７
月
の
模
擬
試
験
の
成

績
表
を
返
却
す
る
際
に
、
事
後
指
導
を
実

施
。
事
前
学
習
や
自
己
採
点
、
成
績
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
て
次
の
模
擬
試
験
の
目
標

点
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
学
習

内
容
を
具
体
化
す
る
活
動
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
学
年
団
か
ら
進
路
指
導
部
に
、

各
教
科
担
当
に
よ
る
模
擬
試
験
の
振
り
返

り
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
を
生
徒
に
向
け
て

行
い
た
い
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

　「
各
教
科
担
当
が
生
徒
の
弱
点
を
踏
ま

え
た
振
り
返
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た

プ
リ
ン
ト（
図
２
）
を
生
徒
に
配
布
し
ま

し
た
。自
分
た
ち
を
よ
く
知
る
教
師
か
ら

の
指
摘
を
、生
徒
は
自
分
事
と
し
て
受
け

止
め
て
い
ま
し
た
。一
方
、学
年
団
は
、自

分
た
ち
が
提
案
し
た
と
い
う
当
事
者
意
識

か
ら
、意
欲
的
に
事
後
指
導
に
取
り
組
み

ま
し
た
。学
年
団
か
ら
新
た
な
提
案
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
、学
校
と
し
て
の
組
織
力

の
向
上
を
感
じ
ま
す
」（
谷
口
先
生
）

　
な
お
、
学
年
会
で
は
、
各
教
科
担
当
か

ら
模
擬
試
験
の
結
果
分
析
と
今
後
の
指
導

方
針
を
説
明
。
担
任
が
担
当
外
の
教
科
の

状
況
に
つ
い
て
も
把
握
し
、
生
徒
に
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
一
連
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、生
徒
一

人
ひ
と
り
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
見
取
り
や

す
く
な
っ
た
こ
と
で
、模
擬
試
験
の
個
人

成
績
表
を
生
徒
が
振
り
返
る
際
に
も
、教

師
は
学
習
姿
勢
の
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う

な
声
か
け
を
行
い
や
す
く
な
っ
た（
図
３
）。

　
例
え
ば
、
国
語
が
得
点
で
き
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
語
の
各
分
野
の

自
己
評
価
が
高
か
っ
た
生
徒
が
い
た
。
そ

の
矛
盾
を
担
任
が
指
摘
す
る
と
、
生
徒
は

初
め
て
現
実
と
自
己
評
価
の
ず
れ
に
気
づ

き
、
学
習
の
見
直
し
に
つ
な
が
っ
た
。
的

確
な
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
以
前

か
ら
生
徒
が
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
で
き

る
よ
う
意
識
し
た
面
談
を
し
て
き
た
と
い

う
足
立
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
面
談
で
は
、『
な
ぜ
、そ
の
結
果
に
な
っ

た
の
か
』
と
生
徒
に
問
い
か
け
、
自
身
の

言
葉
で
そ
の
原
因
を
語
ら
せ
、結
果
に
至

る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
生
徒
と
共
有
し
て

い
ま
す
。そ
こ
か
ら
継
続
す
べ
き
学
習
行

動
と
改
善
す
べ
き
学
習
行
動
を
見
い
だ
せ

る
よ
う
に
、さ
ら
に
生
徒
自
身
に
考
え
さ

せ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
」

　
谷
口
先
生
は
、「
は
い
・
い
い
え
」
で

答
え
ら
れ
る
よ
う
な
質
問
は
避
け
、ま
た
、

信
頼
関
係
が
ま
だ
構
築
で
き
て
い
な
い
生

徒
に
は
、「
な
ぜ
」
と
問
い
か
け
す
ぎ
な

い
よ
う
に
留
意
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
生

模擬試験の成績表返却時に行った振り返りプリント図２

＊学校資料を基に編集部で作成。

各教科の振り返りのポイントを
教科担当が作成して記載

目標点を再確認し、志望校の「合格ライン」と比較

次の模擬試験の目標得点と
その達成に向けた学習内容を記入

努
力
も
課
題
も
見
え
や
す
く
な
り

声
か
け
の
内
容
が
多
様
に

保
護
者
の
協
力
の
下
、生
徒
を
支
援

す
る
雰
囲
気
を
三
者
面
談
で
醸
成
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徒
が
発
言
す
る
ま
で
待
つ
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
る
と
言
う
。

　「
苦
手
分
野
を
聞
い
て
も
、
生
徒
が
な

か
な
か
答
え
な
い
か
ら
教
師
が
指
摘
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
の
顔
を
見
て
、

考
え
て
い
る
様
子
が
分
か
っ
た
ら
、
私
は

生
徒
か
ら
言
葉
が
出
る
ま
で
待
ち
ま
す
。

生
徒
か
ら
言
葉
と
し
て
苦
手
分
野
が
出
て

き
た
ら
、『
家
に
帰
っ
た
ら
１
問
で
も
や
っ

て
み
よ
う
か
』
と
声
を
か
け
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
生
徒
が
実
際
に
取
り
組
ん
で
き

た
ら
す
ぐ
に
褒
め
る
。
こ
れ
か
ら
の
教
師

に
は
、
そ
う
し
た
コ
ー
チ
ン
グ
の
姿
勢
が

求
め
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
プ
ロ
セ
ス
を
認
め
、
生
徒
と
の
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
は
入
試
に
も
つ
な
が
る

と
、
平
野
先
生
は
実
感
し
て
い
る
。

　「
志
望
校
の
最
初
の
入
試
日
程
で
不
合

格
と
な
り
落
ち
込
ん
で
い
た
生
徒
に
、
そ

れ
ま
で
の
模
擬
試
験
の
成
績
が
徐
々
に
上

が
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、『
努
力
し

て
結
果
も
出
て
い
る
の
だ
か
ら
、最
後
ま

で
頑
張
り
抜
く
こ
と
が
大
事
だ
』と
い
っ

た
言
葉
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
、

そ
の
生
徒
は
、
次
の
日
程
で
合
格
し
ま
し

た
。入
試
直
前
に
だ
け
そ
の
よ
う
な
声
か

け
を
し
て
も
効
果
は
薄
く
、
大
事
な
の
は

低
学
年
か
ら
の
日
頃
の
声
か
け
で
す
」　

　
今
後
は
、
生
徒
の
学
習
方
法
や
答
案
の

中
か
ら
よ
い
例
を
掲
示
し
、
生
徒
間
で
共

有
す
る
な
ど
、
生
徒
同
士
が
刺
激
を
与
え

合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
も
検
討
中
だ
。

　「
模
擬
試
験
の
振
り
返
り
で
は
、
そ
れ

ま
で
の
本
校
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
生

徒
同
士
が
答
案
を
見
せ
合
っ
て
、
記
述
式

の
問
題
に
つ
い
て
話
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
一
連
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
誰
に

も
見
せ
た
く
な
い
は
ず
の
模
擬
試
験
の
結

果
が
、自
分
が
成
長
す
る
た
め
の
材
料
に

変
わ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
様
子
を
見
て
、

本
校
の
生
徒
も
切
磋
琢
磨
し
て
伸
び
て
い

け
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
生
徒
に
任
せ
れ

ば
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

が
糧
と
な
り
、
そ
の
後
の
学
習
姿
勢
に
よ

い
影
響
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
谷

口
先
生
）　

　
生
徒
の
変
容
を
受
け
て
、
同
校
の
教
師

た
ち
も
指
導
改
善
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ

て
い
る
。
授
業
の
最
後
に
振
り
返
り
を
行

い
、
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
返
却
す
る
取
り

組
み
を
始
め
た
教
師
も
い
る
。
振
り
返
り

を
生
徒
の
成
長
の
機
会
と
捉
え
、
そ
こ
で

行
わ
れ
て
い
る
評
価
の
工
夫
を
校
内
で
共

有
し
、
さ
ら
な
る
指
導
改
善
の
活
性
化
を

図
る
の
が
自
分
の
役
目
だ
と
、
谷
口
先
生

は
語
る
。

　「
生
徒
は
様
々
な
評
価
を
受
け
ま
す
が
、

そ
れ
を
学
習
行
動
の
改
善
に
生
か
せ
る
よ

う
な
教
師
の
支
援
が
必
要
で
す
。
振
り
返

り
の
際
に
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
の
記

録
は
、
自
身
の
成
長
に
気
づ
く
重
要
な
材

料
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
生
徒
の
努
力

を
見
取
り
、
声
か
け
を
行
う
と
、『
実
は
、

こ
ん
な
学
習
を
し
て
い
ま
す
』
と
自
信
が

な
さ
そ
う
に
話
し
て
く
れ
る
生
徒
も
い
ま

す
。そ
う
し
た
小
さ
な
声
も
丁
寧
に
拾
い
、

生
徒
の
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
機
運
を
さ

ら
に
校
内
で
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」

模擬試験の成績表を活用した生徒への声かけの具体例図３

＊「効果的な声かけ」は、「１年生　ベネッセ総合学力テスト　個人成績表」（見本）を用いて、豊野高校の教師が行っ
ている例を記載。

苦手教科は生徒自身が十分認識
している。「国語が苦手だね」と
いうような、「はい」としか答え
られないことに言及するのは、生
徒の学習意欲を削ぐ。

得点の推移を見て、上がっていれ
ば、「ほかの生徒にも教えたいか
ら、どんな勉強をしているのかを
教えて」というように努力を認め
る。一方、下がっている場合には、
「これまでよかった教科の成績が
下がってしまうほど、別の教科に
集中して取り組んでいたの？」とい
うように、生徒自身が学習状況を
振り返られるような声かけをする。

生徒が弱点分野を認識している
かを確認。「これまでの勉強法を
確認しよう」と、学習計画表を基
に学習プロセスを振り返るように
促す。さらに、今後どう改善する
のかを掘り下げて聞き、「家に帰っ
たら１問でも取り組んでみよう
か」などと、具体的な行動に導く。

•効果的な声かけ
•生徒の学習意欲を削ぐ声かけ

生
徒
の
変
容
を
受
け
て

指
導
改
善
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
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本
誌
は
、
特
集
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

自
校
の
教
師
が
教
育
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
語
り
合
う
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。
11
月
25
日

に
行
わ
れ
た
第
２
回
も
、
特
集
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
自
校
の
教
師
同
士
で
語
り
合

い
、
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
10
月
号
は
、P.

　

32
〜
33
に
収
録
）

を
使
っ
て
対
話
が
展
開
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、「
①
　

私
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
」
と
「
②
　

①
の
資
質
・
能
力
を
育

む
、
私
が
考
え
る
『
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
』」
の
２
点
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
自
校
の
教
師
同
士
で
語
り
合
い
、
そ

こ
で
の
気
づ
き
や
疑
問
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上

の
シ
ー
ト
に
書
き
込
ん
だ
。
参
加
者
か
ら

は
、「
深
い
学
び
と
は
ど
の
よ
う
な
学
び

か
」「
受
験
勉
強
は
主
体
的
な
学
び
と
言

え
る
の
か
」
と
い
っ
た
率
直
な
疑
問
が
提

示
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
、

今
回
の
講
師
で
あ
る
國
學
院
大
學
・
田
村

学
教
授
が
、「
知
識
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
、

駆
動
す
る
状
態
、
自
由
に
使
い
こ
な
せ
る

状
態
に
向
か
う
学
び
が
深
い
学
び
で
す
」

「
受
験
勉
強
で
各
教
科
の
面
白
さ
に
気
づ

き
、
入
試
を
経
た
後
も
そ
の
学
び
が
続
け

ば
、
主
体
的
な
学
び
と
言
え
ま
す
」
な
ど

と
丁
寧
に
回
答
し
な
が
ら
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
た
め
の
助
言
を
行
っ
た
。そ
し
て
、

田
村
教
授
は
、「
身
に
つ
け
た
知
識
が
未

知
の
状
況
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
る
体
験

を
さ
せ
る
こ
と
で
、
知
識
は
は
が
れ
落
ち

に
く
く
な
り
ま
す
。
習
得
と
探
究
は
二
項

対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
」
と

強
調
し
、「
専
門
性
の
高
い
高
校
教
師
は
、

深
い
学
び
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

力
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
参
加

写真　「主体的・対
話的で深い学び」に
ついて、学校現場で
の事例を挙げながら
解説する田村教授。
田村教授は、「今、
学校という社会資本
の価値が問われてい
る。学校には『未来
社会を創造する主体
は自分だ』という自
覚を生徒に育む教育
が求められている」
と語った。

自校の教師同士の対話を通じて、 
「主体的・対話的で深い学び」を考える
新学習指導要領の実施まで２年を切った今、自校の教育の「これから」について、教師同士がそれぞれの考えや
思いを率直に語り合う場が求められている。そこで、VIEW21編集部は、自校の教師同士で自校の教育の「これ
から」について考え、語り合うオンライン・ワークショップを企画。その第２回を11月25日に実施した。

第２回リポート 

オンライン・ワークショップ

現
場
の
率
直
な
疑
問
に

講
師
が
答
え
な
が
ら
対
話
を
展
開

日時	 2020	年11月25	日（水）
	 15	時	30	分	～	17	時	30	分

形式	 オンライン（ライブ配信）

テーマ	 「主体的・対話的で深い学び」

第２回オンライン・ワークショップ
の概要

主な内容
❶VIEW21編集部による本誌10月号の特集記事についての解説
❷本誌10月号の特集の末尾に掲載のワークシート（P.32～33）を活用した、校内での対話
　　「①　私が育成を目指す資質・能力」「②　①の資質・能力を育む、私が考える『主
体的・対話的で深い学び』」の２点について、それぞれ自校の教師同士で語り合い、
そこでの気づきや疑問をオンライン上のシートに書き込むことで、参加校がお互い
の状況や課題を共有。講師の國學院大學・田村学教授が参加者の疑問に回答・
助言を行った上で、「主体的	・	対話的で深い学び」について解説した。

８月号より発刊ごとに開催

26 December  2020
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た
。

　
自
校
の
教
師
同
士
の
対
話
を
通
じ
て
特

集
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
考
え
を
深
め
る
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
次
回
の

テ
ー
マ
は
、「
学
習
評
価
」
だ
。
新
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
く
学
習
評
価
の
実
施
に

向
け
て
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
。

者
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
第
１
回
に
引
き
続
き
参
加
し
た
石
川

県
・
私
立
星
稜
中
学
校
・
高
校
の
教
師
は
、

「
田
村
教
授
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
同
僚

と
話
し
合
う
中
で
、『
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
』
の
各
学
び
が
相
互
に
つ
な

が
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
た
」
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得
た
成
果
を
語
っ

新学習指導要領では、学習評価（以下、評価）を生徒の学習改善や教師の指導改善につ
ながるものにしていくよう、その改善が求められていますが、生徒が評価を次の学習に向か
うためのものとして受け止められるかどうかに影響を与える要因の１つと思われるのが、評
価を伝える際の教師からの「声かけ」です。そこで、本ワークショップでは、模擬試験を軸
とした学習のＰＤＣＡサイクルを構築する取り組みを自校で牽引している、愛知県立豊

ゆたか

野
の

高校
（本号 P.22 〜 25）の谷口明正先生を講師に招き、模擬試験の結果返却時の声かけ例など
をご紹介いただきながら、谷口先生と編集部のファシリテーションの下、自校の教師同士で、

「次につながる学習評価」について考え、語り合うオンライン・ワークショップを開催します。

講師・ファシリテーター ワークショップの主な内容

愛知県立
豊
ゆたか

野
の

高校
進路指導主事

谷口明正
◎教職歴14 年。同校に赴任して10 年目。
数学科。主体的な学習姿勢の育成を目指
し、模擬試験を軸とする学習のＰＤＣＡ
サイクルを生徒が回せるようになるため
の支援として、「自己分析・学習計画表」

「模擬試験の振り返り」などの全校一丸
の取り組みを牽引している。

❶12月号の特集について解説
12 月号の特集について、谷口先生と編集部が解説

❷自校の教師同士で対話
谷口先生と編集部のファシリテーションの下、本号 P. 28 〜
29 掲載のワークシートを用いた、自校の教師同士による対
話を通じて、「次につながる学習評価」と、その実現に向け
て取り組むべきことについて考える

❸質疑応答、議論内容共有
記事についての質疑応答と、各校の対話の内容の共有を行う

本号 P.28〜29のワークシートを用いながら、
自校の教師同士の対話を通じて、自校の教育の「これから」を考えます

本号 P.28〜29のワークシートにお取り組みの上、
自校の先生方と一緒に（２人以上）ご参加ください

自校の教師同士の
対話を通じて、
「次につながる学習評価」を考える

PRESENTS

日時
2021 年 2 月9 日（火）15時  〜 17 時
＊14 時 40分からベネッセ教育情報センターによる新学習指導要領に関する情報提供を予
定しています。

形式 オンライン（ライブ配信）　申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します

参加申し込み
方法・締め切り

QRコード、またはURLから登録してください
参加申し込みは 2021 年 2 月４日（木）まで
https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/we9d5f65f8/form.php

参加費 無料

イベントのご案内

第3回オンライン・ワークショップ 2021年
2月9日（火）
オンラインで
開催！
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次の学習に向かわせる言語での支援

小さな成功を見逃さずに褒める

具体的な内容を褒める

結果だけでなくプロセスも褒める

「他の生徒」と比較せず、「過去の当該生徒」
と比較して褒める

テ
ー
マ

生
徒
を
次
の
学
習
に
向
か
わ
せ
る
、学
習
評
価
時
の
声
か
け

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、学
習
評
価
（
以
下
、評
価
）を
、生
徒
の
学
習
改
善
や
教
師
の
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、生
徒
の
評
価
の
受
け
止
め
方
を
左
右
す
る
の
が
、評
価
を
伝
え
る
際
の
教
師
か
ら
の
「
声
か
け
」
だ
。
生
徒
を
次
の
学
習
に
向
か
わ
せ
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
声
か
け
な
の
か
、自
校
の
教
師
と
と
も
に
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
考
え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

『VIEW21』高校版
2020 年12 月号特集

NEXTを
語り合う
ワークシート

生徒の

教師の
自校の 社会の

本ワークシートを複写、またはダウンロードし、
各自が、下記①を記入した上で集まる。教師

役と生徒役に分かれ、教師役は①で記入した声かけを実際に行い、生徒役か
らもらった助言を②に記入する。次に、教師役と生徒役を交替し、同様のこと
を行う（自分が助言したことも②に記入）。そして、②で記入した内容を踏まえて、
実際に生徒に評価を伝える際の声かけや心がけたいことなどを③に記入する。

ワークシートの使い方

でご覧ください。

近
々
、
生
徒
に
評
価
を
伝
え
る
機
会
（
通
知
表
や
定
期
考
査
の
結
果
、
模
擬
試
験
の
結
果
の
返
却
な
ど
）
を
１
つ
選
び
、
自
分
が

手
厚
く
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
生
徒
を
１
人
思
い
浮
か
べ
る
。
そ
し
て
、
下
の
「
次
の
学
習
に
向
か
わ
せ
る
言
語

で
の
支
援
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
の
生
徒
を
次
の
学
習
に
向
か
わ
せ
る
声
か
け
を
考
え
、
記
入
す
る
。

● 

評
価
を
伝
え
る
機
会

● 

思
い
浮
か
べ
た
生
徒
の
特
徴

1
● 

評
価
を
伝
え
る
際
の
声
か
け

【
例
】
模
擬
試
験
の
結
果
の
返
却

28 December  2020
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生徒を次の学習に向かわせる声かけは、面談はもちろん、授業やホームルームといった学校生
活の様々な場面で、教師によって日常的に行われています。声かけには、その人の個性が表れ
ますから、同僚とは言え、「あなたの声かけは、ここを改善した方がよい」といったアドバイス

を受け入れてもらえるかが心配で、踏み込んで助言しにくい場合もあるでしょう。話し合いに先立ち、ファシリテーター役
の先生が、「どんなによい声かけだったとしても、さらによくすることはできるはずですから、必ず１つは改善のヒントを助
言するようにしましょう」と、他者の声かけにアドバイスをするのはその場のルールであることを宣言してもよいでしょう。

ファシリテーター役の
先生へ　　

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME→教育情報→高校向け」

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ご
案
内

● 

自
分
の
声
か
け
に
対
す
る
ほ
か
の
教
師
か
ら
の
助
言

● 

ほ
か
の
教
師
の
声
か
け
に
対
し
て
自
分
が
行
っ
た
助
言

●２  

で
記
入
し
た
、
ほ
か
の
教
師
か
ら
の
助
言
や
自
分
が
行
っ
た
助
言
を
踏
ま
え
て
、
実
際
に
生
徒
に
評
価
を
伝
え
る
際
の
声
か
け

や
そ
の
時
に
心
が
け
た
い
こ
と
な
ど
を
記
入
す
る
。

ほ
か
の
教
師
に
生
徒
役
に
な
っ
て
も
ら
い
、
●１ 

で
記
入
し
た
声
か
け
を
実
際
に
行
う
。
●１ 

の
「
次
の
学
習
に
向
か
わ
せ
る
言
語
で

の
支
援
」
を
参
考
に
、
生
徒
役
の
教
師
か
ら
、
よ
か
っ
た
点
や
改
善
し
た
方
が
よ
い
点
に
つ
い
て
助
言
を
も
ら
い
、
そ
れ
を
上
段

に
記
入
す
る
。
同
様
に
、
自
分
も
ほ
か
の
教
師
の
声
か
け
を
生
徒
に
な
っ
た
つ
も
り
で
聞
き
、
よ
か
っ
た
点
や
改
善
し
た
方
が
よ

い
点
を
下
段
に
記
入
し
、
助
言
す
る
。

3 2

本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
自
校
の
教
師
同
士
に
よ
る
対
話
を
通
じ
て
、
教
育
の
「
こ
れ
か
ら
」
を

考
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
P.

　

27
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

29  December  2020

特集 次につながる学習評価
教育の「これから」を考えるシ リ ー ズ ２
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２
０
２
０
年
度
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
）
の
指

定
を
受
け
た
北
海
道
函
館
中
部
高
校
は
、

今
、
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。

　
18
年
度
、
社
会
状
況
の
変
化
や
大
学
入

試
改
革
、新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
、自
校
が
目
指
す
教
育
の
方
向
性

を
打
ち
出
そ
う
と
、田
尻
勝
敏
前
校
長
の

下
、「
白は

く

楊よ
う

魂こ
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
策
定
に
着
手
し
た
。
進
路
部
長
や
教
務

部
長
、有
志
の
教
師
に
よ
っ
て
、学
校
の

未
来
を
考
え
る
委
員
会「
Ｋ
Ｆ
Ｃ（
函
中

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
コ
ミ
ッ
テ
ィ
）」
を
設
置
。

教
育
の
質
の
保
証
と
向
上
を
目
指
し
、
ま

ず
、目
指
す
生
徒
像
の
検
討
か
ら
始
め
た
。

　
Ｋ
Ｆ
Ｃ
は
、18
年
度
の
夏
、全
教
師
が
参

加
し
て
学
校
の
方
向
性
を
定
め
る
研
修
会

を
実
施
。担
当
教
科
・
科
目
や
年
代
が
多

様
な
５
～
６
人
ず
つ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
成

る
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、学
校
教
育
目
標

の「
高
い
志
を
持
ち
、次
代
を
創
造
す
る
人

間
の
育
成
」の
達
成
に
向
け
て
、育
成
し
た

い
生
徒
像
と
、そ
う
し
た
生
徒
が
備
え
る

べ
き
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
当
時
Ｋ
Ｆ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
現
総

務
部
長
の
弦つ

る

木き

裕ひ
ろ
し

先
生
は
、
研
修
会
の
様

子
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
普
段
は
自
分
の
思
い
を
吐
露
す
る
よ

う
な
教
師
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
音
で
語
り
合
う
場
を
設
け
る
と
、『
自

分
で
未
来
を
切
り
拓
く
、
視
野
の
広
い
生

徒
を
育
て
た
い
』『
も
っ
と
深
く
考
え
さ

せ
る
授
業
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
』
な
ど

と
、
育
成
し
た
い
生
徒
像
や
理
想
の
教
育

の
あ
り
方
に
つ
な
が
る
根
本
的
な
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
の
合
格

者
数
な
ど
の
短
期
的
な
目
標
に
と
ら
わ
れ

る
教
師
は
、
１
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
研
修
会
は
２
回
実
施
し
、
出
さ
れ
た
意

見
や
情
報
を
Ｋ
Ｊ
法
な
ど
を
用
い
て
整
理

し
、後
日
、そ
れ
ら
を
Ｋ
Ｆ
Ｃ
が
集
約
。「
育

成
し
た
い
生
徒
像
」
を
明
文
化
し
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
で
あ
る
「
函
中
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
、「
傾
聴
力・思
考
力・

協
働
力
・
先
見
力
」
の
４
つ
と
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
を
育
成
す
る
教
育
活
動
と

し
て
教
科
指
導
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
生
徒

指
導
、
特
別
活
動
な
ど
を
位
置
づ
け
、
同

校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
「
白
楊
魂
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
を
形
に
し
た
（
図
１
）。

　
次
に
行
っ
た
の
は
、「
函
中
コ
ン
ピ
テ

＊　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。

育成したい生徒像から
コンピテンシーを設定し、

教科を超えた指導体制を構築
北海道函館中部高校

◎函館尋常中学校として設立。「函中スピリット」
として「白

はくようこん

楊魂」を掲げる。北海道教育委員会
「医進類型指定校」。2020 年度から、文部科学
省「スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）」
指定校。22年度に理数科を設置予定。
◎設立　1895（明治28）年
◎形態　全日制・定時制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 240人（全日制）
◎2020年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、旭川医科大、北海道教育大、
北海道大、東北大、筑波大、一橋大、京都大、公立はこだて未来大、札幌医科大
などに137人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京理科大、明治大、早稲田大、
同志社大、関西学院大などに延べ167人が合格。
◎URL　http://www.kanchu.hokkaido-c.ed.jp/zennichi/index.html

今回

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

学
校
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

「
最
低
限
保
証
す
る
学
習
内
容
」

を
単
元
ご
と
に
明
文
化

カリキュラム・
マネジメント
を通じて実現

学校教育
目標

授業・
指導改善

評価・検証
授業・
指導実践

カリキュラム・
指導計画今回

今回

30 December  2020
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校
全
体
で
共
有
し
、
各
教
科
の
相
談
に
乗

る
こ
と
で
、「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の

策
定
に
役
立
て
、19
年
３
月
に
は
全
教
科・

科
目
分
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
特
徴
は
、
具

体
的
な
記
述
に
あ
る
。例
え
ば
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
」で
は
、「
ペ
ア
で

２
分
間
程
度
、Follow

-up Q
uestion

を

用
い
て
会
話
を
継
続
で
き
る
」（
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
）、「
入
試
を
想
定
し
、
理
由
も
つ

け
て
１
０
０
ワ
ー
ド
程
度
で
書
く
」（
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
単
元

ご
と
に
４
技
能
の
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
度

を
、
活
動
内
容
や
到
達
す
べ
き
数
値
目
標

と
と
も
に
明
文
化
し
た
。

　「
物
理
基
礎
」
で
は
、「
ア
ル
キ
メ
デ
ス

の
原
理
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
」（
運
動

の
法
則
）、「v

＝fλ

及
びf

＝1/T

の

公
式
を
導
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
用

い
て
簡
単
な
計
算
が
で
き
る
」（
波
の
性

質
）
な
ど
、
語
尾
を
「
で
き
る
」
に
統
一

し
、
最
低
限
の
到
達
度
を
明
確
化
し
た
。

　
そ
し
て
、19
年
度
は
、Ｋ
Ｆ
Ｃ
を
中
心
に
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る

た
め
の「
函
中
コ
モ
ン
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」

を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
臨
時

休
業
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
準
備
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
施
行
は
延
期
さ
れ
、
現
在
、
佐
竹
卓た

か
し

校
長
の
下
、
運
用
に
向
け
た
最
終
調
整
を

進
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
主
幹
教
諭

の
白
鳥
宏
之
先
生

は
、
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「
現
在
は
、
授

業
や
学
校
行
事
な

ど
に
お
い
て
、『
函

中
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
』
が
ど
れ
だ

け
達
成
で
き
て
い

る
か
を
測
る
指
標

と
し
て
、『
函
中

コ
モ
ン
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
』
を
ど
の

よ
う
に
運
用
す
る

か
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
」

ン
シ
ー
」
の
育
成
を
踏
ま
え
た
各
教
科
・

科
目
の
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
だ
。
従
来
の
シ

ラ
バ
ス
に
は
、
教
科
・
科
目
の
目
標
と
学

習
内
容
、評
価
方
法
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
改
訂
し
た
新
し
い
シ
ラ
バ
ス
に

は
、
指
導
計
画
や
単
元
ご
と
に
最
低
限
保

証
す
る
学
習
内
容
を
「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
と
し
て
示
し
た
（
Ｐ
．32
図
２
）。

　
英
語
科
で
は
、
数
年
前
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
到
達
目
標
、
評
価
方
法
を
、

教
師
だ
け
で
な
く
、
生
徒
と
も
共
有
し
て

い
た
。「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
策
定

に
お
い
て
は
、
到
達
目
標
の
設
定
と
そ
の

共
有
の
重
要
性
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

に
基
づ
い
た
授
業
改
善
の
進
め
方
な
ど
、

英
語
科
が
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

北海道函館中部高校グランドデザイン「白楊魂チャレンジ」図1

＊学校資料をそのまま掲載。

１
学
年
主
任

関
崎
淳
二

せ
き
ざ
き
・
じ
ゅ
ん
じ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

総
務
部
長

弦
木
　

裕

つ
る
き
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
英
語
科
。

主
幹
教
諭

白
鳥
宏
之

し
ら
と
り
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

16
年
目
。
英
語
科
。
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育
成
し
た
い
生
徒
像
や
資
質
・
能
力
の

共
通
認
識
が
教
師
間
で
図
ら
れ
た
こ
と
で

活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
、
教
科
・
科
目
を
横
断
し
た
コ
ラ

ボ
授
業
だ
。

　
こ
こ
数
年
、
英
語
科
で
は
、
他
教
科
・

科
目
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
。
例
え
ば
、
公
民
科
と
の
コ
ラ
ボ

授
業
で
は
、
政
治
・
経
済
の
授
業
で
社
会

課
題
を
テ
ー
マ
に
調
べ
学
習
を
行
い
、
英

定
公
園
で
の
環
境
調
査
で
は
、
事
前
学
習

に
お
い
て
、
化
学
や
生
物
に
加
え
、
地
理

や
英
語
、
家
庭
科
な
ど
で
も
調
査
に
向
け

た
授
業
を
行
っ
た
。
生
物
で
は
、
公
園
内

の
動
植
物
の
生
態
系
と
大
沼
の
水
質
に
つ

い
て
の
調
べ
学
習
を
実
施
。
英
語
で
は
、

公
園
の
自
然
・
観
光
・
食
物
・
歴
史
・
地

形
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
調

べ
学
習
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
英
文
で
ポ

ス
タ
ー
に
ま
と
め
、
体
育
館
で
発
表
会
を

実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
地
理
で
は
、
大
沼

が
作
ら
れ
る
要
因
と
な
っ
た
駒
ヶ
岳
の
噴

火
の
経
緯
を
学
ぶ
な
ど
、
教
科
・
科
目
を

超
え
て
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
推
進
し
た
。

　
１
学
年
主
任
と
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
主
導
す

る
関
崎
淳
二
先
生
は
、
教
科
連
携
の
効
果

を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
よ
っ
て
、
教
科
横
断
で
教

育
活
動
を
進
め
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
こ
こ
数
年
間
進
め
て
き
た
教
科
間
の

連
携
が
加
速
し
ま
し
た
。
育
成
し
た
い
資

質
・
能
力
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

各
教
師
が
そ
の
育
成
に
向
け
て
役
割
を
担

い
、
協
力
し
て
教
科
横
断
型
授
業
を
作
る

こ
と
で
相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
答

え
が
１
つ
と
は
限
ら
な
い
問
題
の
探
究

は
、
特
定
の
教
科
・
科
目
の
授
業
だ
け
で

完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
多
く

の
教
師
が
実
感
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

語
の
授
業
で
は
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
て

英
語
で
発
表
。
さ
ら
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の

発
表
を
基
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施

し
た
。
そ
の
よ
う
に
生
徒
の
考
え
を
深
め

て
か
ら
、
公
民
科
の
政
治
・
経
済
の
授
業

に
戻
っ
た
（
図
３
）。

　
全
10
時
間
の
最
後
に
は
、
生
徒
に
振
り

返
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。「
教
科
の

枠
を
超
え
た
授
業
に
意
義
が
あ
る
」
と
い

う
項
目
の
肯
定
率
は
、
約
９
割
に
も
上
っ

た
。
授
業
を
担
当
し
た
教
師
の
振
り
返
り

で
は
、「
担
当
者
間
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
た
」
と
い
う
総
括
が
あ
っ
た
一

方
で
、「
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、

生
徒
が
理
解
し
た
内
容
や
ポ
イ
ン
ト
を
日

本
語
で
語
っ
た
り
、
書
い
た
り
す
る
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
」
と

い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
英
語
の
「
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
」

を
扱
う
単
元
で
は
、
化
学
と
の
コ
ラ
ボ
授

業
を
行
っ
た
。
油
の
再
利
用
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
実
験
動
画
を
化
学
の
教
師
に

製
作
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
英
語
の
副
教

材
と
し
て
活
用
。
英
文
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
、
視
覚
的
な
情
報
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
、
生
徒
の
よ
り
深
い
理
解
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
多
く
の
教
師
が
、
他
教
科
・
科
目
の

シ
ラ
バ
ス
と
担
当
の
教
科
・
科
目
の
学
習

内
容
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
連
携
で
き

る
部
分
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

育
成
し
た
い
生
徒
像
や
資
質
・
能
力
を
教

師
間
で
共
有
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
押
し

と
な
り
ま
し
た
。『
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』

や『
函
中
コ
モ
ン
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
』に
よ
っ

て
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た
教
科

横
断
型
の
取
り
組
み
が
、
一
層
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
弦
木
先
生
）

　
今
年
度
始
ま
っ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
で

も
、
教
科
横
断
型
の
探
究
学
習
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
１
・
２
学
期
に
１

年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
近
隣
の
大
沼
国

「函中スタンダード」１学年　物理基礎（抜粋）図２

前期

４月 ５月 ６月

年
間
行
事

始業式
入学式
模擬試験

高体連地区大会
耐久レース

前期中間考査
模擬試験

単
元

◎運動の表し方
•速度
•加速度

•落体の運動 ◎運動の法則
•力とそのはたらき
•力のつり合い

学
習
内
容

•速さと速度
•ｖーｔグラフ
•合成、相対速度
•加速度
•等加速度直線運動

•自由落下
•鉛直投げ下ろし
•鉛直投げ上げ

•力の定義
•力の種類
•力の合成、分解
•力のつり合い

函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
最
低
限
保
証
す
る
学
習
内
容
）

•グラフから速度や移
動距離を求めたり、与
えられた条件からグラ
フを書いたりすること
ができる。
•直線上で運動する２
物体の相対速度を求め
ることができる。
•加速度の意味を正し
く説明でき、等加速度
直線運動の３公式を導
くことができる。

•自由落下の実験を行
い、記録テープの目盛
りの読み方、実験結果
からの速度、加速度の
求め方を理解するとと
もに、重力加速度の値
を確認できる。
•等加速度直線運動
と①自由落下、②投げ
下ろし、③投げ上げの
違いを確認し、それぞ
れの形に合わせた式に
変形させることができ
る。

•力の種類を理解し、
物体に加わっている力
を正しく図示すること
ができる。
•物体に加わっている
力を分解し、力のつり
合いの式を立てること
ができる。

＊学校資料を基に編集部で作成。

育
成
し
た
い
生
徒
像
の
共
有
が

コ
ラ
ボ
授
業
の
活
性
化
を
促
す
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
と「
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」

を
土
台
に
作
成
し
た
。
同
校
で
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
の
研
究
課
題
に
「
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー

を
備
え
、
地
域
及
び
世
界
を
イ
ノ
ベ
ー
ト

す
る
科
学
技
術
系
人
材
の
育
成
」を
掲
げ
、

科
学
的
探
究
心
を
育
て
る
「
Ｓ
Ｓ
研
究
」

い
だ
さ
せ
る
よ
う
な
問
い
か
け
を
、
教
師

一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
行
う
必
要
が
あ

る
と
い
う
共
通
認
識
を
教
師
間
で
持
て
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、『
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
』
に
問
題
発
見
能
力
を
加
え
る
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
た
い
事
項
の
１
つ

で
す
」（
関
崎
先
生
）

　
今
後
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
な
ど
を
通
じ

て
新
た
に
見
え
た
課
題
を
踏
ま
え
て
、
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、

「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
や
「
函
中
コ
モ

ン
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
教
育
活
動
へ
の
落

と
し
込
み
も
一
層
進
め
て
い
く
。
着
手
す

べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
、
白
鳥
先

生
は
語
る
。

　「
22
年
度
に
新
設
予
定
の
理
数
科
の
あ

り
方
も
含
め
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
教

育
活
動
と
の
整
合
性
を
図
り
、
そ
れ
を
校

内
に
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
当
面
の
課

題
で
す
。
そ
の
後
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
や
『
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
な
ど
を

地
域
に
も
発
信
し
、
本
校
の
教
育
が
地
域

の
方
々
に
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。
育
成
し
た
い
生
徒
像
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
教
育
活
動
を
地
域
や
中
学
校

と
共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
中
高
接

続
が
で
き
れ
ば
、
地
域
の
教
育
の
質
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
、
文
理
融
合
型
の
「
Ｓ
Ｓ
英
語
表
現
」、

先
進
的
な
科
学
技
術
研
究
を
行
う
「
Ｓ
Ｓ

特
講
」
を
３
本
柱
と
し
て
い
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
育
成

し
た
い
生
徒
像
や
『
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
』
を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
は
、
本
校
が
育
成
し
た
い
生
徒
像
を

実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
す
。
今
後
は
、

効
果
検
証
も
、『
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』

や
『
函
中
コ
モ
ン
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
』
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
実
施
し
、
取
り
組
み

を
改
善
し
て
い
き
ま
す
」（
関
崎
先
生
）

　
同
校
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
１
学
年
団
全
体

で
推
進
し
て
い
る
。
必
ず
し
も
理
系
の
教

科
・
科
目
が
得
意
な
生
徒
ば
か
り
で
は
な

く
、
環
境
調
査
で
は
、
観
光
や
教
育
な
ど

の
テ
ー
マ
を
研
究
す
る
生
徒
も
い
た
。
し

か
し
、
科
学
技
術
系
人
材
の
育
成
を
目
的

と
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
趣
旨
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
活
動
で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、必
ず
仮
説
を
立
て
、

調
査
や
実
験
か
ら
得
た
数
値
デ
ー
タ
を
用

い
て
考
察・検
証
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
調
査
や
実
験
で
得
た
デ
ー
タ
を

基
に
問
題
点
を
探
り
、
環
境
改
善
の
方
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
探
究
学
習
を
行
っ
た

が
、
そ
の
過
程
で
、
生
徒
の
問
題
発
見
能

力
に
課
題
が
見
ら
れ
た
。

　「
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
何
が
問
題
な
の

か
が
分
か
っ
て
い
な
い
生
徒
が
目
立
ち
ま

し
た
。
問
題
点
を
見
い
だ
す
力
は
、
物
事

を
改
善
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、

社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
１
つ

で
す
。
そ
れ
は
、
知
識
を
習
得
さ
せ
る
だ

け
で
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
教
師
が

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
普
段
の
授
業
か

ら
、
疑
問
を
持
た
せ
、
生
徒
に
問
題
を
見

英語科と公民科とのコラボ授業の概要図３

■授業の流れ（全10時間）

教科 授業内容

１
〜
３

公民科
（政治・経済）

６グループに分かれ、下記の６つのテーマから１つを担当し、
調査・研究を行う。
①中小企業、②農業・食料、③公害防止と環境保全、④消費者
問題と消費者保護、⑤労使関係と労働市場、⑥少子高齢化社会
と社会保障

４
〜
６

英語科
公民の授業で調べた内容を、英語でプレゼンテーションするた
めに準備を行う。

７
〜
９

英語科

グループごとに英語で発表。発表後には質疑応答の場を設け、
そのやりとりもすべて英語で行う。その後、英語科教師がファ
シリテーターとなり、英語でディスカッションを実施。生徒は
それぞれの考えを深めていく。

10
公民科

（政治・経済）
単元の振り返りを実施。ペーパーテストで学習内容の定着度の
確認と、授業アンケートを行う。

＊学校資料を基に編集部で作成。

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

見
い
だ
し
た
生
徒
の
課
題
を

日
々
の
指
導
に
生
か
し
て
い
く

■目的・ねらい

❶現代社会にかかわる様々な課題について、主体的に学習に取り組むことで、
課題解決のために必要な知識を身につける。
❷グループワークによってほかの生徒と課題を共有することで、思考力、判断
力とともに協力して物事を進める力（協働性）を育む。
❸理科や社会的な分野の様々なコンテンツについて、課題解決のために思考し
たことを英語で表現することで、英語を伝達ツールとして活用する。
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富
山
県
立
富
山
商
業
高
校
は
、生
徒
へ
の
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を「
富
商
ス
キ
ル
」
と
し
、「
愛
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
る
人
間
力
」「
課
題
解
決
力
」「
ビ
ジ
ネ
ス
の

理
解
力
・
実
践
力
」を
掲
げ
て
い
る
。そ
の
中
の
「
課
題

解
決
力
」は
、ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
以
下
、Ａ
Ｌ
）

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
で
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

富山県立富山商業高校
◎1950年、富山県立富山東部高校として独立。
「自主協調・明朗誠実・進取敢闘」を校訓として、
「富商ブランド」を担う人材を育成する。カリ
キュラム・デザイン、PDCAサイクル、内外リ
ソースの活用の観点から学校改革を推進。
◎設立　1897（明治30）年
◎形態　全日制／流通経済科・国際経済科・
会計科・情報処理科／共学
◎生徒数　１学年約280人
◎2020年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、新潟大、富山大に11人が合格。
私立大は、駒沢大、中央大、東洋大、日本大、
神奈川大、南山大、名城大、同志社大、立命館大、
関西大などに延べ73人が合格。短大、専門学
校進学70人。就職116人。
◎URL

富山県立富山商業高校
吉田壮志　よしだ・そうし　

教職歴１３年。同校に赴任して９年目。
企画部副部長、流通経済科主任、商業科担当、１学年担任。
販売実習「TOMI SHOP」の担当に就いてから、
アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた
授業づくりに本格的に着手。

http://tomisho.el.tym.ed.jp/

1 1:55 前時の復習と本時のテーマの提示 授業
ハイライト

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
を

自
分
事
化
さ
せ
た
上
で
向
き
合
わ
せ
、

課
題
解
決
力
を
養
う

吉田先生は、前時に学習した「企業活動の根底には、経営
理念（目標）がある」ことを改めて説明し、本時のテーマ「望
ましい組織形態を考える」を提示。組織内で役割分担をす
る「分業」について説明した後、「みんなも組織に所属し
ているよね」と問いかけ、生徒会や部活動も企業と同じよ
うに、目標を持った分業制の組織であることを意識させた。

●
１
年
生
「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
」
の
「
企
業
活
動
の
基
礎
」

の
全
9
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目
。
組
織
で
ビ
ジ
ネ
ス
に

取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
を
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
生
徒

会
や
部
活
動
な
ど
、
自
分
が
所
属
す
る
組
織
の
問
題
解
決

策
を
考
え
た
。（
Ｐ
．37
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

商業

実践

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
に
直
面
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
授
業
を
見
直
す

吉
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

34 December  2020
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１
年
生
の
必
修
科
目
「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
」
で
は
、「
商

業
」
を
構
成
す
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」「
会
計
」「
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
」
の
４
分
野
の
基
礎

と
な
る
横
断
的
な
知
識
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
同
科
目
の

学
習
内
容
を
実
践
す
る
場
と
し
て
毎
年
11
月
に
開
催
し

て
い
る
の
が
、「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
だ
。
そ
れ
は

生
徒
が
模
擬
株
式
会
社
を
設
立
し
、
仕
入
れ
か
ら
販
売

ま
で
を
行
う
販
売
実
習
で
、「
課
題
発
見
→
解
決
策
の

立
案
→
実
行
→
評
価
・
改
善
」
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
。

　
し
か
し
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
は
中
止

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
科
目
の
到
達
目
標
を
「
解
決

策
の
立
案
」
ま
で
と
し
、
単
元
の
最
後
は
「
理
想
の
企

業
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
発
表
す
る
活
動
を

行
う
こ
と
に
し
た
。
吉
田
壮そ

う

志し

先
生
が
、
Ａ
Ｌ
の
視
点

を
意
識
し
始
め
た
の
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
の

担
当
と
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　「
販
売
実
習
を
通
じ
て
、
生
徒
は
『
ど
う
し
た
ら
お

客
様
が
喜
ぶ
か
』
と
い
っ
た
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い

問
い
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
う
し
た
問
い
を
通
じ
て
生

徒
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
指
導
す
る

私
自
身
が
、
自
分
な
り
の
答
え
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　
例
え
ば
、「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
で
の
ゴ
ミ
問
題

を
考
え
る
場
合
、ゴ
ミ
の
量
な
の
か
、来
場
者
の
マ
ナ
ー

な
の
か
、
生
徒
が
何
に
焦
点
を
あ
て
る
か
に
よ
っ
て

「
紙
コ
ッ
プ
を
廃
止
す
る
」「
マ
ナ
ー
向
上
を
啓
発
す
る
」

な
ど
と
解
決
策
が
異
な
っ
て
く
る
。

　「
こ
う
し
た
問
い
に
挑
む
た
め
に
必
要
な
課
題
解
決

力
の
育
成
に
は
、
例
年
の
状
況
を
調
査
し
た
り
他
者
と

話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、自
身
の
考
え
を
深
め
て
い

く
よ
う
な
体
験
的
な
学
び
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

授
業
に
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
思
考
を
深
め
る
前
提
と
し
て
、
吉
田
先
生
が
重
視
す

る
の
が
基
礎
知
識
の
定
着
だ
。
ま
ず
は
知
識
を
身
に
つ

け
、
次
に
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
活
動
へ
と
移
行
す
る
こ

と
で
、
思
考
の
深
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。

今
年
度
の
１
年
生
も
、
１
学
期
は
知
識
の
定
着
を
優
先

し
、
吉
田
先
生
と
生
徒
の
１
対
１
の
対
話
の
場
面
を
増

や
し
て
知
識
の
定
着
を
確
認
し
た
上
で
、
２
学
期
か
ら

は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　
そ
し
て
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
た
め
に
最
も
大
切

に
し
て
い
る
の
が
、
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
例
を
示
し

て
、
課
題
を
自
分
事
化
さ
せ
る
こ
と
だ
。
本
時
で
は
、

望
ま
し
い
組
織
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
生
徒
に
学
校

生
活
で
自
分
が
所
属
す
る
組
織
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

　「
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
表

面
的
な
意
見
し
か
出
せ
ず
、他
者
と
話
し
合
っ
て
も
思

考
は
深
ま
り
ま
せ
ん
。理
想
と
現
実
の
差
に
目
を
向
け

さ
せ
、
解
決
す
べ
き
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
こ
そ
、

生
徒
は
課
題
を
自
分
事
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
続
い
て
、
個
人
ワ
ー
ク
で
個
人
と
組
織
そ
れ
ぞ
れ
で

働
く
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
書
か
せ
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

12:20 12:08グループワーク 個人ワーク

グループワークを行う際の４つのルールを、吉田先生が伝えて
から4人１組となり、１人2分間で組織と個人の活動のメリッ
トを発表し合った。「組織的に取り組むと、個々の負担が減る」
「集団の方が達成した時の喜びが大きい」などの意見が出され、
ほかのメンバーはそれをワークシートに記入。吉田先生は、
「『なぜならば』というところまで深めて話そう」と呼びかけた。

目標達成に向けた望ましい組織形態を考えるために、まずは
個人ワークで、「組織」と「個人」で取り組むメリットをそ
れぞれ２つずつ挙げ、それらをワークシートに記入させた。
吉田先生は、机間指導をしながら、「スポーツにはなぜ、ポ
ジションがあるのかな？」といった部活動の例などを提示し
た。

社
会
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
さ
せ
、

理
想
と
現
実
の
差
に
目
を
向
け
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
自
分
の
意
見
が
出
せ
る
よ
う
、
本
時
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
考
え
が
深
ま
る
事
例
は
、
授
業
の
最
後
に

例
示
す
る
。
以
前
は
そ
れ
を
最
初
に
示
し
て
か
ら
、
個

人
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
た
が
、
生
徒
の
考

え
が
事
例
の
内
容
に
引
っ
張
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

た
め
、
授
業
の
ま
と
め
の
中
で
示
す
よ
う
に
し
た
。

　「
ま
ず
自
分
の
意
見
を
持
ち
、そ
れ
を
他
者
の
意
見
や

社
会
状
況
と
比
較
す
る
こ
と
で
、類
似
点
や
相
違
点
を
見

い
だ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
本
時
の
最
後
に
は
、活
動

を
経
て
深
め
た
思
考
か
ら
、自
分
が
所
属
す
る
組
織
を
よ

り
よ
く
す
る
方
法
を
ま
と
め
さ
せ
ま
し
た
。
答
え
が
複

数
あ
る
問
い
に
挑
む
活
動
を
繰
り
返
し
経
験
す
る
こ
と

で
、情
報
を
論
理
的
に
整
理
し
、自
分
の
意
見
を
客
観
的

に
捉
え
る
力
が
身
に
つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
生
徒
が
安
心
し
て
自
分
の

意
見
を
述
べ
、他
者
の
意
見
を
傾
聴
で
き
る
よ
う
、「（
相

手
の
話
を
）
最
後
ま
で
聴
く
」「（
相
手
の
意
見
を
）
否

定
し
な
い
」「（
相
手
の
意
見
を
）
受
け
入
れ
る
」「（
相

手
に
）
伝
わ
る
よ
う
に
話
す
」
の
４
つ
の
ル
ー
ル
を
話

し
合
い
の
前
に
必
ず
伝
え
、生
徒
に
徹
底
さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
基
本
的
に
４
人
１
組
で

行
う
。
そ
れ
よ
り
人
数
が
少
な
い
と
意
見
が
偏
り
、
多

い
と
議
論
に
参
加
し
な
い
生
徒
が
出
て
き
や
す
い
か
ら

だ
。
さ
ら
に
、
１
年
生
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

は
単
元
を
通
じ
て
固
定
に
し
て
い
る
。

　「
１
年
生
は
ま
だ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
１
つ
の
単
元
が
終
わ
る
ま
で
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
は
変
え
ま
せ
ん
が
、
２
年
生
以
降

は
授
業
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
を
変
え
、
多
様
な
意
見
や
発

想
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　　
課
題
解
決
型
の
授
業
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
生
徒
は

自
分
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
他
者
の
意

見
を
受
け
入
れ
る
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
ま
た
、

部
活
動
に
お
け
る
自
身
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
解

決
の
た
め
の
練
習
内
容
を
計
画
し
、
実
行
に
移
す
生
徒

も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　「
様
々
な
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
ど
う
す
れ

ば
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
主
体
的
に

考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
が
情
報
に
流
さ
れ
ず
に
自
分

の
意
見
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
普
及
し
、
生

徒
が
受
け
取
る
情
報
量
は
格
段
に
増
え
ま
し
た
。
知
識

や
経
験
が
少
な
い
生
徒
は
、
聞
い
た
情
報
を
そ
の
ま
ま

信
じ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
情
報
の
真
偽
や
そ

の
質
を
見
極
め
な
が
ら
、
自
分
の
意
見
を
持
て
る
よ
う

な
授
業
を
追
究
し
て
い
き
ま
す
」

12:38

本時のまとめとして、「２年生になったら、部活動など、自分が
所属する組織をどのようにしたいか」を考えて、ワークシー
トに記入。「自分ができることを最低１つは書こう」と、吉田
先生は呼びかけた。最後に、社員が本音で対話する社風の世
界的企業を紹介。「基本的に企業も人間関係の中で動いている。
みんなも、できることからやってみよう」と締めくくった。

12:34

吉田先生に指名された生徒が、自分のグループの意見をまと
めて発表した。発表に対して、吉田先生は「何がよいのかな？」
「どうして？」と問いかけた。例えば、「組織的に取り組むと
役割分担ができる」と発表した生徒に、「分担すると何がよ
いのかな？」と質問すると、生徒は少し考えてから「作業が
速くなる」と答えた。

まとめのワークと企業事例の紹介 全体発表

膨
大
な
情
報
に
流
さ
れ
ず
、

自
分
の
意
見
を
持
て
る
よ
う
に

成
果
と
課
題

４
つ
の
ル
ー
ル
を
設
定
・
徹
底
す
る
こ
と
で
、

発
言
し
や
す
い
安
心
・
安
全
の
場
に

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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【教科・科目】商業・ビジネス基礎　【分野・単元】企業活動の基礎　【テーマ・作品】理想の企業像と働き方　【設定時数】全９時間の中の２時
間目　【単元目標】事例や議論を通じて、自身の生き方やあり方について考える。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

•「企業の役
割」につい
て考える。
•企業の根底
にある「経
営理念」に
ついて理解
する。

•企業が行う活動を整理し、把握
することができる。
•企業の役割について、「誰のた
め」「何のため」「なぜ」の３つ
に分けて考えることができる。
•グループ内の他者の意見を聞き
入れることができる。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性】

①身近な企業を挙げながら、「誰
に対して」「どのようなことをし
ているか」をまとめる。
②企業の役割について、「誰のた
め」「何のため」「なぜ」の３つ
に分けて個人の意見を出す。
③４人グループで、意見を述べ合
い、他者の意見を知る。
④経営理念が根底にあることを理
解する。

【主体的な学び】•身近な事例を使うこと
で、自分事として課題に取り組むことがで
きるようにする。•ワークシートを使用し、
思考を見える化できるようにする。　【対話
的な学び】•「話し手のルール」「聞き手の
ルール」を設定し、生徒が自分の意見を安
心して発表できる環境をつくる。　【深い学
び】•机間指導をしながら、個人に質問して、
より具体的に深めていく。 •ワ ー ク

シート
•グループ
内発表

２

•「組織で取
り組むこと
のメリット」
について考
える。
•「よい組織」
のあり方に
ついて知る。

•個人で取り組むことと組織で
取り組むことのメリットについ
て、意見を出すことができる。
•グループ内の他者の意見を聞き
入れることができる。
•事例を通じて、「よい組織」の
あり方について考えることがで
きる。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性】

①「目標達成」を目指す際の「個
人で取り組むことのメリット」
と「組織で取り組むことのメリッ
ト」が何か、個人の意見を出す。
②４人グループで、意見を述べ合
い、他者の意見を知る。
③「組織で取り組むことのメリット」
の代表が「分業」であると知る。
④事例を通じて、「よい組織」のあ
り方について考える。

【主体的な学び】•部活動などを例にするこ
とで、個人や組織についてイメージを持ち
やすくする。•ワークシートを使用し、思
考を見える化できるようにする。　【対話
的な学び】•「話し手のルール」「聞き手の
ルール」を設定し、生徒が自分の意見を安
心して発表できる環境をつくる。　【深い学
び】•机間指導をしながら、個人に質問して、
より具体的に深めていく。

８
•理想の企業
について考
える。

•これまでの学習を踏まえ、自身
が働く上で重要視することを考
える。
•働くことが楽しみとなるような
企業について考える。
•グループ内の他者の意見を聞き
入れることができる。
•グループの意見をまとめ、発表
資料を作成する。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性、協働性】

①これまでの学習を振り返り、自
身が働く上で重要視することに
ついて、個人の意見を出す。
②働くことが楽しみとなるような
企業について、個人の意見を出
す。
③４人グループで、意見を述べ合
い、他者の意見を知る。
④４人グループで、理想の企業に
ついてまとめる。
⑤発表資料を作成し、発表の準備
を行う。

【主体的な学び】•生徒自身の将来像を考
えさせることで、自分の課題として意識で
きるようにする。•ワークシートを使用し、
思考を見える化できるようにする。　【対話
的な学び】•「話し手のルール」「聞き手の
ルール」を設定し、生徒が自分の意見を安
心して発表できる環境をつくる。　【深い学
び】•机間指導をしながら、個人に質問して、
より具体的に深めていく。•ＫＪ法などを
利用し、意見を分類し、深めやすくする。

•ワ ー ク
シート
•グループ
内発表
•発 表 資
料

９

•理想の企業
について発
表する。
•多様な考え
方の中にあ
る共通項を
捉える。

•理想の企業について、効果的に
発表することができる。
•多様な考え方の中から、共通
する項目を見いだすことができ
る。

【思考力、判断力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

①各グループ３分間で、全体発表
をする。
②発表で気づいたことや、自分
のグループで出なかった意見を
ワークシートに記入する。
③共通する言葉などから、根底に
ある土台となる考えを捉える。

【主体的な学び】•発表の評価を随時行うこ
とで、発表に対する意欲が向上するように
する。　【対話的な学び】•「話し手のルー
ル」「聞き手のルール」を設定し、生徒が発
表を安心してできる環境をつくる。　【深い
学び】•発表内容の要点などを板書し、生
徒がより他者の意見を理解しやすくする。

• 全 体 発
表
•発 表 資
料

＊吉田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全９時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウ
ンロードできます。「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

安
田

　グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
際
、「
な
ぜ
？
」「
ど
う
い

う
こ
と
？
」
と
問
い
か
け
て
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ

ン
グ
を
促
し
て
い
た
こ
と
は
、
生
徒
の
考
え
の
明
確
化
や

具
体
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
個
人
の

方
が
楽
」
と
つ
ぶ
や
い
た
生
徒
に
、「
な
ぜ
、
楽
な
の
？
」

と
質
問
す
る
と
、「
思
い
通
り
に
で
き
る
か
ら
」
と
明
確

な
理
由
が
出
て
き
た
り
、「
よ
い
組
織
を
つ
く
る
た
め
に
、

雰
囲
気
を
よ
く
す
る
」
と
発
言
し
た
生
徒
に
、「
ど
う
や
っ

て
？
」
と
聞
き
返
す
と
、「
笑
顔
を
増
や
す
」
と
具
体
的

な
方
法
が
出
て
き
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の

発
言
を
構
造
的
に
板
書
す
る
な
ど
、
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン

キ
ン
グ
を
高
め
る
工
夫
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

吉
田

　発
言
を
具
体
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
相
手
に
伝
わ

る
発
信
力
が
身
に
つ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
表
時
に
多
様
な
意
見
が
出
る
よ
う
、
各
グ
ル
ー
プ
で

出
た
意
見
を
机
間
指
導
で
把
握
し
て
、
発
言
者
を
意
図

的
に
指
名
し
て
い
ま
す
。

安
田

　授
業
の
最
後
に
よ
い
組
織
を
つ
く
る
た
め
の
方

法
を
問
い
か
け
た
際
に
は
、
授
業
冒
頭
に
伝
え
た
「
組

織
に
は
目
標
（
企
業
理
念
）
が
必
要
」
と
い
う
前
提
を

改
め
て
確
認
で
き
る
と
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
の
組
織
の
悩
み
だ
け
を
考
え
、「
組
織
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
に
目
を
向
け
ら

れ
て
い
な
い
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。

吉
田
　大
前
提
に
立
ち
戻
り
、
様
々
な
意
見
を
聞
い
て

拡
散
し
て
い
た
思
考
に
軸
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
授
業
の
終
了
時
刻
が
迫
っ
て
い
た
た
め
、
割

愛
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
重
要
事
項
は
意
識
的
に
繰
り

返
し
伝
え
る
な
ど
、
構
造
的
に
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

単元の指導計画

教
頭
　

安
田
　隆

同
僚
の
声
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公
立
中
学
校
に
勤
務
し
て
５
年
目
を
迎
え
た
こ
ろ
、

福
島
哲
也
先
生
は
一
斉
授
業
に
限
界
を
感
じ
始
め
て
い
た
。

　「
ど
ん
な
に
丁
寧
な
指
導
を
心
が
け
て
も
、
す
べ
て

の
生
徒
の
意
欲
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
生
徒
全
員
に
授
業

内
容
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
成

績
下
位
層
の
生
徒
た
ち
に
力
を
注
ぐ
と
、
理
解
度
は
担

大阪府・私立追手門学院大手前中・高校
◎教育理念は「独立自彊・社会有為」。社会に
貢献する人材育成を目指し、グローバルサイ
エンス教育、探究学習、英語教育・国際理解
教育の充実に力を注ぐ。チアダンス部やロボッ
トサイエンス部が国際大会に出場するなど、
部活動も盛ん。
◎設立　1950（昭和25）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約180人
◎2020年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、筑波大、富山大、和歌山大、大阪
教育大、兵庫県立大などに13人が合格。私立
大は、慶應義塾大、同志社大、立命館大、追手
門学院大、大阪医科大、関西大、近畿大、関西
学院大、兵庫医科大などに延べ326人が合格。
◎ URL

大阪府・私立追
おう

手
て

門
もん

学院大手前中・高校
福島哲也　ふくしま・てつや　

教職歴 17年。同校に赴任して 3年目。
主幹教諭。数学科。
公立中学校教諭を経て、同校に着任。
２０２０年度から高校の数学科を担当。https://www.otemon-js.ed.jp

12:00 本時のめあての確認 授業
ハイライト

「
分
か
る
」た
め
の
方
法
を

生
徒
自
身
が
選
ぶ
主
体
的
な
学
び
を
通
じ
て
、

社
会
に
生
き
る
力
を
育
む

福島先生が、「本時のめあては、発展問題の大問４と５の
解法を自分の言葉で説明できるようになることです。そ
のために、自分に必要な行動を選択してください」と、
生徒に伝えた。問題は前日までに各生徒のタブレット端
末に配信されており、事前に問題を確認できる。紙で解
くことを希望する生徒には、プリントが配布された。

●
１
年
生
「
数
学
Ⅰ
」
の
「
図
形
と
計
量
」
の
全
19
時
間

の
う
ち
の
15
時
間
目
。
提
示
さ
れ
た
５
つ
の
大
問
に
、「
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
う
」「
教
師
に
質
問
す
る
」
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
取
り
組
む
の
か
を
生
徒
自
身
に
決
め
さ
せ

る
の
が
特
徴
。（
P. 

41
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

数学

実践

ク
ラ
ス
全
員
の
理
解
を
目
指
し
、

「
学
び
合
い
」を
授
業
に
取
り
入
れ
る

福
島
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

38 December  2020
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保
で
き
た
と
し
て
も
、
成
績
上
位
層
の
『
も
っ
と
上
を

目
指
し
た
い
』
と
い
っ
た
意
欲
に
は
応
え
ら
れ
ず
に
い

た
の
で
す
。
よ
い
指
導
法
は
な
い
か
と
何
冊
も
書
籍
を

読
む
中
で
出
合
っ
た
の
が
、『
学
び
合
い
』
で
し
た
」

  

そ
れ
は
、
教
師
が
提
示
し
た
問
題
の
解
法
を
、
生
徒

が
自
分
で
調
べ
、
考
え
、
生
徒
同
士
で
教
え
合
う
こ
と

で
解
法
を
見
い
だ
し
て
い
く
学
び
方
だ
っ
た
。教
師
は
、

生
徒
に
求
め
ら
れ
た
際
に
は
解
説
を
す
る
が
、
一
斉
授

業
と
は
異
な
り
、
生
徒
全
員
が
教
師
の
説
明
に
耳
を
傾

け
る
必
要
は
な
い
。

　「
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
る
は
ず

で
す
。
教
師
よ
り
も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
教
え
て
も
ら
っ

た
方
が
理
解
が
深
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
他
者
に

頼
ら
ず
自
力
で
問
題
を
解
い
た
方
が
よ
い
場
合
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
私
は
、
問
題
を
解
く
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
を
、
生
徒
が
自
分
で
考
え
て
選
択
で
き
る
授

業
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
福
島
先
生
が
「
学
び
合
い
」
の
実
践
で
最
も
大
切
に

し
て
い
る
の
は
、
数
学
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
加
え
、

授
業
を
通
じ
て
１
人
も
見
捨
て
な
い
集
団
づ
く
り
を
す

る
こ
と
だ
。そ
れ
を
実
現
す
る
手
立
て
の
１
つ
と
し
て
、

授
業
で
は
、
個
人
の
到
達
度
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ス
全

員
が
本
時
の
め
あ
て
を
達
成
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
生
徒
は
問
題
が
解
け
た
ら
、
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
生
徒
に
解
法
を
教
え
る
。
教
え
て
も
ら
っ

た
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
教
え
た
生
徒
も
他
者
に
教
え
る

こ
と
で
学
び
が
よ
り
深
ま
る
。

　「『
学
び
合
い
』
を
通
じ
て
、
生
徒
全
員
が
満
足
す
る

授
業
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
他
者
と
対
話
し
、
協
働
す
る
中
で
、
知
識
・
技
能

だ
け
で
な
く
、
主
体
性
や
協
働
性
、
判
断
力
、
表
現
力

な
ど
の
資
質
・
能
力
も
育
ま
れ
ま
す
」

　
授
業
中
、
生
徒
は
「
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
」「
教

師
や
解
答
で
き
た
生
徒
に
質
問
す
る
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
」
な
ど
、
問
題
を
解
く
た
め
に

必
要
な
行
動
を
自
ら
選
択
し
、実
行
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

福
島
先
生
は
、
生
徒
に
学
び
方
を
委
ね
る
だ
け
で
は
な

く
、
折
に
触
れ
て
生
徒
に
「
学
び
合
い
」
を
す
る
理
由

や
学
び
方
を
学
ぶ
重
要
性
を
説
明
し
て
い
る
。

　「
問
題
が
解
け
た
だ
け
で
は
、『
分
か
っ
た
』
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
解
法
を
自
分
の
言
葉
で
他
者
に
説
明
で
き

て
初
め
て
『
分
か
っ
た
』
と
言
え
る
と
、
生
徒
に
繰
り

返
し
伝
え
て
い
ま
す
。
解
法
を
見
つ
け
出
す
方
法
を
生

徒
自
身
に
選
択
さ
せ
て
い
る
の
は
、
学
び
方
を
学
ん
で

ほ
し
い
か
ら
で
す
。『
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
今
の

自
分
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
自
身
で
考
え
て
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
練
習
を
授
業
で
し
て

い
る
の
だ
』
と
、
生
徒
に
説
明
し
て
い
ま
す
」

　
福
島
先
生
は
、
よ
り
本
質
的
な
問
い
を
発
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
こ
と
も
心
が
け
て
い
る
。

本
時
で
は
、「
三
角
形
の
面
積
を
求
め
る
と
、
辺
の
長

さ
を
導
き
出
せ
る
こ
と
」
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
な

12:15 12:05「学び合い」が始まる 個別に問題に取り組む

大問2以降は、多くの生徒がグループで相談し合ったり、解答
を終えた生徒に解き方を教えてもらったりしていた。福島先
生は机間指導を行い、生徒からの質問に適宜答えた。本質を
突いた質問をされると、「こんな質問がありました。みんなは
説明できるかな？」と、質問内容を全体に共有。解答を終え
た生徒への発問につなげた。

生徒は、既習事項の復習となる大問 1にまずは個人で取り組
んだ。本時の問題は難易度が高く、苦戦する生徒が多いと予
想していた福島先生は、問題と併せて解答の手がかりを示し
ておいた。本時の学習事項となる大問 2や 3に入ると、解
答の糸口を見つけられない生徒が出てきて、先生が示した手
がかりを参考に考えたり、教科書を開いたりしていた。

生
徒
の
学
び
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

よ
り
本
質
的
な
問
い
を
発
す
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
問
題
自
体
は
、「
辺
の
長

さ
は
、
面
積
を
求
め
れ
ば
導
き
出
さ
れ
る
」
と
い
う
こ

と
を
暗
記
し
て
お
け
ば
解
く
こ
と
は
で
き
る
。し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
、
必
ず
し
も
本
質
を
理
解
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
福
島
先
生
は
授
業
の
最
後
の

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、「
な
ぜ
、
三
角
形
の
面
積
を
求

め
た
ら
辺
の
長
さ
が
分
か
る
の
か
」
と
生
徒
に
問
い
か

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
入
力
さ

せ
て
、
提
出
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
生
徒
の
思
考
の
深
ま
り
は
、
プ
リ
ン
ト
に
載

せ
た
大
問
に
つ
い
て
解
説
さ
せ
る
レ
ポ
ー
ト
課
題
へ
の

取
り
組
み
か
ら
も
確
認
し
て
い
る
。

　「
学
び
合
い
」
で
重
要
に
な
る
の
は
、
ク
ラ
ス
全
員

が
学
び
に
向
か
う
集
団
づ
く
り
だ
。

　「
生
徒
に
は
、
分
か
ら
な
い
時
に
『
教
え
て
』
と
頼

ん
で
『
人
の
力
を
借
り
る
力
』
と
、
分
か
ら
な
い
人
を

放
っ
て
お
か
ず
に
声
を
か
け
て
『
人
に
力
を
貸
す
力
』

の
両
方
が
大
切
だ
と
常
々
話
し
て
い
ま
す
」

　
授
業
で
は
、
普
段
の
人
間
関
係
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

「
ク
ラ
ス
全
員
が
本
時
の
め
あ
て
を
達
成
す
る
」
と
い

う
目
標
を
第
一
に
考
え
て
協
力
し
合
お
う
と
、
福
島
先

生
は
伝
え
て
い
る
。
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
「
分

か
る
」
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、
次
第
に
性
別
や

普
段
の
人
間
関
係
な
ど
を
超
え
て
、
学
び
合
う
集
団
に

な
っ
て
い
く
と
い
う
。

　「
社
会
に
出
た
ら
、
自
分
の
好
き
嫌
い
に
関
係
な
く
、

多
様
な
他
者
と
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
私
自
身

の
体
験
な
ど
を
交
え
て
伝
え
て
い
ま
す
。
授
業
を
通
じ

て
社
会
で
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
て
い

る
こ
と
を
、
生
徒
に
実
感
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　
福
島
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
で
、
生
徒
の
知
識
・

技
能
を
高
め
る
上
で
も
、
学
び
に
向
か
う
力
を
育
む
上

で
も
、「
学
び
合
い
」
は
有
効
だ
と
い
う
手
応
え
を
得

て
い
る
。
ま
た
、「
学
び
合
い
」
で
は
、
教
師
は
生
徒

の
主
体
的
な
活
動
を
客
観
的
に
見
取
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
学
習
集
団
と
し
て
の
ク
ラ
ス
の
状
況
や
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
理
解
度
を
把
握
し
や
す
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
へ
の
声
か
け
や
授
業
の
ペ
ー

ス
配
分
を
、
生
徒
の
発
達
段
階
や
理
解
度
に
応
じ
て
適

切
に
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
高
校
で
の
指
導
経
験

が
浅
い
福
島
先
生
は
、
高
校
生
へ
の
指
導
に
必
要
な
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
語
る
。

　「
生
徒
に
委
ね
る
活
動
や
生
徒
へ
の
発
問
の
内
容
に

は
、ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
改
善

を
通
じ
て
、生
徒
に
第
１
志
望
を
実
現
で
き
る
学
力
と
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
の
両

方
を
、着
実
に
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

12:45

生徒が本時のリフレクションを書いている間、福島先生は生
徒の理解度を測るために、「なぜ、sin を使って三角形の高さ
を出せるのかな」「なぜ、三角形の面積を求めたら辺の長さが
分かるのかな」と発問を行った。生徒はタブレット端末にそ
れらの問いの解答を書き込んだ。福島先生は後日、生徒の解
答状況を参考に、次時の課題設定や展開を検討した。

12:30

福島先生は、大問2を解答できない生徒が多い状況を見て、「大
問2を解説します」と全体に声をかけ、それに反応して集まっ
た生徒十数人に解法を解説した。ほかの生徒は、グループで
話し合ったり、個人で考えたりと、自身で選択した方法で引
き続き問題に取り組んでいた。福島先生は、「解法の解説が聞
きたくなった人は、いつでも声をかけてください」と伝えた。

リフレクション 福島先生の解説

生
徒
の
発
達
段
階
や
理
解
度
に
応
じ
た

適
切
な
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い

成
果
と
課
題

「
人
の
力
を
借
り
る
力
」と

「
人
に
力
を
貸
す
力
」の
大
切
さ
を
伝
え
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

40 December  2020

0-01-J-22044-001 2020 年度VIEW21高校版 12月号 40頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/27
八木

念
校
12/08
松本千 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P38-41_view21koukou-12g.indd   40 2020/12/08   15:32



【教科・科目】数学・数学Ⅰ　【分野・単元】図形と計量　【テーマ・作品】三角形の面積　【設定時数】全19 時間の中の15時間目
【単元目標】いろいろな図形の計量ができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

•三角比の導入。
•三角比は何を
表すかを理解
する。
•三角比の値を
求められる。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•理解したことを使い、値を求める力。
【知識、技能、思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

①基礎・基本となる知識の
習得（習得方法は各自で
選択）。
②本時の課題に対して自分
の考えを持つ。
③本時の課題についてのつ
まずきを明らかにし、解
決のために必要な行動を
自分で選択する。
④本時のリフレクションを
行う。

【主体的な学び】これから学ぶ新し
い単元について、生徒が見通しを
持って取り組めるよう、授業のス
ケジュールを示し、情報を与える。
【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。

２
〜
４

•三角比の相互
関係を理解す
る。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•自らの問題を明らかにし、その問題を
解決するために必要な行動を自ら選択
し実行できる力。

【知識、技能、思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

【主体的な学び】基礎・基本となる
知識・技能が定着しているかを確
認するために、知識の習得を確認
する問題の解答をギャラリートー
クで行う。
【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。

•確認テスト
•課題レポー
ト

12
〜
13

•正弦定理と余
弦定理を使っ
て解を求めら
れる。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•与えられた条件から値を求める力。
【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

①基礎・基本となる知識の
習得（習得方法は各自で
選択）。
②本時の課題に対して自分
の考えを持つ。
③本時の課題についてのつ
まずきを明らかにし、解
決のために必要な行動を
自分で選択する。
④本時のリフレクションを
行う。

【主体的な学び】確認テストの振り
返りとして、行動面を検証する。
【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。
【深い学び】パフォーマンス課題に
チームで取り組む。

•パフォーマ
ンス課題を
ルーブリッ
クで評価

14
〜
16

•三角形の面積
を求められる。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•与えられた条件を図に表すことができ
る力。
•与えられた条件から値を求める力。
【知識、技能、思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。

17
〜
19

•空間図形への
応用ができる。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•解を導くために着目すべき点を適切に
判断できる力。
•理解したことを使い、値を求める力。
【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。

•確認テスト
•課題レポー
ト

＊福島先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全19 時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウ
ンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

林
　
本
時
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

す
。
私
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
演
習
問
題
を
解
け
る

よ
う
に
な
っ
た
か
を
確
認
し
、
次
時
の
冒
頭
で
も
そ
の

定
着
度
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
福
島
先
生
は
授
業
で
質

問
さ
れ
た
「
な
ぜ
、
三
角
形
の
面
積
を
求
め
た
ら
辺
の

長
さ
が
分
か
る
の
か
」
と
い
っ
た
、
本
質
的
な
問
い
を

生
徒
全
体
に
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。
思
考
力
を
育
む

た
め
に
非
常
に
重
要
な
問
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

福
島
　
林
先
生
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
、
大
学
入

試
を
見
据
え
て
、
今
の
時
点
で
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き

知
識
・
技
能
の
定
着
を
推
し
量
る
こ
と
を
重
視
し
て
、

生
徒
に
声
を
か
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
大
学

入
試
に
対
応
す
る
指
導
経
験
が
ま
だ
浅
い
の
で
、
林
先

生
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

林
　
福
島
先
生
と
は
、「
教
師
は
教
え
る
存
在
」
と
い
う

固
定
観
念
を
覆
し
た
い
と
よ
く
話
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

私
は
以
前
、
野
球
部
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
時
に
、
教

師
が
指
示
し
て
チ
ー
ム
を
動
か
す
よ
り
も
、
練
習
で
も

試
合
で
も
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
方
が
生
徒
は
伸
び
る
と

い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。
授
業
で
も
同
様
で
、
自
分
に

必
要
な
学
び
を
考
え
さ
せ
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
選

ば
せ
た
方
が
、
学
力
の
伸
び
は
速
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

福
島
　
そ
れ
は
私
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
林
先
生
と
は

「
学
び
合
い
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
よ
く
話
し
合
っ
て

い
て
、
今
度
、
林
先
生
が
担
当
す
る
２
年
生
と
、
私
が

担
当
す
る
１
年
生
で
数
学
の
合
同
授
業
を
行
い
ま
す
。

多
様
性
が
あ
る
集
団
で
「
学
び
合
い
」
を
行
え
ば
、
生
徒

は
自
分
に
よ
り
合
っ
た
学
び
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
意
識
も
、
さ

ら
に
高
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

単元の指導計画

数
学
科
主
任
　

林
　信
宏

同
僚
の
声
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毎
年
２
０
０
人
以
上
が
国
公
立
大
学
に
合
格
す
る
福

井
県
立
武た

け

生ふ

高
校
は
、２
０
１
７
年
度
か
ら
、有
志
の
教

師
に
よ
る
自
主
研
修
の
組
織
「
授
業
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム（
以
下
、Ｐ
Ｔ
）」を
中
心
に
、教
科
・
科
目
や

世
代
を
超
え
て
授
業
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。そ
の
背

景
に
は
、大
学
入
試
改
革
や
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施

を
控
え
、講
義
型
授
業
か
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ（
以
下
、Ａ
Ｌ
）の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
へ
と

転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

　
発
起
人
は
、
同
校
卒
業
生
の
中
堅
教
師
２
人
。
職
員

会
議
で
自
校
の
現
状
と
、
生
徒
の
思
考
力
や
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
力
の
弱
さ
と
い
っ
た
課
題
、社
会
で

福井県立武生尋常中学校として
開校。2019年度から文部科学省
「スーパーサイエンスハイスクー
ル（SSH）」３期目の指定を受ける。
SDGsを主なテーマとした探究学
習と海外研修を実施する探究進
学科を20年度に設置した。

設立	 1898（明治 31）年

形態	 全日制・定時制／普通科・理数科・探究進学科／共学

生徒数	 １学年約 300人（全日制）

2020年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北
大、東京大、金沢大、名古屋大、京都大、大阪大、福井県立大など
に227人が合格。私立大は、慶應義塾大、中央大、明治大、早稲田大、
同志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ442人が合格。

住所	 〒915-0085　福井県越前市八幡 1-25-15

電話	 0778-22-0690

Web site	 https://www.takefu-h.ed.jp

No.270

P R O F I L E

若
手
教
師
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

授
業
改
善
の
自
主
Ｐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ムＴ

が
始
動

教
科
指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
た

自
主
研
修
活
動
で
、公
開
授
業
と

教
科
横
断
型
授
業
の
文
化
を
醸
成

福
井
県
立
武た

け

生ふ

高
校

チ
ー
ム
で
挑
む
授
業
改
善

変革のステップ

• 大学入試改革や新学習指導要領の実施などの環境
変化を前に、生徒が自ら考え、協働する授業への
転換が必要だった

背景と課題

実践内容

• 教師間で指導方法の共有が進み、ＡＬが浸透。生
徒にも協働して学ぶ姿勢が定着した

•ＰＴの教師が異動しても、ＰＴ発足時のような熱
意を持って取り組みを継続させる工夫が課題

成果と展望

•授業改善プロジェクトチーム（以下、ＰＴ）を結成
アクティブ・ラーニング（以下、ＡＬ）やＩＣＴ活用、
教科横断型授業などの研究を行う自主研修の組織
を、ボトムアップで立ち上げた

•公開授業と自主研修を定期的に実施　日常的に授
業を公開し、月１回のＰＴ会議で公開授業の報告と
自主研修を実施。その活動をまとめて職員会議で
報告し、「武高アクティブニュース」としても発信

•教科横断型のコラボ授業を実践　物理と世界史、
化学と美術、国語と家庭科など、多様な教科・科
目間でコラボ授業を実施

42 December  2020
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求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
学
校
を

挙
げ
て
授
業
改
善
に
取
り
組
む
意
義
を
説
明
し
た
。
以

前
か
ら
同
校
に
存
在
し
た
、
若
手
教
師
が
指
導
に
関
す

る
情
報
交
換
を
す
る
「
Ｂ
活
」
を
基
に
、
世
代
を
超
え

た
15
人
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｔ
が
結
成
さ
れ
た
。

　
Ｐ
Ｔ
は
、校
務
分
掌
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
現
場
の
教

師
に
よ
る
自
主
組
織
だ
。そ
こ
で
は
、進
学
実
績
を
支
え

て
き
た
教
材
研
究
や
進
路
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
し

つ
つ
、
同
校
が
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能

力
と
し
て
掲
げ
る
「
Ｔ
Ｋ
Ｆ
（
＊
）」（
Ｔ
＝
思
考
力
、

Ｋ
＝
知
識
、Ｆ
＝
情
熱
・
行
動
）の
育
成
に
向
け
て
、Ａ

Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
教
科

横
断
型
授
業
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
創
立
メ
ン

バ
ー
の
１
人
で
前
Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
の
小お

原は
ら

崇た
か

裕ひ
ろ

先
生

は
、
Ｐ
Ｔ
を
通
じ
て
自
身
の
意
識
が
変
化
し
た
と
語
る
。

　「
生
徒
が
楽
し
み
な
が
ら
学
力
を
高
め
ら
れ
る
授

業
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
に
参
加
し
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
の
活
動
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
大
学

入
試
や
社
会
で
は
、
思
考
力
や
表
現
力
、
協
働
性
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
に
つ
れ
て
、

そ
れ
ら
を
高
校
時
代
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
授
業

に
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
使
命
感
を
抱
く
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
現
Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
の
今
川
大
輔
先
生
は
、
生
徒
の
思

考
力
に
課
題
を
感
じ
て
Ｐ
Ｔ
に
参
加
し
た
。

　「
数
学
は
、
条
件
か
ら
論
理
を
組
み
立
て
て
解
答

を
導
き
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
パ
タ
ー
ン
化
し
た
解

法
を
暗
記
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
生
徒
が
少
な

か
ら
ず
お
り
、
そ
う
し
た
生
徒
は
少
し
で
も
条
件
が

変
わ
る
と
解
答
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
課
題
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。Ｐ
Ｔ
を
通
じ
た
授
業
改
善
に
よ
っ
て
、

生
徒
が
考
え
る
場
面
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
ま
し
た
」

　
Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
は
、
若
手
教
師
の
２
人
が
担
当
。
Ｐ

Ｔ
会
議
の
実
施
連
絡
や
研
修
内
容
の
企
画
な
ど
、
Ｐ
Ｔ

の
運
営
を
担
う
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
企
画
内
容

の
検
討
や
校
外
へ
の
発
信
、
講
師
の
人
選
な
ど
の
相
談

を
受
け
る
ベ
テ
ラ
ン
教
師
２
人
が
顧
問
と
な
っ
た
。

　　
Ｐ
Ｔ
の
主
な
活
動
は
、
①
公
開
授
業
、
②
月
１
回
の

Ｐ
Ｔ
会
議
、
③
職
員
会
議
で
の
活
動
報
告
、
④
活
動
内

容
を
ま
と
め
た
「
武
高
ア
ク
テ
ィ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発

行
だ
（
図
１
）。

　
そ
の
う
ち
の
公
開
授
業
は
、
授
業
を
見
学
し
て
ほ
し

い
教
師
が
日
常
的
に
行
う
。
事
前
に
指
導
案
な
ど
の
資

料
の
作
成
・
配
布
は
求
め
ず
、
授
業
者
は
、
授
業
の
日

時
や
内
容
、
見
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
全
教
師
に

メ
ー
ル
で
伝
え
る
。
19
年
度
に
Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

た
野
村
幸こ

う

史じ

先
生
は
、
公
開
授
業
実
施
の
ハ
ー
ド
ル
の

指
導
案
や
１
コ
マ
通
し
た
見
学
を
求
め
な
い
、

負
担
の
少
な
い
公
開
授
業
を
実
施

ＰＴ（授業改善プロジェクトチーム）の主な活動図１

Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー

杉
坂
卓
哉
　す
ぎ
さ
か
・
た
く
や

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
生
徒

指
導
部
。「
謙
虚
に
、
素
直
に
、
丁
寧
に
」

Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
推
進
部

小
原
崇
裕
　お
は
ら
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
前
Ｐ

Ｔ
リ
ー
ダ
ー
。「
教
師
自
身
が
学
ぶ
こ
と
を
忘
れ
ず
、

何
事
も
楽
し
み
、
全
力
で
取
り
組
む
」

Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー

今
川
大
輔
　い
ま
が
わ
・
だ
い
す
け

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。「
授
業

で
も
、学
校
生
活
で
も
、生
徒
が
楽
し
む
た
め
に
は
、

ま
ず
自
分
が
楽
し
む
」

生
徒
指
導
部

野
村
幸
史
　の
む
ら
・
こ
う
じ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
前
Ｐ

Ｔ
リ
ー
ダ
ー
。「『
嫌
い
な
教
科
、
数
学
』
を
、
１

年
後
に
は
『
楽
し
い
教
科
、
数
学
』
に
」

教
頭川

内
邦
央
　か
わ
う
ち
・
く
に
お
う

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
直
接

話
す
。
自
分
か
ら
動
く
。
大
目
に
見
る
」

リーダー　若手教師２人が担当。ＰＴ会議の運営や研修の企画立案
などを行う。年度ごとに交代。
メンバー　自由に公開授業やＰＴ会議へ参加し、授業改善を図る。

公開授業
自身の指導に対してアドバイスがほしい教師が、日常
の授業を公開。公開前日までに公開日時や授業のポイ
ントなどを伝えるメールを全教師に送信。

ＰＴ会議
月１回、放課後に１時間実施。その月に行われた公開
授業の振り返りと意見交換、ＩＣＴ活用など特定のテー
マでのワークショップ、講師を招いた研修などを実施。

職員会議での
活動報告

ＰＴ会議で発表した教師のうち代表の１人が、職員会議
でＰＴの活動を５分間で報告。

「武高アクティブ
ニュース」の
発行

ＰＴ会議で発表した教師のうち代表の１人が、ＰＴの活
動内容を伝える通信を作成。教師全員への配信に加え、
同校のウェブサイトでも公開。

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊「Thinking	Knowledge	Forward&Frontier」の略称で、武生（TaKeFu）にちなんで「TKF」とした。
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低
さ
が
、
取
り
組
み
が
定
着
し
た
ポ
イ
ン
ト
だ
と
語
る
。

　「
公
開
授
業
の
意
義
を
感
じ
て
い
る
も
の
の
、
最
初

は
自
ら
手
を
挙
げ
る
教
師
は
多
く
な
く
、
Ｐ
Ｔ
リ
ー

ダ
ー
が
意
欲
の
あ
り
そ
う
な
教
師
に
声
を
か
け
て
実

施
を
促
し
て
い
ま
し
た
。
本
校
の
公
開
授
業
で
は
、

指
導
案
な
ど
の
作
成
を
求
め
ず
、
新
し
い
活
動
を

取
り
入
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
ほ
か
の
教
師
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
時
な
ど
に
公
開
す
れ
ば
よ
い
の

で
、
負
担
が
少
な
く
、
実
践
的
で
す
。
そ
う
し
た
点

が
浸
透
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
公
開
授
業
の
実
施
に

自
ら
手
を
挙
げ
る
教
師
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
」

　
19
年
度
は
、「
価
格
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
２
次
関

数
で
考
え
る
」（
数
学
）、「
喫
煙
者
の
雇
用
停
止
の
是
非
」

（
公
民
）、「
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

の
レ
イ
ア
ウ
ト
」（
美
術
）な
ど
の
授
業
が
公
開
さ
れ
た
。

物
理
担
当
の
小
原
先
生
は
、
公
開
し
た
思
い
を
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「
私
が
公
開
授
業
を
行
っ
た
の
は
、
自
分
が
取
り

入
れ
た
新
し
い
指
導
方
法
を
他
教
科
・
科
目
の
視
点

で
見
て
も
ら
い
、
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
か
っ

た
か
ら
で
す
。
授
業
に
つ
い
て
否
定
的
な
意
見
は
言

わ
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
、
安
心
し
て
授

業
を
公
開
で
き
ま
す
」

　
現
Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
で
地
理
歴
史
科
担
当
の
杉
坂
卓
哉

先
生
は
、自
身
の
授
業
改
善
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
公
開
授
業
や
Ｐ
Ｔ
会
議
で
刺
激
を
受
け
、
私
も

授
業
で
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
を
生
徒
に
投
げ

か
け
た
り
、
生
徒
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
増
や

し
た
り
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
や

生
徒
の
人
間
関
係
に
ま
で
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
が
仲
間
の
声
に
耳
を
傾
け
、
自
分
の
思
い
を

言
葉
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
姿
を
見
て
、
も
っ
と
Ｐ

Ｔ
を
生
か
し
て
指
導
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
定
例
の
Ｐ
Ｔ
会
議
で
は
、そ
の
月
に
公
開
授
業
を
行
っ

た
教
師
が
、
授
業
内
容
や
そ
の
ね
ら
い
、
手
応
え
、
生

徒
の
様
子
な
ど
を
振
り
返
る
実
践
報
告
を
行
う
。
続
い

て
、
教
科
横
断
型
授
業
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
校
内
外
の
教
師
を
講
師
と

し
て
招
い
た
研
修
な
ど
も
実
施
す
る
。
会
議
は
原
則
月

１
回
で
、
定
期
考

査
終
了
後
の
午
後

な
ど
、
部
活
動
の

顧
問
の
教
師
も
参

加
し
や
す
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
約
１
時

間
行
わ
れ
る
。
参

加
は
自
由
で
、
関

心
の
あ
る
テ
ー
マ

の
時
だ
け
参
加
す

る
教
師
も
い
る
。

　
20
年
９
月
に
実

施
し
た
Ｐ
Ｔ
会
議

で
は
、
学
習
評
価

を
テ
ー
マ
と
し

て
、「
生
徒
が
つ
く
る
評
価
基
準
」
に
つ
い
て
の
研
究

発
表
を
し
、
ゲ
ス
ト
で
参
加
し
た
他
校
の
教
師
と
も
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
川
内
邦く

に
お
う央

教
頭
は
、
Ｐ
Ｔ
会
議
の

意
義
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
関
心
の
あ
る
研
修
に
だ
け
参
加
で
き
る
負
担
感

の
少
な
さ
が
、先
生
方
を
引
き
つ
け
る
の
で
し
ょ
う
。

私
は
参
加
し
て
も
、
極
力
発
言
を
せ
ず
、
聞
き
役
で

い
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
議
論
の
方
向
性
を
変
え

た
り
、
話
を
ま
と
め
て
し
ま
っ
た
り
す
れ
ば
、
先
生

方
の
自
主
性
が
損
な
わ
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
会
議
は
、
先

生
方
が
参
加
を
楽
し
み
つ
つ
、
自
ら
の
成
長
を
実
感

で
き
る
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
毎
回
の
Ｐ
Ｔ
会
議
の
結
果
は
、
そ
の
時
の
会
議
で
授

業
や
研
修
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
し
た
教
師
の
う
ち
の

「武高アクティブニュース」図2

参
加
自
由
の
Ｐ
Ｔ
会
議

職
員
会
議
や
通
信
で
内
容
を
共
有

公開授業やＰＴ会議などの内容を伝える通信を、PT会議で PTの活動
を発表した教師のうちの１人が担当となり、月１回作成・発行している。
全教師にメールで配信するほか、学校のウェブサイトでも公開している。
＊学校資料を一部改訂して掲載。
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１
人
が
代
表
し
て
職
員
会
議
で
報
告
す
る
こ
と
で
、
全

教
師
に
Ｐ
Ｔ
の
活
動
を
共
有
、
周
知
し
て
い
る
。

　「
職
員
会
議
で
の
報
告
は
５
分
間
以
内
に
収
ま
る

よ
う
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
制
限
時
間
が
あ
る

中
で
必
要
事
項
を
伝
え
る
ス
キ
ル
は
、
指
導
に
も

役
立
つ
は
ず
で
す
。
ま
た
、
発
表
に
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
用
い
る
こ
と
に
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ス
キ

ル
を
高
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」（
杉
坂
先
生
）

　
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｔ
会
議
で
Ｐ
Ｔ
の
活
動
を
発
表
し
た
教
師

の
う
ち
の
１
人
が
、
活
動
内
容
を
伝
え
る
通
信
「
武
高
ア

ク
テ
ィ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
」（
図
２
）
の
作
成
を
担
当
。
担
当

者
は
、
ほ
か
の
発
表
者
や
公
開
授
業
を
行
っ
た
教
師
に
原

稿
執
筆
を
依
頼
す
る
な
ど
し
た
上
で
、
自
身
の
視
点
で
記

事
を
ま
と
め
る
。
同
通
信
は
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
ほ
か
、

学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
一
般
公
開
も
し
て
い
る
。

　
公
開
授
業
や
Ｐ
Ｔ
会
議
へ
の
参
加
が
し
や
す
い
設
計

に
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
の
活
動
に
は
同
校
の
９
割
以

上
の
教
師
が
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
在
、
公
開
授
業
は
毎
月
３
人
以
上
の
教
師
が
実
施

し
、
19
年
度
か
ら
は
教
科
横
断
型
の
コ
ラ
ボ
授
業
が

度
々
公
開
さ
れ
て
い
る
。
コ
ラ
ボ
授
業
の
実
施
は
、「
Ｔ

Ｋ
Ｆ
」
を
よ
り
効
果
的
に
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
が
ね
ら
い
だ
。
例
え
ば
、
物
理
担
当
の
小
原
先
生
と

世
界
史
担
当
教
師
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
で
は
、
２
時
間
連

続
で
ロ
ー
マ
の
水
道
橋
を
テ
ー
マ
に
探
究
学
習
を
実
施

し
た
。
１
時
間
目
の
世
界
史
で
は
、
水
道
橋
に
ア
ー
チ

　
Ｐ
Ｔ
発
足
か
ら
４
年
目
と
な
り
、
校
内
に
自
主
的
な

授
業
改
善
の
文
化
が
根
づ
い
て
き
た
。
１
年
次
か
ら
多

く
の
教
科
・
科
目
で
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
師
が
特
に
ル
ー
ル
を
教

え
た
り
、
場
づ
く
り
を
工
夫
し
た
り
し
な
く
て
も
、
生

徒
に
は
他
者
と
協
働
し
て
学
ぶ
姿
勢
が
定
着
し
て
い

る
。
全
校
体
制
で
Ａ
Ｌ
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
相

乗
効
果
の
表
れ
と
言
え
よ
う
。

　
毎
年
11
月
に
は
校
外
向
け
に
公
開
授
業
を
実
施
し
て

お
り
、
19
年
度
は
県
内
外
か
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
。

参
加
者
と
同
校
の
教
師
が
熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
（
20

年
度
は
、
Ｐ
Ｔ
会
議
の
み
公
開
予
定
）。
同
校
を
訪
れ

た
他
校
の
教
師
の
中
に
は
、
Ｐ
Ｔ
を
参
考
に
授
業
改
善

の
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
む
者
も
い
た
と
い
う
。

　
今
後
の
課
題
は
、
教
師
が
異
動
に
よ
り
入
れ
替
わ
っ

て
も
Ｐ
Ｔ
を
文
化
と
し
て
継
承
し
て
い
く
こ
と
だ
。

　「
Ｐ
Ｔ
が
全
校
的
な
取
り
組
み
と
な
っ
た
の
は
、

発
足
に
尽
力
し
た
教
師
の
熱
意
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
あ
り
つ
つ
も
、
Ｐ
Ｔ
へ

の
参
加
を
促
し
て
取
り
組
み
の
効
果
を
実
感
し
て
も

ら
い
、
成
果
を
学
校
内
外
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、各
教
師
が
意
義
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、

取
り
組
み
は
形
骸
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
異
動
に

よ
り
教
師
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
指
導

力
向
上
の
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
工
夫
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
今
川
先
生
）

構
造
が
用
い
ら
れ
た
理
由
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
さ
せ
、

２
時
間
目
の
物
理
で
は
、
建
築
様
式
に
よ
る
構
造
の
違

い
を
調
べ
た
上
で
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
ブ

ロ
ッ
ク
を
利
用
し
た
丈
夫
な
橋
を
作
成
し
、
ア
ー
チ
構

造
の
強
度
の
物
理
的
な
解
析
な
ど
を
行
っ
た
（
写
真
）。

　
20
年
度
に
探
究
進
学
科
が
新
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
コ

ラ
ボ
授
業
の
実
施
が
さ
ら
に
増
え
て
い
る
。

　「
Ｐ
Ｔ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
教
科
・
科
目
間
の
意

思
疎
通
を
図
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
が
、
コ
ラ
ボ
授

業
の
活
発
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
授
業
づ
く
り

で
は
、
各
教
科
・
科
目
の
立
場
か
ら
、
授
業
で
生
徒

に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
を
語
り
合
い
、
ど
の
よ
う

に
教
科
・
科
目
間
で
協
力
す
る
か
を
練
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
る
こ
と
で
、
生
徒
の

科
学
的
思
考
力
や
問
題
発
見
力
の
伸
び
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
師
が
協
働
す
る
姿
は
、
生
徒
に

も
よ
い
刺
激
に
な
る
で
し
ょ
う
」（
小
原
先
生
）

福井県立武生高校

写真　２年生の文系クラスでは、ローマの水道橋に用いら
れたアーチ構造をテーマに、物理と世界史の教科横断型の
コラボ授業が行われた。文系クラスには物理が苦手な生徒
が少なくないため、教師の想定外の答えも出てきたが、建
築史を物理の視点から学ぶ文理融合の学習となった。

Ｐ
Ｔ
の
活
動
を
校
外
に
も
公
開

授
業
改
善
の
波
が
他
校
へ
波
及

目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
、

教
科
横
断
型
授
業
が
活
発
に
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改良会議実施校福岡県立東筑高校
◎「文武両道」「質実剛健」を校
是として、グローバル社会をリー
ドする卓越した人材の育成を目指
す。部活動も盛んで、野球部は甲
子園大会春夏計 9 回出場、ラグ
ビー部は全国大会に計４回出場、
ボート部は国体 18 回出場を誇る
県内有数の強豪である。
◎設立　1898（明治 31）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 280 人
◎ 2020 年度入試合格実績（現
役のみ）　国公立大は、東京大、
京都大、大阪大、九州大などに
183 人が合格。私立大は、慶應
義塾大、中央大、東京理科大、 
早稲田大、同志社大などに延べ
264 人が合格。
◎ URL
http://tochiku.fku.ed.jp/

Ａ４サイズ２枚のシートは、２年生の
１年間で生徒が取り組んできたことを
尋ねる部分が大半を占めている。春季
休業に取り組みたいことや、３年生へ
の進級に向けて課題だと考えているこ
となどを記入するスペースは、全体の
３割程度にとどまっていた。

改良！指
導ツール

校内の教師同士による対話を通して、自校の指導ツールの改良を図る本コーナー。
今号は、福岡県立東

とう

筑
ちく

高校の２年生が３月の二者面談前に記入する
学年振り返りシートについて検討した。

主
幹
教
諭
・
教
務
主
任
・
教
育
推
進
部
長

辻
本
貢
士 
つ
じ
も
と
・
こ
う
じ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。

２
０
１
６
年
か
ら
４
回
、
本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
部
進
路
指
導
班

阿
部
啓 

あ
べ
・
け
い

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
部
情
報
班
主
任

安
部
弘
敏 

あ
べ
・
ひ
ろ
と
し

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

福岡県立
東
と う

筑
ち く

高校

Before

３年生への進級を前に現在の自分の課題を考えさせ、春季
休業に取り組む具体的なアクションを担任と共有させたい。

活動内容の振り返りが、事実関係の整理だけにとどまり
がちであるため、その活動を通じてどんな力が身につい
たのかまでを生徒に記述させたい。

課題

1

2

２年次３月に行われる担
任との二者面談を前に、

本シートへの記入を通じて、1 年間を振
り返り、充実した春季休業の過ごし方を
考えさせる。また、指導要録作成のため
に、生徒が取り組んできた活動を担任が
整理、把握することもねらいの 1 つ。

ねらい

46 December  2020
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少々あらが目立
とうと、３年生
への進級に向け
て自分なりの見
通しやプランを

持って面談に臨む生徒の方
が、私たちは多角的な視点か
らのアドバイスがしやすいも
のです。2年次3学期以降の
節目となる進路行事を意識さ
せることで、生徒がより具体
的なアクションを考えやすい
改訂ができたと思います。

先生方との対話
を通じて、ツー
ルのねらいが今
まで以上に整
理できました。

私は特に、クラスの中で生徒
がこの１年間どのような成長
をしてきたのかを言語化させ
たいので、例えば、「学校行事
の中でクラスの一員として頑
張ったこと」を記入させるな
ど、さらにシートをアレンジ
してみようと思いました。

学年全体で使う
ツールは、学年
団で 1 つのひ
な型を作った上
で、各担任がク

ラスの実情に合わせてアレン
ジを加えていくのがよいと思
います。そうした気持ちを教
師一人ひとりが今以上にしっ
かりと持つことで、チームと
しての強みと担任の個性の両
方を生かせるのだと、改良会
議を通じて実感しました。

どのような対話を
通じて改良できたのかは、
次ページで！！

２年生　学年振り返りシート　　　　組　　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅰ．1年間の実績を記録しておこう Ⅱ．３年生としての1年を見据えて

Ⅲ．春休みの〈　　　　　　大学　　　　　　　学部〉
　　過去問題挑戦に向けての学習ポイント

Ⅳ．３年生　総合学力記述模試・７月までにクリアしたい課題や目標

①自分の性格（長所、どんな人物か）自分が思う自分自身について自信を持って詳細に記入してください。 ①どんな１年にしたいですか。目標など、具体的に詳細に記入してください。

②部活動　（　　　　　）部の活動内容・実績　※正式な大会名、実施日時、成績などを詳細に記入すること

③クラス役員　（　　　　　　　　）委員（係）の活動内容・実績

④生徒会活動　（　　　　　　　　）委員の活動内容・実績

⑤２学年の1年間に新たに取得した資格　※正式な資格名、取得した日時などを詳細に記入すること

⑥持っている資格　※柔道、剣道、その他の段や級。書道、ピアノなども正式な資格名、取得日時を記入すること

⑦参加したボランティア（参加時期、内容など）　※学校内外問わず記入すること

⑧各種体験活動、進路イベント、ひびきの学問探究など、参加した活動　※希望して参加したものはすべて記入すること

⑨上記②から⑧で特に頑張ったことを１つ選んで詳しく書いてください。

何をどのように頑張ったか 身についた力

⑩課題研究　（　　　　　　　）班　　テーマ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

何をどのように頑張ったか 身についた力

②３年生に向けて、悩みや不安、心配事、決意や期待などを記入してください。

２年生３月末までに ３年生４月末までに ３年生６月末までに

１年間の活動の記
録はシートの左半
分に収める。頑
張ったこと、身に
ついた力を書く項
目は生徒自身に選
択させる。

シートの右半分では、3
年生への進級を前にした
自身の課題と今後取り組
むべきことを書かせる。
春季休業に挑戦する志望
大学の過去問題や、3年
生7月模試など、同校教
師が進路指導上重視して
いることも、今後自分が
取り組むべきことを具体
的に考えやすくするため
に盛り込んだ。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

学年振り返りシート２年生

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

After
具体的なアクションへと結びつける
ために、春季休業や３年生進級直
後など進路指導上も重要な節目に
おける目標を設定させる。

重点的に振り返りたい項目を生徒
自身に選ばせて、頑張ってきたこと
や身についた力を詳述させる。

1 2改良ポイント
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河
野
　
改
良
会
議
に
先
立
っ
て
、
実
際
に
生
徒
が
記
入
し
た

シ
ー
ト
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
び
っ
し
り
と
書
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
先
生
方
は
ど
の
よ
う
な
課
題
を
お
感
じ

な
の
で
し
ょ
う
か
。

安
部
　
記
入
内
容
と
し
て
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
こ
と
の
具

体
化
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
の
振
り
返
り
が
、
事
実
ベ
ー
ス
の
記
述
に
と
ど
ま
り
、
そ

の
活
動
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
力
が
身
に
つ
い
た
の
か
を
書

け
て
い
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
、
と
い
う
２
点
で
す
。

阿
部
　
生
徒
た
ち
は
真
剣
に
考
え
、
し
っ
か
り
記
入
し
て
く

れ
て
い
ま
す
し
、
シ
ー
ト
を
基
に
し
た
面
談
も
生
徒
た
ち
は

楽
し
み
に
し
て
い
て
、
い
つ
も
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で

す
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
場
を
生
徒
は
求
め
て
い
る
の
だ
な

あ
と
感
じ
ま
す
。

辻
本
　
本
校
の
生
徒
は
、
自
分
の
頑
張
り
を
教
師
に
伝
え
た

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
面
談
で
も
生
徒
は
よ
く
話

し
て
く
れ
ま
す
。
面
談
期
間
中
の
部
活
動
の
時
に
、
面
談
の

後
の
気
持
ち
を
聞
く
と
「
面
談
を
し
て
も
ら
っ
て
や
る
気
が

出
ま
し
た
」
と
、
多
く
の
生
徒
が
答
え
ま
す
。
そ
の
や
る
気

を
具
体
的
な
行
動
に
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
た
い
で
す
。

河
野
　
具
体
的
な
行
動
に
つ
な
が
る
振
り
返
り
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。

安
部
　
目
標
や
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
に
書
け
る
か
ど
う
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ら
を

具
体
的
に
書
け
て
い
な
い
生
徒
に
対
し
て
は
、
面
談
で
聞
く

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。「
数
学
を
頑
張
る
」
と
い
っ
た
程

度
に
し
か
書
け
て
い
な
い
生
徒
も
、
面
談
で
話
す
中
で
具
体

的
な
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
に
は
あ
る
程
度
の
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
ま
す
。

阿
部
　
シ
ー
ト
を
通
し
て
具
体
的
な
行
動
計
画
を
考
え
た
状

態
で
面
談
に
臨
ま
せ
て
、
面
談
で
さ
ら
に
深
掘
り
し
た
い
で

す
ね
。
シ
ー
ト
上
の
問
い
を
具
体
的
な
目
標
や
取
り
組
み
た

い
こ
と
が
答
え
や
す
い
も
の
に
す
れ
ば
、
記
入
内
容
が
こ
れ

ま
で
と
は
違
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
進
路

指
導
上
私
た
ち
が
重
視
し
て
い
る
３
年
生
７
月
の
模
擬
試
験

を
シ
ー
ト
の
中
で
意
識
さ
せ
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

安
部
　
本
校
で
は
、
２
年
生
の
春
季
休
業
中
に
、
そ
の
時
点

で
の
志
望
大
学
の
過
去
問
題
に
挑
戦
さ
せ
ま
す
。
３
年
生
へ

の
進
級
前
の
生
徒
に
よ
い
影
響
を
与
え
て
き
た
伝
統
的
な
取

り
組
み
で
す
か
ら
、
そ
れ
も
目
標
設
定
さ
せ
る
項
目
と
し
て

改良会議
先生方の

対話のダイジェスト

実 録

福岡県立東筑高校 ◎２年生　学年振り返りシート
改良！指

導ツール

進
路
指
導
上
の
重
要
な
節
目
を
意
識
さ
せ
、

今
後
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

考
え
や
す
く
す
る

具
体
的
な
行
動
を
考
え
や
す
い
問
い
か
け
に
す
る

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

高
大
領
域
担
当
責
任
者

河
野
仙
一

こ
う
の
・
せ
ん
い
ち

「
読
者
と
編
集
部
に
は
申
し
訳
な
い
が
、
と
に
か

く
自
校
の
指
導
に
つ
い
て
語
り
合
う
時
間
に
し
た

い
」
と
開
口
一
番
、
辻
本
先
生
。
そ
れ
は
編
集
部

と
し
て
も
本
望
で
す
。
指
導
ツ
ー
ル
の
改
良
に
向

け
た
検
討
の
過
程
を
記
事
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
通
じ
て
、
自
校
の
教
師
同
士
の
対
話
の
有
用

性
を
読
者
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
、
本
コ
ー
ナ
ー

の
趣
旨
の
１
つ
で
す
。

改
良
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
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シ
ー
ト
に
盛
り
込
み
、
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
考
え
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

辻
本
　
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
ス

ペ
ー
ス
が
増
え
た
分
、
１
年
間
の
活
動
の
振
り
返
り
に
つ
い

て
は
、
事
実
関
係
の
整
理
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
、
特
に
自

分
が
詳
し
く
書
き
た
い
と
思
う
項
目
を
生
徒
に
決
め
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
そ
の
項
目
に
つ
い
て
で
あ
れ
ば
、
身
に
つ
い
た
力

は
記
述
し
や
す
い
は
ず
で
す
。
た
だ
、
本
校
の
教
育
活
動
の

軸
で
あ
る
課
題
研
究
に
つ
い
て
は
、
全
員
に
振
り
返
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

河
野
　
振
り
返
り
シ
ー
ト
が
改
良
さ
れ
る
こ
と
で
、
面
談
で

の
シ
ー
ト
の
活
用
の
仕
方
も
変
わ
り
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

辻
本
　
シ
ー
ト
に
書
か
れ
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
あ

く
ま
で
も
生
徒
が
１
人
で
考
え
た
も
の
で
す
か
ら
、
当
然
、

面
談
を
経
て
修
正
が
入
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
考

え
る
と
、
こ
の
シ
ー
ト
は
面
談
後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ

き
だ
と
先
生
方
は
考
え
ま
す
か
。

安
部
　
こ
れ
ま
で
は
、
指
導
要
録
作
成
の
資
料
と
し
て
の
価

値
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
面
談
で
生
徒
か
ら
預

か
っ
て
、
そ
の
ま
ま
保
管
し
て
い
ま
し
た
が
、
面
談
で
の
気

づ
き
な
ど
を
生
徒
に
書
か
せ
て
再
提
出
さ
せ
る
の
も
よ
い
と

思
い
ま
し
た
。

阿
部
　
再
提
出
後
、
記
入
内
容
が
気
に
な
っ
た
生
徒
に
関
し

て
は
も
う
一
度
面
談
を
し
て
、
行
動
の
具
体
化
を
支
援
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

辻
本
　
３
年
生
へ
の
進
級
前
に
ど
の
よ
う
な
課
題
意
識
を

持
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
き
た
の
か
を
こ

の
シ
ー
ト
を
通
じ
て
３
年
生
の
担
任
に
引
き
継
げ
ば
、
学
年

間
の
指
導
の
連
続
性
も
高
ま
り
ま
す
ね
。
忙
し
い
中
で
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
生
徒
と
の
か
か
わ
り
を
さ
ら
に
よ

い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

各
分
掌
の
先
生
方
か
ら
「
こ
れ
っ
て
も
っ
と
よ
く
な
り
ま
す
か
ね
？
」

と
気
軽
に
相
談
さ
れ
、
と
も
に
考
え
る
こ
と
が
、
主
幹
教
諭
と
し
て

の
私
の
役
割
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

先
生
方
と
話
す
中
で
、
１
人
で
考
え
る
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
気
づ
き

が
あ
り
ま
し
た
し
、
私
の
考
え
を
辻
本
先
生
や
安
部
先
生
が
言
語
化
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
の
た
め
に
改
良
で
き
る
指
導
ツ
ー
ル
は
ま
だ
あ
り
そ
う
だ
と
感
じ

ま
し
た
。「
あ
の
生
徒
な
ら
ど
う
書
く
か
な
」
と
、
生
徒
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
先
生
方
と
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける学校及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの学校の
ご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

改良会議を振り返って ３
年
生
担
任
と
の
連
携
強
化
に
も
つ
な
げ
る
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２
０
１
９
年
４
月
か
ら
、
労
働
基
準

法
を
始
め
と
す
る
８
つ
の
法
律
、
い
わ

ゆ
る
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
順
次

施
行
さ
れ
、
国
は
法
制
度
の
面
か
ら
働

き
方
を
変
え
る
環
境
を
整
え
た
。
中
で

も
、
労
働
基
準
法
は
、「
70
年
に
１
度
の

改
革
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
見
直
さ
れ
た
。

　
そ
れ
ら
の
法
改
正
に
よ
り
、
企
業

に
は
、
残
業
時
間
の
上
限
規
制
や
有
給

休
暇
の
取
得
の
義
務
化
、
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
実
現
な
ど
、
様
々
な
ル
ー
ル

や
目
標
が
課
せ
ら
れ
た
（
図
１
）。
企
業

が
そ
れ
ら
を
順
守
す
る
こ
と
で
、
働
き

過
ぎ
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
い
だ
り
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

て
可
処
分
時
間
を
充
実
さ
せ
た
り
と
、

働
く
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
事
情

に
応
じ
た
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会

の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
　

　
マ
ク
ロ
的
な
視
点
で
見
る
と
、
働
き

方
改
革
が
求
め
ら
れ
る
背
景
に
は
、
日

本
が
直
面
す
る
様
々
な
問
題
が
あ
る
。

そ
の
１
つ
は
、「
日
本
型
雇
用
」
が
と

う
の
昔
に
限
界
を
迎
え
て
い
る
こ
と
だ

と
、
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
上
席
主
任

研
究
員
の
小
林
祐
児
氏
は
指
摘
す
る
。

　「
終
身
雇
用
や
年
功
序
列
な
ど
に
代

労
働
や
雇
用
に
関
す
る
法
制
度

を
改
革
し
、
働
き
方
を
変
え
る

パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所

上
席
主
任
研
究
員

小
林
祐
児

　

こ
ば
や
し
・
ゆ
う
じ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
、
市
場
調

査
会
社
を
経
て
、
２
０
１
５
年
か
ら

パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
所
属
。
主
な

研
究
領
域
は
、
働
き
方
改
革
、
ミ
ド

ル
・
シ
ニ
ア
層
の
活
性
化
な
ど
。

トレンド・ワード

働
き
方
改
革

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社

会
の
ト
レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
働
く
」「
暮
ら
す
」「
学
ぶ
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
働

き
方
改
革
」
を
取
り
上
げ
る
。
日
本
で
今
、
働
き
方
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
多
様
な
価
値
観
の
尊

重
に
加
え
、
旧
来
の
日
本
型
雇
用
か
ら
脱
却
し
、
日
本
の
社
会
や
経
済
に
活
力
を
取
り
戻
す
ね
ら
い
が
あ
る
。
働

き
方
改
革
に
よ
っ
て
、
働
き
方
に
加
え
、
人
々
の
暮
ら
し
や
学
び
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
労
働
や
雇
用
な

ど
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
上
席
主
任
研
究
員
の
小
林
祐
児
氏
に
話
を
聞
い
た
。

個
人
の
多
様
な
生
き
方
を
認
め
、
支
え
る
こ
と
で
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
活
力
を
取
り
戻
す

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

国による「働き方改革」の主な取り組み図１

◎残業時間の上限規制　◎フレックスタイム制の拡充
◎「勤務間インターバル」制度の導入促進
◎年５日間の年次有給休暇の取得（企業に義務づけ）
◎労働時間の客観的な把握（企業に義務づけ）

◎月60 時間超の残業の、割増賃金率の引き上げ
◎労働者に対する、待遇に関する説明義務の強化
◎不合理な待遇差の禁止（同一労働同一賃金の実現など）

◎「高度プロフェッショナル制度」の新設
◎産業医・産業保健機能の強化
◎行政による事業主への助言・指導等や裁判外紛争解決手
　続きの規定の整備

解
説
者

世の中　　　　　解説

勤務時間
改善

待遇改善

労働環境
改善

＊厚生労働省のウェブサイトの情報を基に編集部で作成。
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表
さ
れ
る
日
本
型
雇
用
は
、
製
造
業
が

け
ん
引
し
た
高
度
経
済
成
長
期
に
定
着

し
、
80
年
代
ま
で
日
本
経
済
の
発
展
を

支
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
や
国
内
市
場
の
縮
小
に

よ
っ
て
、
日
本
企
業
は
海
外
か
ら
人
材

を
雇
用
し
た
り
、
海
外
に
進
出
し
た
り

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
時
、
文
字
通
り
『
日
本
型
』
雇
用
は
、

世
界
的
に
は
特
殊
な
シ
ス
テ
ム
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
経
済
活
動
の
障
壁
と
な

り
、
い
ま
や
日
本
経
済
の
低
成
長
の
一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
多
様
な
技
術
、
価
値
観
を

持
つ
人
々
が
集
ま
る
と
起
こ
り
や
す

く
、
同
質
性
の
高
す
ぎ
る
集
団
か
ら
は

生
ま
れ
に
く
い
も
の
で
す
。
同
じ
企
業

に
長
年
勤
め
る
正
社
員
以
外
の
知
見
を

企
業
が
取
り
入
れ
や
す
く
す
る
と
い
う

意
図
も
、
働
き
方
改
革
に
は
あ
り
ま
す
」

　諸
外
国
に
比
べ
、
日
本
企
業
の
時
間

あ
た
り
の
生
産
性
が
低
い
こ
と
は
、
各

種
調
査
か
ら
分
か
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　「こ
れ
ま
で
は
、
意
欲
が
重
視
さ
れ
、

『
挑
戦
し
た
い
』
と
手
を
挙
げ
た
人
ほ

ど
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
長
時
間
労
働
を
招
き
や
す

く
、
多
様
な
人
々
が
労
働
市
場
に
加
わ

る
こ
と
を
難
し
く
し
て
い
ま
し
た
」

　日
本
の
将
来
推
計
人
口
を
見
る
と
、

人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
が
加
速

す
る
の
は
明
ら
か
だ
（
図
３
）。
そ
の

状
況
に
対
し
て
、
国
は
「
一
億
総
活
躍

社
会
」
の
実
現
を
掲
げ
、
女
性
や
高
齢

者
な
ど
の
労
働
参
加
を
後
押
し
し
て
い

る
が
、
企
業
の
日
本
型
雇
用
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
多
様
な
人
材
を
安
定
的
に

雇
用
す
る
の
は
難
し
い
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤

な
ど
、
企
業
は
働
き
方
の
変
革
を
迫
ら

れ
た
。
働
く
場
所
や
時
間
に
関
す
る
意

識
、
さ
ら
に
は
労
働
の
あ
り
方
そ
の
も

の
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
期
せ
ず
し
て
働
き

方
改
革
が
加
速
し
た
一
面
も
あ
る
。

　「社
会
全
体
を
見
る
と
、
日
本
型
雇

用
か
ら
の
脱
却
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
働
き
方
改
革
が
き
っ
か
け
の
１
つ

と
な
り
、
企
業
の
意
識
が
変
わ
っ
て
雇

用
制
度
が
変
革
さ
れ
、
よ
り
多
様
な

人
々
が
活
躍
し
や
す
い
社
会
へ
と
変
化

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　働
き
方
改
革
は
、
人
々
の
多
様
な
生

き
方
を
支
え
、
日
本
の
社
会
・
経
済
に

活
力
を
取
り
戻
す
と
い
う
面
か
ら
、
さ

ら
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

日
本
型
雇
用
か
ら
脱
却
し
、
多
様

な
人
材
の
安
定
的
な
雇
用
を
図
る

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
働
く
」「
暮

ら
す
」「
学
ぶ
」
の
３
つ
の
切
り

口
で
、
働
き
方
改
革
の
進
展
に
よ

る
、
社
会
や
生
活
の
変
化
を
具
体

的
に
見
て
い
く
。
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実績値

※太字の数値は総人口。

推計値

■ 0～14 歳　■ 15～64 歳　■ 65～74 歳　■ 75 歳以上

OECD加盟諸国の時間あたりの労働生産性（2018年）図２

日本の将来推計人口図３

36か国比較のうち、上位12か国と日本を掲載。
＊公益財団法人日本生産性本部「労働生産性の国際比較2019」を基に編集部で作成。

＊内閣府「令和２年版高齢社会白書（全体版）」を基に編集部で作成。
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　働
き
方
改
革
が
暮
ら
し
に
も
た
ら
す

こ
と
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、

可
処
分
時
間
の
増
加
だ
。
残
業
時
間
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
導

入
さ
れ
て
通
勤
の
必
要
が
な
く
な
っ
た

り
す
れ
ば
、
自
由
に
使
え
る
時
間
が
増

え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　自
由
な
時
間
の
過
ご
し
方
に
よ
っ

て
、
生
活
の
質
は
大
き
く
変
わ
る
。
家

庭
や
地
域
で
過
ご
す
時
間
に
充
て
た

　働
き
方
改
革
が
進
む
と
、
仕
事
や
会

社
へ
の
向
き
合
い
方
は
大
き
く
変
わ

る
。
こ
れ
ま
で
は
、
人
に
対
し
て
仕
事

を
割
り
あ
て
る
「
日
本
型
雇
用
」
が
一

般
的
で
あ
り
、
仕
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

そ
の
会
社
に
長
く
勤
め
た
人
に
蓄
積
さ

れ
る
た
め
、
年
功
序
列
は
一
定
の
価
値

を
保
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
海
外
で
は
む
し
ろ
、
仕
事

に
対
し
て
人
を
割
り
あ
て
る
「
ジ
ョ
ブ

型
雇
用
」
が
一
般
的
だ
。
働
き
方
改
革

の
重
点
項
目
の
１
つ
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
が
広
ま
る
と
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
が

定
着
す
る
と
予
測
さ
れ
る
（
図
４
）。

　「社
内
で
長
年
経
験
を
積
む
と
自
動

的
に
昇
進
す
る
制
度
は
次
第
に
廃
れ
、

役
職
が
空
い
た
時
に
そ
の
遂
行
能
力
を

持
つ
人
材
を
募
集
す
る
ジ
ョ
ブ
型
雇
用

が
広
が
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
雇
用

形
態
で
は
、
会
社
に
育
て
て
も
ら
う
の

で
は
な
く
、
能
力
を
伸
ば
し
、
人
脈
を

広
げ
る
よ
う
な
環
境
を
自
ら
整
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　日
本
型
雇
用
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
は

「
会
社
主
導
」
だ
が
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用

で
は
「
個
人
主
導
」
に
な
る
。
会
社
の

方
針
に
従
い
、
業
務
を
遂
行
す
る
だ
け

で
な
く
、
常
に
自
分
の
専
門
性
を
磨
き
、

積
極
的
に
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
姿
勢
が

よ
り
重
要
に
な
る
。

　日
本
型
雇
用
で
は
、
新
卒
採
用
で
入

社
し
た
社
員
は
、
勤
続
年
数
な
ど
に
応

じ
て
横
並
び
で
昇
給
す
る
給
与
体
系
が

一
般
的
で
、
そ
の
基
準
に
中
途
入
社
の

社
員
を
適
用
し
づ
ら
い
点
が
、
企
業
の

採
用
競
争
力
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
で
は
、
職
務
内
容
に
応

じ
た
給
与
が
明
確
に
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
ス
キ
ル
が
マ
ッ
チ
す

る
人
に
と
っ
て
は
、
転
職
に
よ
っ
て

キ
ャ
リ
ア
が
開
か
れ
や
す
く
な
る
。

　テ
レ
ワ
ー
ク
を
始
め
と
し
た
多
様
な

働
き
方
に
よ
っ
て
、
人

材
の
多
様
化
も
、
一
層

進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　「こ
れ
ま
で
は
、
長

時
間
働
い
た
人
ほ
ど
出

世
し
や
す
か
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
男
性
が
仕

事
を
担
い
、
女
性
は
家

庭
を
守
る
と
い
っ
た
性

別
役
割
分
業
が
合
理
的

と
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
非
正
規
社

員
は
、
ど
れ
だ
け
頑

張
っ
て
も
待
遇
が
向
上

し
な
い
実
態
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
状
況
が
是
正
さ

れ
る
と
、
年
齢
や
性
別
、
国
籍
な
ど
の

属
性
に
左
右
さ
れ
ず
に
雇
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
多
様
な
人

た
ち
が
一
緒
に
働
く
こ
と
が
実
現
さ
れ

や
す
く
な
る
の
で
す
」

「日本型雇用」と「ジョブ型雇用」の特徴図４

人
に
仕
事
を
割
り
あ
て
る
形
態
か
ら

仕
事
に
人
を
割
り
あ
て
る
形
態
へ

属
性
の
異
な
る
人
々
が
一
緒
に
働
く

多
様
性
の
あ
る
職
場
環
境
に
変
化

雇用形態 日本型雇用 ジョブ型雇用

考え方 人に仕事を割りあてる 仕事に人を割りあてる

業務内容

勤続年数や能力、希
望などを考慮して判
断される。総合的・全
般的

職務内容や必要なス
キルが明確に設定さ
れる。専門的・限定的

労働時間 長時間になりやすい
決められた職務を果
たせば定時で終わる

給与形態 職能給（年齢や勤続
年数に応じる）

職務給（仕事内容に
応じる）

勤務地 転勤の可能性あり 原則、転勤はない

キャリア形成 会社主導 個人主導

働
く

「
会
社
主
導
」か
ら「
個
人
主
導
」の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

暮
ら
す

柔
軟
な
働
き
方
で
得
た
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か

＊小林氏への取材を基に編集部で作成。
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雇
用
形
態
や
労
働
環
境
が
変
わ
る

と
、
学
び
に
も
変
化
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
は
「
専
門
性
」

だ
と
、
小
林
氏
は
指
摘
す
る
。

　「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
で
は
、
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
オ
ー

ル
４
の
成
績
よ
り
、
得
意
分
野
で
は
５

を
超
え
て
、
６
や
７
の
力
を
持
つ
人
材

が
活
躍
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
、
得
意
な
こ
と
や
好
き
な
こ

と
を
さ
ら
に
伸
ば
す
学
び
が
重
要
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
」

　
自
身
の
専
門
性
を
見
い
だ
し
、
磨
い

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

職
業
を
意
識
し
た
学
び
が
重
要
に
な
る

と
い
う
。

＊１　 「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造語。観光地などで働きながら休暇を取る仕事スタイルを指す。
＊２　 出張日の前後に休暇を取り、仕事と併せて観光などを楽しむ過ごし方。

り
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
高
め
る
勉
強
を

し
た
り
、
あ
る
い
は
副
業
を
行
っ
た
り

と
、
自
分
ら
し
い
過
ご
し
方
に
よ
っ
て
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
充
実

す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
＊
１
）」「
ブ
レ
ジ
ャ
ー

（
＊
２
）」
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化

は
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
確
立
す
る

上
で
大
き
な
支
え
に
な
る
に
違
い
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
、「
自

分
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
何
か
」「
ど

の
よ
う
な
人
生
を
送
り
た
い
の
か
」
と
、

自
己
と
向
き
合
う
姿
勢
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
大
切
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
暮
ら
し
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
す

る
居
住
地
域
の
選
び
方
も
、
変
化
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　「
従
来
の
職
住
近
接
の
前
提
が
崩
れ
、

都
心
か
ら
離
れ
て
郊
外
や
地
方
に
住
居

を
構
え
る
人
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
既
に
そ
う
し
た
傾

向
が
表
れ
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、ジ
ョ

ブ
型
雇
用
で
は
、
基
本
的
に
企
業
の
意

向
で
業
務
内
容
や
勤
務
地
を
変
え
ら
れ

な
い
た
め
、
転
勤
も
減
る
は
ず
で
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

企
業
が
都
市
か
ら
地
方
へ
と
拠
点
を
移

す
動
き
も
出
て
い
る
。
そ
う
し
た
社
会

環
境
の
変
化
が
重
な
り
、
地
方
創
生
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　「
大
学
だ
け
で
な
く
、
小
・
中
学
校

や
高
校
で
も
職
業
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
国
際
的
に
見
る
と
、
日
本
で
は

学
校
と
社
会
と
の
距
離
が
ま
だ
ま
だ
遠

い
と
感
じ
ま
す
。
多
様
な
職
業
を
体
験

し
、
働
く
こ
と
へ
の
理
解
が
深
ま
れ
ば
、

社
会
の
中
で
自
分
を
ど
う
生
か
せ
る
か

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
」

　
変
化
が
激
し
い
時
代
に
お
い
て
は
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
学
び
続
け
る
姿
勢

が
大
切
だ
。
人
材
の
流
動
性
が
高
ま
り
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
も
個
人
で
行
う
た
め
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
身
の
価
値
を
高
め

続
け
る
努
力
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

学
ぶ

強
み
を
持
つ
た
め
に
職
業
を
意
識
し
た
学
び
を

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

生涯学習で「マルチステージ」の人生をより豊かに
　これまで日本人の人生は、「教育→仕事→
定年退職後」の３つのステージに分かれる
のが一般的でした。それが、「人生 100 年時
代」と言われる長寿社会が到来し、技術革
新で社会や産業のあり方が大きく変容する

中で、その人の能力や将来像に応じて仕事や活動を組み合わせる「マルチステー
ジ」という考え方が浸透しつつあります。働き方改革は、そうした人生のあり方
に合わせて働き方を柔軟に変えていくための改革とも位置づけられるでしょう。
　マルチステージの人生をより豊かにするためには、社会に出てからの学び、す
なわち生涯学習が欠かせません。学校を卒業した後の長い人生を、生活や仕事
に求められるスキルが刻々と変化する状況で過ごすわけですから、生涯、学び
続ける必要があるのです。
　そうした社会状況に対応して、大学や大学院、専門学校などでは、社会人の
受け入れ体制を強化しつつあります。現在、正規課程・短期プログラムにおける
社会人の年間受講者数は約 50 万人で、文部科学省では、それを 2022 年までに
100 万人に増やすことを目指して生涯学習の基盤整備を進めています。その一環
として、文部科学省では、2020 年 8 月に産学と連携した「いまスタ！ 社会人の
学び応援プロジェクト」をスタートさせ、動画シリーズを公開中です。
　年齢にかかわらず、自己の成長を実感することは大きな喜びになります。これ
からも社会人が前向きな姿勢で学び続けられるような支援を続けていきます。

「いまスタ！ 社会人の学び応援プロジェクト」
https://www.mext.go.jp/b_menu/activity/topics/2020/20200825.html

文部科学省
総合教育政策局
生涯学習推進課
専修学校教育振興室長

金
かねしろ

城太一

いまスタ　動画 検索
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S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
を
目
指
す
目
標
７
と
、
気
候
変
動
へ
の
対
策
を
行
う
目
標
13
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
７
は
県
立
広
島
大
学
、
目
標
13
は 

創
価
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
（
＊
３
）
の
排
出
に
よ

り
、
世
界
の
平
均
気
温
は
産
業
革
命
以
前

に
比
較
し
て
約
１
℃
高
く
な
り
、
気
候
変

動
に
よ
る
極
端
現
象
が
、
今
ま
で
に
な
い

規
模
で
の
豪
雨
や
洪
水
、
猛
暑
に
よ
る
干

ば
つ
な
ど
の
災
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
気
候
変
動
を
抑
え
る
た
め

に
は
、
国
際
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
２
０
１
５
年
12
月
、
第
21
回
国

連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
に
お

い
て
、
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
革
命
以
前
と
の
比
較
で
、
世
界
の
平

均
気
温
の
上
昇
を
２
℃
未
満
を
目
標
と

し
、
努
力
目
標
と
し
て
は
１
・
５
℃
未
満

に
抑
え
る
こ
と
に
、
す
べ
て
の
国
が
合
意

し
た
の
で
す
。

　
中
で
も
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
多

い
上
位
（
中
国
、
米
国
、
Ｅ
Ｕ
、
イ
ン

ド
、
ロ
シ
ア
、
日
本
。
＊
４
）
は
、
排
出

削
減
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
排
出
量
１
位
の
中
国
は
、
20
年
の

目
標
13

気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め

の
緊
急
対
策
を
講
じ
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

多
い
国
の
取
り
組
み
が
必
須

世
界
の
状
況

解　説

　
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
年
々
増

え
続
け
る
中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決

は
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
、

持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
上
で
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
世
界
の
人
口
の
１
割
の
人
々
が

電
力
を
使
え
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
ア
フ

リ
カ
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
で
は
、
約
６
億

人
が
電
気
を
利
用
し
て
い
な
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
が

未
整
備
の
地
域
で
は
、
石
炭
や
木
炭
、
場

合
に
よ
っ
て
は
動
物
の
排
泄せ

つ

物
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
お
り
、
不
便
な
だ
け
で
は

な
く
、
不
衛
生
な
生
活
環
境
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
目
標
７
の
取
り
組
み
の
柱

の
１
つ
は
、
世
界
中
の
人
々
が
電
力
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
国
際
的
な
支
援
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
＊
１
）
の
割

合
を
、
大
幅
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
も
重
要

目
標
７

す
べ
て
の
人
々
の
、安
価
か
つ
信
頼
で
き
る
持
続
可
能

な
近
代
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る

消
費
量
が
増
加
す
る
中
、
資
源

枯
渇
や
環
境
へ
の
対
策
が
急
務

世
界
の
状
況

解　説

＊ 1　自然界に常に存在するエネルギーのことで、常に補充されるもの。環境に優しく、枯渇する心配がない。日本の法令では、太陽光・風力・水力・地熱・太陽熱・大
気中の熱その他の自然界に存在する熱・バイオマスとされている。　＊２　「安全性（Safety）」を前提として、「安定供給（Energy Security）」「経済効率性（Economic 
Efficiency）」「環境保全（Environmental Conservation）」を目指す取り組み。　
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国
連
総
会
の
一
般
討
論
演
説
で
、
国
内
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、
60
年
ま
で

に
実
質
ゼ
ロ
（
＊
５
）
に
す
る
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
。
同
３
位
の
Ｅ
Ｕ
で
も
、
欧

州
議
会
で
の
政
策
演
説
で
、
30
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
少
な
く
と
も

１
９
９
０
年
比
で
55
％
削
減
す
る
こ
と
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、

Ｅ
Ｕ
を
除
く
と
世
界
５
位
で
、
責
任
は
非

常
に
重
い
と
言
え
ま
す
。
国
内
の
温
室
効

果
ガ
ス
総
排
出
量
に
占
め
る
割
合
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
が
約
９
割
弱
で
（
＊
６
）、

主
に
燃
料
の
燃
焼
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
電
源
構
成
の
う
ち
76
％
が
天

然
ガ
ス
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料（
＊
７
）

に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
迅
速
か
つ
大
き
く

転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
省
は
、
国
内
で
の
二
酸
化
炭
素
排

出
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
標
と
し
、
自
治
体
に

そ
の
達
成
へ
の
努
力
を
働
き
か
け
て
い
ま

す
。
20
年
11
月
25
日
時
点
で
１
７
５
の
自

治
体
が
そ
の
方
針
を
表
明
す
る
な
ど
、
各

自
治
体
の
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
が
50
年
ま

で
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
化

を
目
指
す
な
ど
、
企
業
の
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
菅
総
理
大
臣

は
20
年
10
月
、
所
信
表
明
演
説
で
「
50
年

ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
」
と
表
明
し
、
革
新
的
技

術
の
研
究
開
発
を
促
進
す
る
な
ど
、
経
済

と
環
境
の
好
循
環
を
つ
く
っ
て
い
く
方
針

を
示
し
ま
し
た
。
今
後
、
国
や
自
治
体
、

企
業
の
脱
炭
素
化
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に

は
、
特
に
学
生
や
青
年
の
行
動
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
言
え
ま
す
。

創
価
大
学

経
済
学
部
経
済
学
科

准
教
授
　

掛
川
三
千
代

か
け
が
わ
・
み
ち
よ

専
門
分
野
は
、
環
境
政
策
、
環
境
管
理
、
環
境
経

済
学
。
国
連
開
発
計
画
（
U
N
D
P
）、
在
ラ
オ

ス
日
本
国
大
使
館
、
外
務
省
、
J
I
C
A
ベ
ト

ナ
ム
事
務
所
、
環
境
省
地
球
環
境
局
国
際
連
携
課

課
長
補
佐
な
ど
を
経
て
、
2
0
1
7
年
か
ら
現
職
。

解説者
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

大
胆
な
転
換
が
必
要

日
本
の
状
況

な
取
り
組
み
で
す
。
化
石
燃
料
は
、
お
よ

そ
１
０
０
年
後
に
は
枯
渇
す
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
は
、
化
石
燃
料
や
原
子
力
が
主
力

で
、
太
陽
光
や
風
力
、
地
熱
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
20
％
台
に
と
ど
ま

り
ま
す
。

　
技
術
革
新
な
ど
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
ど
れ
だ
け
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
換
で
き
た
か
と
い
う
発
電
効
率
を
高

め
る
こ
と
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決

に
寄
与
し
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な

い
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
生
命

線
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
目
標
７
の
達

成
度
は
低
く
、
特
に
電
気
を
つ
く
る
構
成

を
示
す
電
源
構
成
の
う
ち
化
石
燃
料
の
割

合
の
高
さ
が
大
き
な
課
題
で
す
。
東
日
本

大
震
災
以
後
は
、
原
子
力
発
電
所
の
操
業

停
止
が
相
次
ぎ
、
火
力
発
電
の
割
合
が
９

割
近
く
に
達
し
ま
し
た
。
化
石
燃
料
依
存

度
を
下
げ
る
た
め
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
依
存
割
合
は
２
割

に
満
た
な
い
状
況
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

枯
渇
し
て
か
ら
対
応
し
よ
う
と
し
て
も

解
決
は
不
可
能
で
す
。
政
府
は
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
い
わ
ゆ
る

「
３
Ｅ
＋
Ｓ
（
＊
２
）」
を
掲
げ
、
様
々
な

政
策
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
高
効
率
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ど
の
技
術
革
新
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
取
り
組

み
の
推
進
に
は
、
国
民
の
意
識
改
革
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
電
力
買
い
取
り
の
制
度

も
始
ま
り
ま
し
た
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
コ
ス
ト
を
国
民
が
負
担
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

県
立
広
島
大
学 

生
物
資
源
科
学
部

生
命
環
境
学
科 

教
授

大
竹
才
人

お
お
た
け
・
と
し
ひ
と

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
を
中
心
と
し
て
、
新
規
太
陽

電
池
研
究
や
太
陽
光
水
分
解
に
よ
る
水
素
生
成
の

研
究
に
取
り
組
む
。
太
陽
誘
電(

株)

に
勤
務
後
、

愛
知
工
科
大
学
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教

授
な
ど
を
経
て
、
２
０
１
６
年
か
ら
現
職
。

解説者

Ｐ．
　

56
〜
57
で
、
目
標
７
の
達
成
に
向

け
た
［
県
立
広
島
大
学
］
の
学
び
を

紹
介
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
は

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
が
必
要

日
本
の
状
況

Ｐ．
　

58
〜
59
で
、
目
標
13
の
達
成
に
向

け
た
［
創
価
大
学
］
の
学
び
を
紹
介

し
ま
す
。

＊ 3　大気中に含まれる二酸化炭素、一酸化二窒素、メタン、フロンガスなど、地球温暖化の原因とされるガスの総称。　＊ 4　IEA「CO2 EMISSIONS FROM FUEL 
COMBUSTION」 2019 EDITION　＊ 5　二酸化炭素などの温室効果ガスの人為的な排出と、森林等による吸収が均衡する状態。　＊６　「日本国温室効果ガスインベントリ報
告書　2020 年」、温室効果ガスインベントリオフィス編、環境省地球環境局総務課監修。　＊７　経済産業省「2019 年度エネルギー需給実績（速報）」(2020.11.18)。
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県
立
広
島
大
学
生
物
資
源
科
学
部
生
命

環
境
学
科
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
視
点

か
ら
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
広
く
深
く
学

ぶ
学
科
だ
。
そ
の
学
び
は
、「
環
境
科
学
」

「
環
境
技
術
」
の
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら

れ
る
。
環
境
科
学
で
は
、
化
学
や
生
物
、

物
理
な
ど
の
学
問
を
活
用
し
て
、
環
境
に

か
か
わ
る
物
質
循
環
や
生
態
系
な
ど
の
本

質
的
な
理
解
を
目
指
す
。環
境
技
術
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
大
気
・
水
質
汚
染
、
放
射

能
除
染
の
問
題
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
の

先
進
的
な
技
術
を
学
ぶ
。

　
１
年
次
は
、
環
境
科
学
と
環
境
技
術
の

基
礎
事
項
や
実
験
技
術
を
学
び
、
２
年
次

以
降
は
、
専
門
科
目
を
履
修
す
る
。
３
年

次
に
研
究
室
に
所
属
し
、
１
・
２
年
次
で

の
学
び
を
土
台
と
し
な
が
ら
、
自
身
が
関

心
の
あ
る
テ
ー
マ
の
研
究
に
取
り
組
む
。

　
生
命
環
境
学
部
環
境
科
学
科
（
＊
１
）

４
年
の
清
水
大た

い

雅が

さ
ん
は
、
環
境
技
術
が

社
会
で
ど
う
利
用
さ
れ
て
い
る
か
を
体
験

的
に
学
ぶ
１
年
次
の
導
入
科
目
「
環
境
科

学
セ
ミ
ナ
」
の
授
業
で
の
気
づ
き
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「
も
の
づ
く
り
が
盛
ん
な
浜
松
で
生
ま

れ
育
っ
た
私
は
、
技
術
開
発
を
通
じ
て

環
境
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
入
学
し
ま
し
た
。『
環
境
科
学
セ
ミ
ナ
』

の
授
業
で
は
、
地
域
の
浄
水
場
や
製
鉄
所

を
視
察
し
、
多
く
の
環
境
技
術
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
が

開
発
を
目
指
す
技
術
が
、
ど
の
よ
う
に

人
々
の
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
を

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
」

　
同
学
科
で
は
、
環
境
分
野
を
広
く
扱
う

た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
科
目
も
多

い
。
１
年
次
か
ら
履
修
可
能
な
「
環
境
シ

ス
テ
ム
学
」
で
は
、
様
々
な
環
境
問
題
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
捉
え
、
グ
ル
ー
プ

で
議
論
す
る
。
同
学
科
４
年
の
安あ

保ぼ

裕ゆ
う

貴き

さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
例
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
と
電
気

自
動
車
で
は
、
ど
ち
ら
の
方
が
環
境
負
荷

が
小
さ
い
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま

し
た
。
私
は
電
気
自
動
車
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
話
し
合
い
の
中
で
、
自
動
車

の
製
造
過
程
で
ど
れ
く
ら
い
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
も
考
え
な
い

と
、
ど
ち
ら
の
負
荷
が
小
さ
い
か
は
一
概

に
は
言
え
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し

た
。
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
判
断
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」

　
２
年
次
の
終
わ
り
に
は
、
研
究
室
の
説

明
会
や
研
究
室
訪
問
が
あ
り
、
学
生
は
所

属
す
る
研
究
室
を
選
ぶ
。
安
保
さ
ん
と
清

水
さ
ん
は
、
大
竹
研
究
室
に
所
属
し
、「
目

標
７

　エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

　そ
し

て
ク
リ
ー
ン
に
」
に
貢
献
す
る
た
め
、
新

た
な
太
陽
電
池
（
＊
２
）
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
大
竹
研
究
室
で
は
、
３
年
次
の
最
初
に

３
か
月
間
の
研
修
が
あ
り
、
太
陽
電
池
の

原
理
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
際
に
太
陽
電

理
論
と
技
術
の
両
面
か
ら

幅
広
く
環
境
問
題
を
学
ぶ

研
究
室
の
ゼ
ミ
全
員
で
、

革
新
的
な
太
陽
電
池
を
開
発

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

革
新
的
な
太
陽
電
池
の
開
発
を
チ
ー
ム
で

目
指
す
中
で
、
問
題
解
決
力
や
協
働
性
を
育
む

県
立
広
島
大
学
　

生
物
資
源
科
学
部
　

生
命
環
境
学
科
　
　
　 

大
竹
研
究
室

生
命
環
境
学
部
　

環
境
科
学
科
４
年

清
水
大
雅

し
み
ず
・
た
い
が

静
岡
県
立
浜
松
南
高
校
卒
業
。

生
命
環
境
学
部
　

環
境
科
学
科
４
年

安
保
裕
貴

あ
ぼ
・
ゆ
う
き

広
島
県
・
私
立
尾
道
中
学
校
・

高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

＊１　2020年度、生命環境学部環境科学科・生命科学科は、生物資源科学部生命環境学科・地域資源開発学科に再編。安保さんと清水さんが所属している生命環境学部環
境科学科の学びの多くは、生物資源科学部生命環境学科に引き継がれている。　

この学びに関する
他の SDGsの目標
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陽
光
を
い
か
に
余
す
こ
と
な
く
吸
収
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
主
流
の

シ
リ
コ
ン
を
用
い
た
太
陽
電
池
は
、
そ
の

発
電
効
率
が
最
大
で
27
％
ま
で
し
か
達
し

な
い
こ
と
が
理
論
的
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
太
陽
光
は
虹
の
７
色
の
よ

う
に
、様
々
な
色
の
成
分
を
含
ん
で
お
り
、

そ
の
う
ち
シ
リ
コ
ン
は
、
27
％
ま
で
し
か

吸
収
で
き
な
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
た
め

で
す
。
一
方
、コ
ロ
イ
ド
量
子
ド
ッ
ト
は
、

75
％
以
上
の
太
陽
光
を
吸
収
す
る
こ
と
が

理
論
上
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
着

目
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
（
写
真
）」（
安

保
さ
ん
）　

　
応
用
研
究
を
担
当
す
る
清
水
さ
ん
は
、

基
礎
研
究
で
得
ら
れ
た
コ
ロ
イ
ド
量
子

ド
ッ
ト
を
用
い
て
「
コ
ロ
イ
ド
量
子
ド
ッ

ト
太
陽
電
池
の
作
製
」
の
た
め
の
実
験
を

重
ね
て
い
る
（
図
）。

　「
こ
れ
ま
で
も
、
世
界
中
で
量
子
ド
ッ

ト
太
陽
電
池
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
作
製
は
困
難
を
極
め
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
我
々
が
開
発
し
た
コ

ロ
イ
ド
量
子
ド
ッ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
作
製
上
の
問
題
は
解
決
で
き
る

は
ず
で
す
。
人
類
の
夢
を
形
に
す
る
超
高

効
率
太
陽
電
池
の
完
成
に
向
け
て
、
応
用

研
究
を
続
け
て
い
ま
す
（
目
標
9
）」（
清

水
さ
ん
）	

　

　
清
水
さ
ん
は
、
卒
業
後
は
大
学
院
に
進

学
予
定
で
、「
将
来
的
に
は
、
身
に
つ
け

た
知
識
と
経
験
を
生
か
せ
る
環
境
関
連
の

職
業
に
就
き
た
い
」
と
語
る
。
安
保
さ
ん

は
、
屋
外
パ
ネ
ル
を
用
い
た
製
品
を
扱
う

企
業
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　「
４
年
間
で
培
っ
た
環
境
問
題
に
か
か

わ
る
知
識
や
問
題
解
決
力
を
生
か
し
て
、

そ
の
解
決
に
少
し
で
も
寄
与
す
る
仕
事
に

携
わ
り
た
い
で
す
」（
安
保
さ
ん
）

＊２　半導体を貼り合わせたパネルに太陽光をあてると、表面と裏面が正と負の電荷を帯びた状態になることを利用し、両面を回路でつないで電流を取り出すもの。電気を
蓄える機能はない。　＊３　量子ドットは、原子が 10～ 50個集まってできた微細な半導体の結晶。溶液の中に混じり合うコロイド状態にすると、素材によって異なる波
長の光に反応する。

池
を
作
製
す
る
こ
と
で
、
そ
の
構
造
の
理

解
を
深
め
る
。
研
修
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
現
在
の
化
石

燃
料
を
主
体
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
べ

て
太
陽
光
で
置
き
換
え
る
と
い
う
大
き
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
目
標
13
）。
　

そ
れ
は
、
人
類
全
体
が
１
年
間
で
消
費
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
量
が
、
地
球
に
降
り

注
ぐ
１
時
間
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
同
量

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
論
的
に
可
能
だ
と

示
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
。
し
か
し
、
現
状

の
太
陽
電
池
の
発
電
効
率
が
非
常
に
低
い

こ
と
が
、
そ
の
実
現
を
阻
ん
で
い
る
。

　
そ
こ
で
、
同
研
究
室
で
は
、
発
電
効
率

の
高
い
超
高
性
能
な
新
素
材
の
開
発
を
目

指
し
、
10
人
の
ゼ
ミ
生
が
基
礎
と
応
用
の

両
面
か
ら
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
週

１
回
は
全
員
が
集
ま
っ
て
進
捗
を
報
告

し
、
問
題
点
を
議
論
す
る
な
ど
、
協
働
し

て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
基
礎
研
究
を
担
当
す
る
安
保
さ
ん
は
、

超
高
効
率
な
太
陽
電
池
の
生
命
線
で
あ
る

新
素
材
、コ
ロ
イ
ド
量
子
ド
ッ
ト
（
＊
３
）

を
研
究
中
だ
。

　「
発
電
効
率
を
高
め
ら
れ
る
か
は
、
太

　
私
の
研
究
室
で
は
、
革
新
的
な
太
陽
電
池

の
開
発
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
ゼ
ミ
生

全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
担
っ
て
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
技
術
を
開
発
す
る
た

め
に
は
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
多
様
な
研

究
が
必
要
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
密
接
に
関
連
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
報
告
会
を
週
１
回
行

い
、
実
験
結
果
を
共
有
し
、
議
論
を
行
い
、

全
員
で
よ
り
よ
い
方
法
を
探
り
ま
す
。ま
た
、

世
界
に
例
の
な
い
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
い
う
自
負
心
が
、
学
生
を
本
気
で
研
究
に

向
か
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
研
究
活
動
を
通
じ
て
、
単
に
太

陽
電
池
に
関
す
る
専
門
知
識
・
技
術
が
得
ら

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
問
題
解
決
力
や
協
働

性
、
さ
ら
に
は
組
織
の
構
築
手
法
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
へ
向
け
た

戦
略
立
案
力
と
構
想
力
、
実
行
力
と
い
っ
た

様
々
な
力
が
身
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。

　
自
身
の
適
性
や
能
力
を
発
揮
し
て
可
能
性

を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
高
校
時
代
か
ら
広

い
視
野
と
知
的
好
奇
心
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
学
習
に
向
か
う
態
度
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。そ
う
し
た
志
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

高
校
時
代
に
ま
い
た
夢
の
種
は
、
大
学
で
立

派
に
開
花
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

生
物
資
源
科
学
部

生
命
環
境
学
科

教
授大竹

才
人

お
お
た
け
・
と
し
ひ
と

新
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
、

社
会
で
役
立
つ
問
題
解
決
力
を
育
む

写真　研究室で、フラスコを使って太陽電
池に用いる新素材を作製している様子。

合成されたコロイド量子ドッ
トの量子サイズ効果

図

合成された量子ドットの粒子サイズを変化させるこ
とで、蛍光特性の制御ができることを実験で実証。

新
技
術
の
開
発
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
解
決
へ
の
貢
献
を
目
指
す

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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創
価
大
学
経
済
学
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
経
済
社
会
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
同
学
部
経
済
学
科
３
年

の
平
野
美み

輝き

さ
ん
は
、
入
学
の
動
機
を
次

の
よ
う
に
話
す
。

　「
高
校
時
代
か
ら
難
民
問
題
や
貧
困
問

題
に
関
心
が
あ
っ
た
私
は
、
経
済
の
視
点

か
ら
そ
れ
ら
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
」

　
１
・
２
年
次
は
、学
部
必
修
科
目
の
「
ミ

ク
ロ
経
済
学
」
な
ど
の
ほ
か
、
全
学
部
共

通
科
目
「
世
界
市
民
教
育
科
目
群
」
で
の

「
環
境
と
開
発
」
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

連
し
た
内
容
を
学
ぶ
。
経
済
学
科
３
年
の

古
賀
誠ま

こ
と人

さ
ん
は
、
同
科
目
群
の
１
つ
で

あ
る
「
環
境
科
学
B
」
を
２
年
次
春
学
期

に
履
修
し
、
気
候
変
動
な
ど
の
環
境
問
題

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
た
。

　「『
環
境
科
学
B
』
で
は
、
少
人
数
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
環
境
問

題
へ
の
考
え
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
授
業
中
、
先
輩
か
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
先

の
上
司
に
ゴ
ミ
の
新
た
な
分
別
方
法
を
提

案
し
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
自
分

も
そ
の
先
輩
の
よ
う
に
、
環
境
問
題
の
解

決
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
、

も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
同
学
部
で
は
、
高
等
教
育
レ
ベ
ル
の
英

語
力
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
英

語
で
経
済
学
を
学
ぶ
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
る
。

古
賀
さ
ん
は
１
年
間
、
平
野
さ
ん
は
２
年

間
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。

　「
英
語
で
書
か
れ
た
経
済
学
の
教
科
書

を
要
約
し
、
そ
の
内
容
を
発
表
す
る
課
題

な
ど
を
通
じ
て
、
英
語
の
４
技
能
す
べ
て

が
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
」（
平
野
さ
ん
）

　
２
年
次
秋
学
期
に
は
、
自
分
の
関

心
に
応
じ
て
、
経
済
理
論
・
統
計
学
、

現
代
経
済
、
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
経
済
、

Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
＊
１
）
の
４
つ
の
ク

ラ
ス
タ
ー
（
科
目
群
）
か
ら
１
つ
を
選
択
。

ま
た
、
ゼ
ミ
に
も
所
属
し
、
専
門
的
な
学

び
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　
古
賀
さ
ん
は
、
環
境
問
題
や
開
発
問
題

を
学
び
た
い
と
考
え
、
環
境
経
済
学
や

農
業
経
済
学
が
学
べ
る
現
代
経
済
ク
ラ
ス

タ
ー
を
選
択
。平
野
さ
ん
は
、１
年
次
に
参

加
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
語
学
研
修
や
ケ

ニ
ア
で
の
海
外
研
修
も
踏
ま
え
、グ
ロ
ー
バ

ル
地
域
経
済
ク
ラ
ス
タ
ー
を
選
択
し
た
。

　「
研
修
中
に
受
け
た
講
義
で
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
の
た
め
に
自
国
を

離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
『
環
境
難
民
』

の
存
在
を
知
り
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

経
済
と
貧
困
問
題
と
の
つ
な
が
り
だ
け
で

な
く
（
目
標
１
）、
環
境
問
題
と
の
つ
な

が
り
も
学
び
た
い
と
考
え
ま
し
た
（
目
標

13
）」（
平
野
さ
ん
）

　
ゼ
ミ
は
、
古
賀
さ
ん
、
平
野
さ
ん
と
も
、

国
際
的
な
開
発
問
題
や
環
境
問
題
を
研
究

し
、「
目
標
13
　
気
候
変
動
に
具
体
的
な

対
策
を
」
に
も
貢
献
す
る
研
究
に
取
り
組

１
年
次
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

学
べ
る
科
目
群
を
開
講

ゼ
ミ
で
は
、
多
角
的
に
考
え
る
力

や
解
決
策
の
創
造
を
重
視

経
済
学
部
経
済
学
科
　

３
年平

野
美
輝

ひ
ら
の
・
み
き

秋
田
県
立
能
代
高
校
卒
業
。

経
済
学
部
経
済
学
科
　

３
年古

賀
誠
人

こ
が
・
ま
こ
と

千
葉
県
・
私
立
流
通
経
済
大
学

付
属
柏
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

環
境
問
題
と
経
済
を
結
び
つ
け
て
学
び
、

議
論・
表
現
を
通
じ
て
問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
る

創
価
大
学
　

経
済
学
部
　

経
済
学
科
　

掛
川
ゼ
ミ

＊１　英語による講義のみで構成されるコース。基準を満たした人のみが受講でき、留学生と一緒に英語で経済学を学ぶ。

この学びに関する
他のSDGsの目標
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　「
八
王
子
市
の
可
燃
ゴ
ミ
の
中
に
、
資

源
と
し
て
回
収
可
能
な
紙
類
が
約
９
％
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
原

因
は
、
分
別
意
識
の
不
足
に
あ
る
と
仮
説

を
立
て
、
市
内
の
５
地
域
の
住
民
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
」

　
そ
の
結
果
、
特
に
学
生
は
古
紙
分
別
を

負
担
に
感
じ
て
い
る
と
判
明
し
た
（
図

１
）。
そ
こ
で
、
負
担
感
を
な
く
し
、
古

紙
の
回
収
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
古
紙

専
用
の
回
収
袋
の
配
布
を
市
に
提
案
す
る

方
向
で
研
究
を
ま
と
め
、
学
部
の
ゼ
ミ
対

抗
研
究
発
表
大
会
で
１
位
を
獲
得
し
た
。

　
古
賀
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、
学
内
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
率
向
上
を
研

究
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
（
図
２
）。

　「
本
学
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
率
は
わ
ず
か
１
％
で
す
。
調
査
で
は
、

学
生
の
９
割
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
に
賛
成
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
本
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
セ
ン
タ
ー

に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
増
設
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
購
入
な
ど
を
提
案
す
る
予

定
で
す
（
目
標
7
・
11
）」　

　
４
年
次
は
、卒
業
論
文
に
向
け
て
各
自
、

研
究
を
深
め
る
。
掛
川
ゼ
ミ
で
は
、
将
来

の
進
路
に
結
び
つ
く
研
究
を
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
に
設
定
す
る
学
生
が
多
い
。

　「
私
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界

へ
の
就
職
を
希
望
し
て
お
り
、
日
本
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
必

要
な
政
策
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ

で
の
学
び
は
、
企
業
研
究
に
も
生
き
て
い

ま
す
」（
古
賀
さ
ん
）

　
食
品
業
界
に
関
心
の
あ
る
平
野
さ
ん

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培

に
つ
い
て
研
究
予
定
だ
（
目
標
15
）。

　「
森
林
伐
採
を
せ
ず
、
木
々
が
生
い
茂

る
中
で
コ
ー
ヒ
ー
を
栽
培
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。
環
境
に
優
し
い
食
品
産
業
の
あ

り
方
も
追
究
し
た
い
で
す
（
目
標
12
）」

む
掛
川
ゼ
ミ
に
入
っ
た
。
ゼ
ミ
で
は
、
２

年
次
秋
学
期
は
主
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、環
境
経
済
学
に
つ
い
て
学
ぶ
。

３
年
次
は
、
開
発
経
済
学
を
学
び
な
が

ら
、
卒
業
論
文
の
草
稿
を
各
自
作
成
。
加

え
て
、
各
ゼ
ミ
か
ら
１
グ
ル
ー
プ
が
出
場

で
き
る
、
学
部
内
の
ゼ
ミ
対
抗
研
究
発
表

大
会
へ
の
出
場
権
獲
得
を
目
指
し
、
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
研
究
を
進
め
る
。
発

表
大
会
へ
の
準
備
の
中
で
、
社
会
問
題
の

分
析
や
議
論
を
通
じ
て
、
発
表
力
や
多
角

的
に
考
え
る
力
、
解
決
策
を
導
く
力
を
鍛

え
て
い
く
。

　
今
年
度
の
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
東
京
都
八
王
子

市
の
古
紙
の
回
収
率
を
上
げ
る
た
め
の
研

究
を
行
っ
た
平
野
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
だ
。

　
本
ゼ
ミ
で
は
、
環
境
経
済
や
開
発
経
済
の

基
本
的
な
考
え
方
や
理
論
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
社
会
課
題
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
で

考
え
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
政
策
を
議
論
す
る
際
、
学
生
に
「
市

民
に
と
っ
て
最
善
の
効
果
が
出
て
い
る
か
」、

「
そ
の
手
法
は
途
上
国
で
も
最
善
か
」
な
ど

と
問
い
か
け
、
徹
底
的
に
議
論
し
ま
す
。

　
ま
た
、
私
自
身
の
国
連
開
発
計
画
や

J
I
C
A
（
＊
３
）
な
ど
で
の
実
務
経
験
を

生
か
し
、
理
論
と
現
実
社
会
を
つ
な
げ
る
授

業
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
学
生
が
発
表
す
る

際
、「
国
と
し
て
で
き
る
こ
と
」「
企
業
や
自

治
体
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
に
加
え
、
必
ず

「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
も

考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
ら

行
動
を
起
こ
す
人
材
を
育
て
、
国
際
機
関
や

自
治
体
、企
業
等
で
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
時
代
に
は
、
学
ん
だ
知
識
を
基
に
社

会
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
友
人
と
意
見
交
換

し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
習
慣
は
、
よ
り
よ

い
解
決
策
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
力

と
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
好
き
な

分
野
や
得
意
分
野
も
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
、
将
来
の
仕
事
に
つ
な
が
り
ま
す
。

経
済
学
部

　経
済
学
科

准
教
授

掛
川
三
千
代

か
け
が
わ
・
み
ち
よ

学生の古紙分別行動の回帰分析結果

学生への再生可能エネルギーに関する調査
◎創価大学の再生可能エネルギー率は何％だと思いますか？

図1

図 2

学生の古紙分別
行動は何に起因
しているのか、先
行研究（＊２）を参
照し、アンケート
を基に回帰分析
を実施。数字は標
準偏回帰係数を
示し、便益費用評
価が一番正の影
響を及ぼしている
ことが分かった。

古紙の
分別行動

＊平野さんの資料を基に編集部で作成。

環境リスク認知

責任帰属認知

対処有効性認知

実行可能性評価

便益費用評価

社会規範評価

-0.32

0.32

0.49
-0.15

0.46

0.67

0.23

環境に
優しい
目標意図

電力の 5％以下
だと思う
38.9%

電力の 10％から
20％だと思う
31.7%

取り入れて
いないと思う 2.4%

電力の80％から100％だと思う 1.1%
電力の50％から
70％だと思う 6.7%
電力の30％から
40％だと思う 19.2%

実際の利用率１％とは大きな差が見られる。
＊古賀さんの資料を基に編集部で作成。

将
来
の
進
路
に
結
び
つ
く
研
究

を
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に

社
会
課
題
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
え
、

自
ら
行
動
を
起
こ
す
人
材
に

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

＊２　広瀬幸雄、『環境と消費の社会心理学』(1995)。　＊３　国際協力機構。
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全国の若手教師が地域を超えてつながり、これからの教育について語り合う「若
手教師・教育創造ＭＴＧ」。今回は、４回目を迎えたオンラインミーティング、
そして、オンラインで行われた有志による対話「挑戦の会」についてリポートす
る。若手教師がそれぞれの課題や思いを語り合うだけでなく、そこで得た学びや
モチベーションを具体的な行動につなげる動きが進んでいる。

若手教師・教育創造MTGミーティング

第４回オンラインミーティング＆有志メンバーによる「挑戦の会」・リポート

仲間との対話で得た気づきや意欲を、
自身の教育活動へとつなげる

　
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

も
、
２
人
の
教
師
の
問
題
提
起
（
囲
み
参

照
）か
ら
始
ま
っ
た
。
テ
ー
マ
の
１
つ
は
、

「
生
徒
の
『
自
走
化
』」
だ
。
発
表
者
の
教

師
が
、
ま
ず
、「
生
徒
に
は
、
２
年
生
に

な
る
頃
か
ら
、
大
学
受
験
を
念
頭
に
、
目

標
と
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
意
識
し
な
が

ら
主
体
的
に
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ

の
た
め
、
１
年
次
か
ら
教
科
別
に
ド
リ
ル

の
取
り
組
み
目
標
を
段
階
的
に
示
し
て
い

る
。
だ
が
、
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
に

は
、
そ
う
し
て
教
師
が
手
を
か
け
る
だ
け

で
な
く
、
生
徒
に
時
間
の
使
い
方
な
ど
を

委
ね
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
葛
藤
が

あ
る
」と
い
っ
た
率
直
な
思
い
を
語
っ
た
。

そ
し
て
、「
自
走
す
る
生
徒
を
育
て
る
た

め
に
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と

ＮＥＸＴリーダーが
オンライン＆オフラインで
集まり、語り合う

若
手
教
師
が
問
う

生
徒
の「
自
走
化
」と「
自
由
」

私の教育活動　喜 怒 哀 楽

テーマ１●低学年次の進路指導

生徒の「自走化」を促すために
北海道・私立札幌第一高校　佐藤亮介先生

教科学習や探究学習で生徒の自走化を促すた
めには、どのようなことを意識すればよいの
か。高校生活で育成を目指す資質・能力を様々
な教育活動で獲得していくことを、生徒に自
覚させるグランドデザインが必要ではないか。

佐藤先生の発表に対する意見・感想
◎育成を目指す資質・能力を、教師だけでなく生徒とも話
し合い、共有することで生徒の同意を得て、目指すもの
を合致させることが自走化の鍵ではないか。

◎生徒が目標と現状の差を知り、希望進路を諦めようとす
る頃合いを見極め、教師が勇気づけることも自走化には必
要。自走させながらも教師が伴走することが重要だ。

佐藤先生
の
思い

全
国
の
若
手
教
師
が
互
い
に
語
り
合
う
中
で
、

新
た
な
課
題
に
気
づ
く
高
い
視
座
を
獲
得

第
４
回
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ〈
10
月
下
旬
実
施
〉

リ
ポ
ー
ト
そ
の
1
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教
育
活
動
の
関
係
を
、
教
師
と
生
徒
の
両

方
が
理
解
す
る
た
め
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
題
提

起
が
な
さ
れ
た
。

　
も
う
１
つ
の
テ
ー
マ
は
、「
生
徒
が
本

当
の
意
味
で
自
由
を
手
に
入
れ
る
た
め
の

教
育
」
だ
。
発
表
者
の
教
師
は
、「
と
り

あ
え
ず
就
職
先
が
決
ま
れ
ば
よ
い
」「
定

期
考
査
に
出
る
問
題
が
解
け
れ
ば
よ
い
」

と
い
っ
た
考
え
の
生
徒
が
、
自
分
の
可
能

性
に
気
づ
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
教
育

を
「
自
由
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
教
育
」

と
捉
え
、
地
域
の
社
会
人
や
大
学
生
と
の

対
話
の
場
づ
く
り
や
地
元
企
業
の
見
学
な

ど
を
行
っ
て
き
た
経
験
を
披
露
。
そ
の
上

で
、
次
の
課
題
と
し
て
、「『
人
は
よ
り
よ

く
変
わ
れ
る
』
と
い
う
こ
と
を
認
識
で
き

る
よ
う
な
定
期
考
査
の
あ
り
方
」
な
ど
に

つ
い
て
本
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー
に

問
い
か
け
た
。

　
４
回
目
を
迎
え
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
生
徒

が
非
認
知
能
力
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
か
け

が
必
要
か
」「
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を

促
す
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
の

あ
り
方
に
つ
な
が
る
マ
ク
ロ
な
視
点
の
問

い
か
け
が
目
立
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
本

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
若
手
教
師
た

ち
が
高
い
視
座
を
養
っ
て
き
た
か
ら
だ
ろ

う
。
実
際
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
成
果
を
振
り
返
る
中
で
、「
他

校
の
先
生
方
と
話
す
中
で
、
そ
れ
ま
で
自

分
が
気
に
留
め
て
い
な
か
っ
た
事
象
の
中

か
ら
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
未
来
の
教
師
像
や
学
校
組
織
の
あ

り
方
な
ど
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　
前
号
の
本
コ
ー
ナ
ー
で
リ
ポ
ー
ト
し

た
、
本
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
活
動
を
全
国

の
高
校
教
師
へ
の
「
提
案
・
提
言
」
と
し

て
ま
と
め
る
た
め
の
対
話
も
続
け
ら
れ
て

い
る
。「
提
案
・
提
言
」
を
実
践
的
な
も

の
と
す
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
が
対
話
の
中

で
得
た
気
づ
き
や
学
び
を
各
自
の
現
場
で

の
活
動
に
落
と
し
込
み
、
そ
の
成
果
を
語

り
合
う
試
み
と
し
て
、「
挑
戦
の
会
」
と

い
う
場
が
10
月
上
旬
に
設
け
ら
れ
た
。
今

ま
で
生
徒
の
振
り
返
り
が
十
分
で
は
な

か
っ
た
活
動
に
つ
い
て
、
新
た
な
振
り
返

り
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
メ

ン
バ
ー
の
う
ち
、
２
人
の
教
師
の
実
践
報

告
を
紹
介
す
る
。

　
実
践
者
の
１
人
で
あ
る
富
山
県
立
南な

ん

砺と

写真　1・2年生が中心となる学校祭だが、3年生も何らかの気
づきを得られるように、黒板を使って振り返りを試みた。これま
で気づかなかった人間関係が見えるなど、思わぬ成果もあった。

他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て

マ
ク
ロ
な
視
点
を
得
る

互
い
の
活
動
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、

新
た
な
「
生
徒
の
振
り
返
り
」
に
挑
戦

有
志
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
挑
戦
の
会
」〈
10
月
上
旬
実
施
〉

リ
ポ
ー
ト
そ
の
2

私の教育活動　喜 怒 哀 楽

テーマ 2●多様な社会人との対話

生徒が本当の意味で自由を手に入れるための教育
宮城県村田高校　清水絢

あや

子
こ

先生

生徒の自己肯定感を高めるきっかけの１つと
して、多様な社会人との対話の場をつくって
きた。さらに、非認知能力の育成を視野に入
れた定期考査のあり方や、校則の見直しなど
も含めた生徒主体の学校づくりを模索したい。

清水先生の発表に対する意見・感想
◎本校でも、社会人講話の後に小グループでの対話の時
間を取り入れ、ただ話を聞くだけで終わらせない工夫をし
た。生徒が自分の思いを率直に語る場がもっと必要だ。

◎校則の改正は生徒の主体性を育む活動になり得るが、
そうした活動に対して抵抗感がある教師もいる。生徒の
活動に対する教師側の共通理解が欠かせない。

清水先生
の
思い

新
た
な
振
り
返
り
の
場
を
設
け
て

生
徒
の
行
動
を
変
え
る
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生
徒
に
振
り
返
り
を
促
し
た
。
例
年
、
３

年
生
の
中
に
は
、
学
校
祭
の
様
子
を
参
観

せ
ず
、
教
室
で
自
習
を
続
け
る
生
徒
が
い

る
と
い
う
。
し
か
し
、
今
年
は
、
振
り
返

り
の
呼
び
か
け
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
教

室
に
残
る
生
徒
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
黒

板
に
書
か
れ
た
振
り
返
り
か
ら
も
、
ダ
ン

ス
を
披
露
し
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
姿
を
た

た
え
る
言
葉
を
中
心
に
、
３
年
生
で
あ
っ

て
も
同
じ
高
校
の
生
徒
と
し
て
学
校
祭
を

楽
し
む
様
子
が
見
ら
れ
た
（
Ｐ． 

61
写
真
）。

　「
私
は
、
今
年
度
初
め
て
３
年
生
の
ク

ラ
ス
担
任
を
務
め
て
い
ま
す
。
受
験
生
の

ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
で
、
緊
張
感
を
持
っ

て
日
々
ク
ラ
ス
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
本
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
先
生
方
か
ら
い

た
だ
く
刺
激
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
忘
れ
ず
に
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
振
り
返
り
も
、
受
験
生
で
あ
っ
て
も
学

校
行
事
に
前
向
き
に
参
加
す
る
仕
か
け
が

つ
く
れ
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
発
端
で

す
が
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
『
挑

戦
の
会
』
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
」（
石
黒

先
生
）

　
も
う
１
人
の
実
践
者
の
三
重
県
立
神か

ん

戸べ

高
校
の
森
田
歩
美
先
生
も
、
担
任
を
務
め

る
２
年
生
の
ク
ラ
ス
で
学
校
祭
の
振
り
返

り
を
行
っ
た
。
森
田
先
生
の
ク
ラ
ス
は
、

学
校
祭
の
準
備
段
階
で
生
徒
間
の
話
し
合

い
が
円
滑
に
進
ま
ず
、
計
画
し
た
出
し
物

が
中
止
に
な
る
な
ど
、
生
徒
が
当
初
期
待

し
て
い
た
学
校
祭
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
学
年
全
体
で
行
っ
た
振
り
返
り

で
は
、
安
易
に
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
非
難
す

る
言
葉
が
出
る
な
ど
、
ク
ラ
ス
内
の
生
徒

間
の
分
断
を
感
じ
て
い
た
森
田
先
生
は
、

ク
ラ
ス
独
自
で
改
め
て
学
校
祭
を
振
り
返

る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
た
。

　
森
田
先
生
は
生
徒
た
ち
に
「
学
校
祭
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
原
因
を
、
他
者
に

だ
け
で
な
く
、
自
分
に
も
焦
点
を
あ
て
て

考
え
て
み
る
と
、
ク
ラ
ス
の
た
め
に
で
き

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」「
よ
り
よ
い
ク
ラ
ス
に
し
て
い
く
た

め
に
、
今
回
振
り
返
っ
た
内
容
を
み
ん
な

で
共
有
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
、
Ｃ

ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
（
＊
）
で
の
投
稿
を
求
め
た
。

　「
全
員
が
ク
ラ
ス
の
こ
と
を
考
え
、
建

設
的
な
意
見
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
（
図

参
照
）。
振
り
返
り
の
意
義
が
伝
わ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
自
宅
で
ス
マ
ホ
を
使
い
、
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
の
顔
が
見
え
な
い
状
態
で

あ
っ
て
も
、
他
者
批
判
す
る
こ
と
な
く
、

真
剣
に
振
り
返
り
に
取
り
組
ん
だ
の
で

し
ょ
う
。
生
徒
も
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
を

自
分
た
ち
の
力
で
変
え
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
森
田
先
生
）

　
ク
ラ
ス
独
自
の
振
り
返
り
を
行
わ
な
け

れ
ば
、
生
徒
た
ち
は
学
校
祭
で
の
経
験
を

肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

だ
ろ
う
と
森
田
先
生
は
語
る
。
担
任
と
し

て
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
感
じ
て
い
た
が
、石
黒
先
生
同
様
に
、

森
田
先
生
の
背
中
を
押
し
た
の
は
「
挑
戦

の
会
」
の
存
在
だ
っ
た
。

　若
手
教
師
が
刺
激
を
与
え
合
い
、
取

り
組
む
様
々
な
挑
戦
が
、「
提
案
・
提
言
」

の
形
に
昇
華
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

福ふ
く

野の

高
校
の
石
黒
佳
奈
先
生
は
、
担
任
を

務
め
る
３
年
生
の
Ｈ
Ｒ
で
学
校
祭
の
振
り

返
り
を
行
う
こ
と
に
し
た
。学
校
祭
当
日
、

多
く
の
３
年
生
は
校
内
で
の
発
表
を
参
観

し
た
後
、
教
室
で
自
習
に
取
り
組
む
の
が

通
例
だ
が
、「
学
校
祭
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
、
気
が
つ
い
た
こ
と
を
後
で
振
り
返

ろ
う
」
と
前
も
っ
て
伝
え
る
こ
と
で
、
生

徒
の
１
日
の
過
ご
し
方
が
変
わ
る
の
で
は

な
い
か
と
石
黒
先
生
は
考
え
た
。

　
学
校
祭
当
日
の
朝
の
Ｈ
Ｒ
で
、
石
黒
先

生
は
、「
下
校
ま
で
に
、
今
年
の
学
校
祭

で
の
気
づ
き
を
、
少
な
く
と
も
１
人
１
つ

は
教
室
の
黒
板
に
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と

図　振り返りの内容は後日クラス全体で共有することを伝えた上で、生徒に
振り返りをさせ、その結果をClassi に入力させた。振り返りの意義を丁寧に伝
えたことで、生徒たちは他者批判を行わず、自分が改善すべきことを挙げた。

分
断
さ
れ
た
ク
ラ
ス
に

つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
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２
０
２
０
年
10
月
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
は
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

２
０
２
５
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の

出
題
教
科
・
科
目
等
の
検
討
状
況
を
高
校
・

大
学
関
係
者
に
示
し
、
意
見
を
聞
い
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
検
討
状
況
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

よ
る
と
、
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
「
出
題

教
科
・
科
目
を
現
在
の
６
教
科
30
科
目
か

ら
７
教
科
21
科
目
に
再
編
成
」「『
数
学
』

『
地
理
歴
史
・
公
民
』『
理
科
』
の
科
目
数

を
変
更
」「
教
科
『
情
報
』
を
新
設
」
な

ど
だ
（
図
１
・
Ｐ． 

64
図
２
）。

　
多
く
の
学
校
が
20
年
度
内
に
新
教
育
課

程
の
編
成
（
仮
案
）
を
教
育
委
員
会
に

提
出
し
、
21
年
夏
ご
ろ
ま
で
に
新
教
育
課

程
の
編
成
を
完
成
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

よ
う
だ
。
22
年
７
月
に
は
各
大
学
が
25
年

度
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
を
発
表
す
る
た

め
、
そ
の
段
階
で
25
年
度
入
試
に
向
け
て

新
教
育
課
程
に
若
干
の
修
正
が
必
要
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
年
度

末
ま
で
の
情
報
を
基
に
、
新
教
育
課
程
の

編
成
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

■ 2024年度入試まで（現行課程）

出題教科・科目 ６教科 30 科目

国語

数学
『数学Ⅰ』、『数学Ⅰ・数学 A』
『数学Ⅱ』、『数学Ⅱ・数学 B』
『簿記・会計』、『情報関係基礎』

外国語 『英語』（リーディング・リスニング）

理科
理科①『物理基礎』『化学基礎』『生物基礎』

『地学基礎』
理科②『物理』『化学』『生物』『地学』

地理歴史
・公民

『世界史Ａ』、『世界史Ｂ』、
『日本史Ａ』、『日本史Ｂ』、
『地理Ａ』、『地理Ｂ』、
『現代社会』、『倫理』、
『政治・経済』、『倫理、政治・経済』

■ 2025年度入試以降（新課程）

出題教科・科目 ７教科 21 科目

国語

数学
①『数学Ⅰ』
②『数学Ⅰ、数学 A』
③『数学Ⅱ、数学 B、数学 C』

外国語 『英語』（リーディング・リスニング）

理科
８科目から５科目に

『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』
『物理』『化学』『生物』『地学』

地理歴史
・公民

地歴公民は６科目から最大２科目選択
①『地理総合、地理探究』
②『歴史総合、日本史探究』
③『歴史総合、世界史探究』
④『公共、倫理』
⑤『公共、政治・経済』
⑥『地理総合、歴史総合、公共』

情報

＊大学入試センター 『令和 3 年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト実施要項』、大学入試センターが高校・大学関係者に示した、新学習指導要領に対応した大学
入学共通テストの出題教科・科目等の検討状況ヘのヒアリングなどを基にベネッセ文教総研、教育情報センターが作成。

「探究」が
範囲に入る

新設

6 科目から３科目に
数学Ⅱ・B が数学 C とセッ
トに。数学Ⅱを単体で受け
られなくなる

テーマ

新教育課程の
具体的な編成方針

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
で
の

検
討
状
況
が
明
ら
か
に

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
検
討
状
況

新学習指導要領の実施に向けた準備が本格化する中、学校現場は様々な課題に直

面することが予測される。本コーナーでは、実践事例や有識者インタビューなど

を通じて、現場の疑問や課題を解決し、自校の実践につなげる情報を提供する。

2025年度大学入学共通テストの出題教科・科目等の検討状況図１
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習
指
導
要
領
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
「
教
科

を
横
断
し
た
学
び
」
と
い
う
面
で
も
注
目

が
集
ま
っ
て
お
り
、
数
学
の
統
計
分
野
と

併
せ
た
学
校
設
定
科
目
を
組
ん
だ
り
、
情

報
モ
ラ
ル
の
指
導
を
公
民
科
と
連
携
し
て

行
っ
た
り
す
る
取
り
組
み
も
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　新
学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
踏
ま
え
る

と
、
新
教
育
課
程
の
編
成
に
お
い
て
は
、

入
試
と
い
う
観
点
の
み
な
ら
ず
、
自
校
の

生
徒
の
実
態
の
分
析
と
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

の
育
成
と
い
う
観
点
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ま
た
、
教
師
の
働

き
方
改
革
が
進
む
と
と
も
に
、
課
外
活
動

の
充
実
の
た
め
、
生
徒
が
自
由
に
活
用
で

き
る
時
間
を
増
や
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
る
中
で
、
週
時
間
を
増
や
す
こ

と
な
く
必
履
修
科
目
の
単
位
増
に
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
現
実
的
な
課
題

も
看
過
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
に
、新
教
育
課
程
の
編
成
は
、

生
徒
、
教
師
、
学
校
の
現
状
と
あ
る
べ
き

姿
を
包
括
的
に
捉
え
な
が
ら
進
め
る
こ
と

が
学
校
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
点
を
押
さ
え
た
新
教
育
課
程
の
編
成

の
実
践
事
例
と
し
て
、
新
潟
県
立
長
岡
向

陵
高
校
の
取
り
組
み
を
次
ペ
ー
ジ
よ
り
紹

介
す
る
。

　新
教
育
課
程
の
編
成
に
あ
た
っ
て
25
年

度
入
試
の
こ
と
を
意
識
す
る
の
は
、
生
徒

の
志
望
を
実
現
す
る
教
育
環
境
を
整
え
る

上
で
は
当
然
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
教
育
課

程
は
、入
試
と
い
う
視
点
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た

「
自
校
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
」
を
念
頭
に
検
討
・
編
成
し
て
い
く

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
か
だ
。

　大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
示
し
た
25
年
度

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
出
題
教
科
・
科

目
等
の
検
討
状
況
か
ら
も
、
新
学
習
指
導

要
領
の
各
教
科
・
科
目
の
趣
旨
を
踏
ま
え

つ
つ
、
社
会
に
お
け
る
様
々
な
場
面
で
活

用
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
幅

広
く
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
理
念
が
読
み

取
れ
る
。
例
え
ば
『
国
語
』
で
は
、「
現

代
の
国
語
」
に
お
い
て
、
報
道
の
文
章
、

会
議
の
記
録
と
い
っ
た
実
用
的
な
文
章
も

題
材
と
な
る
こ
と
か
ら
、
実
社
会
と
リ
ン

ク
し
た
応
用
的
な
国
語
力
が
求
め
ら
れ
、

『
数
学
』
で
は
、
数
学
を
日
常
生
活
や
社

会
の
事
象
に
お
い
て
活
用
す
る
力
を
養
う

こ
と
を
重
視
し
、
課
題
解
決
型
の
「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
が
求
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
情
報
』
で
は
、
新
学

出題教科・科目 着目ポイント・論点

国語 出題範囲が必履修科目「現代の国語」「言語文化」に。
大問構成については未定。

数学
①『数学Ⅰ』
②『数学Ⅰ、数学 A』
③『数学Ⅱ、数学 B、数学 C』

数学Ⅱ、数学Ｂに加え、数学Ｃがセットに。
文系の生徒にも「数学Ｃ」の履修が必要になるか。
•「数学Ｂ」の２項目の内容（数列、統計的な推測）及び「数学Ｃ」の２項目の内容（ベクトル、
平面上の曲線と複素数平面）に対応した出題となり、このうち３項目の内容の問題を選択するこ
とになる。

※「数学 C」には、「ベクトル」（現行では「数学 B」）と「平面上の曲線と複素数平面」（現行では「数学Ⅲ」）が入る。

地理歴史
・公民

①『地理総合、地理探究』
②『歴史総合、日本史探究』
③『歴史総合、世界史探究』
④『公共、倫理』
⑤『公共、政治・経済』
⑥『地理総合、歴史総合、公共』

地理歴史・公民は６科目から最大２科目選択。
必履修科目３科目の⑥に注目。
•「地理歴史・公民」は、「必履修３科目」や「必履修＋選択」を組み合わせた６科目（最大 2 科
目を選択）。
• 必履修科目のみの⑥「地理総合、歴史総合、公共」では、３科目から２科目選択。　　
 ①〜⑥で共通する科目については重複して受験することはできないので注意が必要。

（例）⑥で歴史総合を選択したら、２科目めとして②や③は受験できないなど

情報 出題範囲は、共通必履修科目の『情報Ⅰ』。
CBT方式が適当としつつ、初年度は諸般の事情よりマークシート式を検討。

＊大学入試センターが高校・大学関係者に示した、新学習指導要領に対応した大学入学共通テストの出題教科・科目等の検討状況ヘのヒアリングなどを基にベネッセ文教
総研、教育情報センターが作成。

数学Ⅱ 数学Ｂ 数学C

①いろいろな式
②図形と方程式
③指数関数・対数関数
④三角関数
⑤微分・積分の考え

①数列
②統計的な推測

③数学と社会生活

①ベクトル
②平面上の曲線と複素数平面

③数学的な表現の工夫

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

踏
ま
え
た
新
教
育
課
程
の
編
成
を

新教育課程の検討ポイント図２
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鷲
尾
校
長
　
新
潟
県
高
等
学
校
長
協
会
に

お
い
て
、
私
が
普
通
科
の
新
教
育
課
程
の

モ
デ
ル
案
の
作
成
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
２
０
１
９
年
の
秋
に
、
本
校
の
教
育

活
動
を
想
定
し
て
新
教
育
課
程
の
モ
デ
ル

を
公
表
し
ま
し
た
。
20
年
度
に
は
、
そ
れ

を
職
員
会
議
で
提
示
し
、
臨
時
休
業
中
の

時
間
も
活
用
し
て
、
教
頭
や
教
務
主
任
、

各
教
科
の
代
表
者
で
構
成
す
る
「
教
育
課

程
検
討
委
員
会
」
が
主
体
と
な
っ
て
検
討

を
重
ね
、
７
月
に
基
本
的
な
方
向
性
を
決

定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
10
月
に
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
か
ら
示
さ
れ
た
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
の
出
題
教
科
・
科
目
等
の
検
討

状
況
を
踏
ま
え
て
調
整
を
し
た
結
果
が
こ

の
編
成
表（
Ｐ． 

66
・ 

67
図
３
）で
す
。
働
き

方
改
革
の
推
進
と
と
も
に
、
放
課
後
の
生

徒
の
活
動
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
現
行

課
程
に
比
べ
て
各
学
年
の
単
位
数
を
１
単

位
ず
つ
減
ら
し
て
34
単
位
と
し
ま
し
た
。

実践事例
シ
ン
プ
ル
な
教
育
課
程
と
す
る
こ
と
で
、

３
年
次
の
文
理
選
択
が
可
能
に

A1

吉
原
先
生
　
論
点
の
１
つ
は
、
単
位
数
減

を
ど
の
教
科
が
引
き
受
け
る
か
で
し
た
。

こ
う
い
っ
た
時
は
、
自
分
の
教
科
は
減
ら

し
た
く
な
い
と
い
う
発
想
に
な
り
や
す
い

の
で
す
が
、「
校
長
の
モ
デ
ル
案
を
変
更

す
る
場
合
は
修
正
案
を
出
す
」
と
ル
ー
ル

化
し
た
た
め
、
ど
の
教
科
も
全
体
像
を
踏

ま
え
て
検
討
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
行

課
程
か
ら
の
変
更
が
大
き
い
教
科
に
つ
い

て
は
、
私
が
教
科
会
で
変
更
の
意
図
を
詳

し
く
説
明
し
て
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

鷲
尾
校
長
　
シ
ン
プ
ル
に
す
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
た
。
そ
の
ね
ら
い
の
１
つ
は
、

１
・
２
年
次
は
一
部
の
科
目
を
除
い
て
全

生
徒
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
３

年
次
か
ら
の
文
理
選
択
に
変
更
す
る
こ
と

で
し
た
。
本
校
の
生
徒
の
多
く
は
、
学
習

だ
け
で
な
く
、
部
活
動
や
学
校
行
事
な
ど

も
楽
し
ん
だ
上
で
、
大
学
に
進
学
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
入
学
し
て
き
ま
す
か

ら
、
必
要
な
学
習
内
容
を
明
示
し
、
学
習

に
し
っ
か
り
と
向
か
わ
せ
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
自
由
に
選
択
す

る
「
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
型
」
で
は
な
く
、
必
ず

学
ば
せ
た
い
科
目
、
言
わ
ば
主
菜
は
固
定

し
て
、
２
、３
品
の
副
菜
の
み
を
選
ば
せ

る
「
定
食
型
」
を
意
識
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を

絞
っ
て
一
品
ご
と
の
質
を
上
げ
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
２
年
間
は
文
理
別
に
異
な
る

授
業
を
す
る
必
要
が
な
く
な
る
な
ど
、
教

師
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
、
生
徒
と
接
す
る

時
間
が
増
え
た
り
、
教
材
研
究
を
深
め
た

り
で
き
ま
す
。
生
徒
と
教
師
の
双
方
に
利

点
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

教
頭夏見

康
彦
　

な
つ
み
・
や
す
ひ
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
数
学
科
。

校
長鷲

尾
雄
慈
　

わ
し
お
・
ゆ
う
じ

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

教
務
主
任

吉
原
靖
　

よ
し
は
ら
・
や
す
し

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
理
科
。

新
潟
県
立
長
岡
向
陵
高
校

◎
教
育
目
標
は
、「
聡
明
な
判
断
」「
強
い
力
」「
温

か
い
心
」。「
高
大
接
続
改
革
に
対
応
し
た
教
育
活

動
」
を
重
点
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
、
教
育
改
革
を

積
極
的
に
推
進
。
学
び
と
部
活
動
を
両
立
す
る
教

育
も
重
視
す
る
。

◎
設
立
　
１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
4
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
長
岡
技
術
科
学
大
、
長
岡
造
形
大
、

新
潟
大
、
新
潟
県
立
大
、
新
潟
県
立
看
護
大
な
ど

に
29
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
専
修
大
、
法
政
大
、

立
教
大
、
新
潟
医
療
福
祉
大
、
新
潟
青
陵
大
な
ど

に
延
べ
１
１
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.nagaokakoryo-h.nein.ed.jp/

生
徒
の
実
態
・
学
校
の
課
題
や
教
育
目
標
を

踏
ま
え
て
新
教
育
課
程
案
を
編
成

新
潟
県
立
長
岡
向
陵
高
校

新
潟
県
立
長
岡
向
陵
高
校
で
は
、
教
育
目
標
の
１
つ
で
あ
る
科
学
的
思
考
力
の
育
成
な
ど

を
念
頭
に
置
き
、
２
０
２
０
年
10
月
に
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
か
ら
示
さ
れ
た
、
新
学
習
指

導
要
領
に
対
応
し
た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
出
題
教
科
・
科
目
等
の
検
討
状
況
も
踏
ま

え
て
新
教
育
課
程
案
を
編
成
し
た
。
校
長
が
作
成
し
た
素
案
を
基
に
、
校
内
の
組
織
で
あ

る
「
教
育
課
程
検
討
委
員
会
」
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
議
論
を
見
て
い
く
。

ど
の
よ
う
な
方
針
の
下
、

新
教
育
課
程
案
を
編
成
し
た
の
か
？

Q1
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鷲
尾
校
長
　
本
校
で
は
、
教
育
目
標
の
１

つ
と
し
て
「
科
学
的
思
考
力
」
の
育
成
を

掲
げ
て
い
ま
す
。Society 5.0

の
社
会

ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
重

要
性
が
語
ら
れ
る
中
、新
教
育
課
程
で
は
、

文
系
を
含
め
た
す
べ
て
の
生
徒
に
理
数
教

育
を
強
化
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

吉
原
先
生
　
２
年
次
の
途
中
で
文
転
や
理

転
を
希
望
す
る
生
徒
が
、
大
学
受
験
で
課

さ
れ
な
い
教
科
・
科
目
の
授
業
を
真
剣
に

受
け
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
問
題
も
、
文
理
選
択
を
３
年
次

に
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
ま
す
（
図
４
）。

鷲
尾
校
長
　
３
年
次
の
文
理
選
択
を
見
据

え
、２
年
次
に
「
文
学
国
語
」
か
「
物
理
」

ま
た
は
「
生
物
」
を
選
択
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
実
質
的
な
文
理
選
択
は
２

年
次
と
も
言
え
ま
す
。
希
望
進
路
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
２
年
次
の
科
目
選
択
は
、

３
年
次
の
文
理
選
択
に
向
け
た
ゆ
る
や
か

な
準
備
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
生
徒
に
「
読
解
力
」「
科
学
的
思
考
力
」
を
育
成
す
る

こ
と
が
ね
ら
い
。
特
に
３
年
次
の
履
修
方
法
を
工
夫
し
た

A2

＊学校資料を基に編集部で作成。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

１年 現代の国語 言語文化 地理総合 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ 物理基礎 生物基礎 体育 保
健

音楽Ⅰ
美術Ⅰ
書道Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ 論理・表現
Ⅰ 情報Ⅰ

総
合
的
な

探
究
の
時
間

L
H
R

２年 論理国語 古典探究
●○地理探究
●○日本史探究
　 ○世界史探究

公共 数学Ⅱ 数学Ｂ 化学基礎 体育 保
健 英語コミュニケーションⅡ 論理・表現

Ⅱ
家庭
基礎

○文学
　 国語
●物理　　
●生物　　

総
合
的
な

探
究
の
時
間

L
H
R

３年
理系

論理国語 古典探究
■地誌応用 B
■日本史応用 B
　政治・経済

数学Ⅲ
数学Ｃ ●物理

●生物

化学
体育 英語コミュニケーション

Ⅲ
論理・表現

Ⅲ

総
合
的
な

探
究
の
時
間

L
H
R■数学探究 ■化学

　探究 ■生物探究 B

３年
文系

論理国語 古典探究 政治経済
■地誌応用 A  
■日本史応用 A
■世界史応用 A

■数学
セミナー

文系選択
①

○文学
　国語

■生物
　探究 A

■化学
　探究

文系選択
② 体育 英語コミュニケーション

Ⅲ
論理・表現

Ⅲ

総
合
的
な

探
究
の
時
間

L
H
R

数学Ｃ（国公立大学志望）
倫理
■文章表現
■論理英語読解 B

■数理情報セミナー（国公立大学志望）
■論理英語読解Ａ（私立大学志望）
スポーツⅡ（その他）
音楽Ⅱ（その他）
美術Ⅱ（その他）
フードデザイン（その他）

文系選択①（２単位） 文系選択②（３単位）

希望者が少人数の場合、
開講なし

メリット
• 毎年一定数いる２年次の途中で理系から文系進学に希望を変更する生徒（いわゆ

る文転）をゼロにすることができる。

• 現２学年の理系には既に文転を希望している生徒がいるが、現行の教育課程では
３年次も理系を選択しなければならない。年々そうした生徒は増加している。

• 少数ではあるが、文系から私立理系への変更を希望する生徒（私立大薬学部等）
に化学を選択させることができる。

• 現３年生には文系で私立大薬学部を希望し、化学の進学補習に参加している生徒
がいる。他に化学＋理科基礎で受験可能な国公立大学（医学部看護学科等）にも
対応可能となる。

•２年次は文理別のクラス編成をせず、文学国語クラス、物理クラス、生物クラス、
混合クラス等、多様なクラス分けが可能になる。

デメリット
•文理選択の最終決定が遅い

ため、学部学科等の志望決
定が遅れてしまう可能性があ
る。

•２年次に文理別のクラス編
成をしなかった場合、文系、
理系としての進路意識が低
下する可能性がある。

新教育課程の編成案（2020年１１月時点）

３
年
次
に
文
理
選
択
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

ね
ら
い
と
工
夫
は
？

Q2

３年次に文理選択を行うことのメリットとデメリット図 4
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『ハイスクールオンライン』トップページ＞入試改革／新課程からアクセス

鷲
尾
校
長
　
高
校
で
学
力
差
が
広
が
り
や

す
い
分
野
の
１
つ
が
古
典
で
す
。
現
行
課

程
で
は
１
年
次
の
「
国
語
総
合
」
は
５
単

位
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
教
育
課
程
で

夏
見
教
頭
　「
公
共
」
を
２
年
次
の
履
修

と
し
た
の
は
、「
家
庭
基
礎
」
と
併
せ
て
、

18
歳
に
な
る
直
前
に
主
権
者
教
育
を
行

い
た
い
か
ら
で
す
。「
公
共
」
を
１
年
次

に
す
る
場
合
は
、「
地
理
総
合
」「
歴
史
総

合
」
の
ど
ち
ら
か
を
２
年
次
に
す
る
必
要

が
生
じ
ま
す
が
、「
地
理
総
合
」「
歴
史
総

合
」
は
同
時
期
に
展
開
す
る
ほ
う
が
学
習

の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
や
す
い
と
考
え
ま

し
た
。

鷲
尾
校
長
　
１
年
次
に
「
情
報
Ⅰ
」
を
置

い
た
の
は
、
早
期
に
情
報
活
用
能
力
を
育

成
し
て
他
教
科
の
学
習
と
結
び
つ
け
る
た

め
で
す
。情
報
活
用
能
力
は
、「
家
庭
基
礎
」

で
の
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
る
栄
養
計
算

や
、数
学
の
統
計
分
野
で
生
か
せ
ま
す
し
、

探
究
学
習
で
も
活
用
で
き
る
資
質
・
能
力

で
す
。
新
教
育
課
程
は
、
教
科
の
つ
な
が

り
も
十
分
に
踏
ま
え
て
編
成
し
、
多
様
な

資
質
・
能
力
を
効
果
的
に
育
成
で
き
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
の
実
態
や
課
題
を
基
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
指
導
を
行
い
、

大
学
入
試
へ
の
対
応
力
も
し
っ
か
り
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
意
識

A3

も
１
年
次
の
「
言
語
文
化
」
を
３
単
位
と

し
て
古
典
の
指
導
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

夏
見
教
頭
　
国
語
に
限
ら
ず
各
教
科
の
基

盤
と
な
る
資
質
・
能
力
で
あ
る
読
解
力
を

養
う
た
め
、
２
・
３
年
次
に
「
論
理
国
語
」

を
配
当
し
て
読
解
力
を
し
っ
か
り
と
育

み
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
英
語
・
国

語
な
ど
の
長
文
読
解
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
古
典

探
究
」
を
履
修
と
し
た
の
は
、
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
で
の
出
題
を
見
据
え
て
の
こ

と
で
す
。

鷲
尾
校
長
　
英
語
力
の
低
さ
も
、
本
校
生

徒
の
課
題
の
１
つ
で
す
。
そ
の
た
め
、
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
＊
）
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
英

語
力
の
伸
長
に
努
め
て
お
り
、
全
学
年
で

「
論
理
・
表
現
」
を
履
修
と
し
ま
し
た
。

吉
原
先
生
　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
の

出
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
「
数
学
Ｃ
」
は
、

３
年
次
の
理
系
は
必
修
と
し
、
文
系
は
主

に
国
公
立
大
学
志
望
者
が
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

の
実
施
時
期
を
考
え
る
と
、
12
月
ま
で
に

教
科
書
を
終
わ
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
、
指

導
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

＊　　は必履修科目。
＊学校設定科目を■で示す。
＊●は３年で理系、○は３年で文系に進む
予定者の選択科目。
＊ 3 年理系　　　上段は、主に理工系学部
などに進む生徒、下段は農学部、看護系学
部などに進学する生徒が選択。
＊学校資料を基に編集部で作成。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

１年 現代の国語 言語文化 地理総合 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ 物理基礎 生物基礎 体育 保
健

音楽Ⅰ
美術Ⅰ
書道Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ 論理・表現
Ⅰ 情報Ⅰ

総
合
的
な

探
究
の
時
間

L
H
R

２年 論理国語 古典探究
●○地理探究
●○日本史探究
　 ○世界史探究

公共 数学Ⅱ 数学Ｂ 化学基礎 体育 保
健 英語コミュニケーションⅡ 論理・表現

Ⅱ
家庭
基礎

○文学
　 国語
●物理　　
●生物　　

総
合
的
な

探
究
の
時
間

L
H
R

３年
理系

論理国語 古典探究
■地誌応用 B
■日本史応用 B
　政治・経済

数学Ⅲ
数学Ｃ ●物理

●生物

化学
体育 英語コミュニケーション

Ⅲ
論理・表現

Ⅲ

総
合
的
な

探
究
の
時
間

L
H
R■数学探究 ■化学

　探究 ■生物探究 B

３年
文系

論理国語 古典探究 政治・経済
■地誌応用 A  
■日本史応用 A
■世界史応用 A

■数学
セミナー

文系選択
①

○文学
　国語

■生物
　探究 A

■化学
　探究

文系選択
② 体育 英語コミュニケーション

Ⅲ
論理・表現

Ⅲ

総
合
的
な

探
究
の
時
間

L
H
R

＊
　
ベ
ネ
ッ
セ
が
提
供
す
る
、
ス
コ
ア
型
英
語
４
技
能
検
定

よ
り
詳
し
い
内
容
は
、

『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』
で
お
届
け
し
ま
す
！

新
教
育
課
程
の
具
体
的
な
編
成
方
針

•

新
潟
県
立
長
岡
向
陵
高
校
の
実
践
事
例

新
教
育
課
程
の
参
考
に
な
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
設
置

有
識
者
に
よ
る
新
課
程
の
動
画
解
説
も
満
載

新教育課程の編成案（2020年１１月時点）図 3

各
教
科
の
編
成
方
針
や
工
夫
は
？
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Reader ’s  VIEW　

教師の役割は「指導」から「支援」へ
　主体的・協働的な学びに転換する中で、大切なのは

教師の役割の変化だと思った。10月号の特別企画では、

福井県立若
わか

狭
さ

高校が教師の姿勢を「指導」から「支援」

へと転換している取り組みが紹介された。コロナ禍で生

徒の不安が大きくなっている中、「支援」が大切な言葉と

して心に残った。愛知県・私立桜丘中学校・高校　齋藤聖也

「学習集団を育てる」という目標に共感
　10月号の特集を読み、静岡県立御

ご

殿
てん

場
ば

高校の美
み な

那川
がわ

雄一先生が掲げる、生徒が学びの場と経験を共有し、「学

習集団を育てる」という目標に共感した。担当教科が

自分と同じ大阪府・私立近畿大学附属高校・中学校の

芝
しばいけ

池宗
むねかつ

克先生が指摘していた、生徒それぞれに必要な

声かけをすることが一層必要になるという点は、今後意

識していきたい。また、國學院大學の田村学教授が行っ

た５人の教師の実践を交えた整理・解説は、本校でも

教師間で共有すべき内容だと思った。

静岡県・沼津市立沼津高校　谷野公彦

コロナ禍でもベストな授業を追求できる
　自分もアクティブ・ラーニングの視点を取り入れた授業

を行ってきたが、コロナ禍で消極的になっていた。しかし、

10月号の特集で各教師の実践を読み、生徒のことを考

えれば、今の環境でもベストの形が見つけられることを

教えてもらった。私も、自分の中でのベストを見つけら

れるように行動したい。　　東京都立北園高校　根岸良和

生徒目線で具体的な行動目標に落とし込む
　10月号の「新課程に向けて描く『学校教育デザイン』」

で紹介された宮崎県立高鍋農業高校では、教育目標を

教師目線で定義して掲げるだけではなく、生徒目線で

具体的な行動目標にまで落とし込み、生徒に行動の変

容を促していた。自分も、生徒目線で行動目標を設定

していきたい。　　　栃木県立真岡工業高校　半田高史

指導ツールに生徒の意見を取り入れていきたい
　10月号の「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」で、

改良会議実施校の富山県・私立片山学園中学校・高校

が生徒の意見を取り入れながら指導ツールを改良したの

は革新的だった。生徒が言っていた「『主観』をどんど

ん聞いてもらいたい」という思いを大切に、自校でもツー

ルを改善していきたい。 千葉県・私立成田高校　佐藤杏奈

特性を持つ生徒への配慮の参考になった
　担任・学年主任は、クラス運営・学年経営の中で、特

性を持った生徒とその保護者に様々な配慮をしている。

スクールカウンセラー等から研修を受けて特性の理解に

努めているが、そのような状況からも、10月号の「これ

からの進路指導のための世の中トレンド解説」で取り上

げられた「スペシャルニーズ」は、大変参考になった。

富山県　匿名希望

2020年10月号へのご意見

次号は 2月15日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年６回の発行です

高校版 2021 　 月号2

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版は 2020 年４月号から電子ブッ
クでご覧いただけるようになりました。ベネッセ
教育総合研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME→教育情報→高校向け→情報誌最新号

『VIEW21』高校版が
電子ブックに
なりました！ VIEW21　最新号 検索

　東京都八王子市にある創価大学と創価女子短期大学のキャン
パスは、敷地内の桜花の道という場所が代表するように、たく
さんの桜の樹々を有し、春の代名詞とも言える桜が見事に咲き
誇る場所として、学生や教職員はもちろん、地元の方々にも愛

されています。かなり立派な枝垂れ桜の樹もあります。それらの花々にエールを受けて入学を
した春は、鮮やかな思い出かと思います。今は冬を迎えたばかりで、花はもちろん、葉は散り、
若芽も芽吹いていませんが、それでも来るべき咲く時を待ち、力を蓄えています。ちょうど今
号の連載「SDGsの視点で見る大学の学び」の取材に応じてくれた２人の学生も、大学で学び、
見識を広げ、社会の問題解決へ挑まんとする今は、写真の桜の樹々のような時期かもしれません。
いつか咲き誇るその日を期待しています。自分らしく素晴らしい花を咲かせますように。（野村）

72 December  2020



校は、県内唯一の市立高校であり、今年で創

立92年を迎える県下有数の進学校です。今年

度からは、県立学校との人事異動の一体化が図られ

るようになりましたが、長い間、本校は転勤が少なく、

意識的に情報収集をしないと外部からの情報が入り

にくい状況でした。

　私が進路指導部の副部長となった約20年前は、生

徒の希望進路を実現するため、進路指導の充実に注

力していました。というのも、生徒一人ひとりの進

路目標を踏まえた学習習慣の確立や小論文指導の校

内体制づくり、さらには３年生の３月まで生徒の挑

戦を支え続けるための保護者の意識改革など、当時

は様々な課題を抱えていたからです。ただ、いずれ

の課題も、すぐに成果が出るような簡単なものでは

ありませんでした。にもかかわらず、私たちは、同

じ顔触れの仲間と限られた情報の中で考え、もがい

ていたように思います。自分たちの力で何とかしよ

うとすることはもちろんよいことですが、なかなか

アイデアが出ず、期待するように物事が前進しない

ことにもどかしさを感じることもありました。

　そうした状況の中、当時の進路指導部長が私たち

に呼びかけ、進路指導部内の合言葉となったのが「常
に様々な方向にアンテナを張っておこう」
でした。それまでは部活動に力を入れていて、週末

も高松から離れることが少なかった私も、近県の学

校を訪問したり、勉強会に参加したりするようにな

り、多くの学校が同じような悩みを抱えながらも、

様々なアイデアでそれを乗り越えていることを知り

ました。学校視察の際は、できるだけ複数人で訪問し、

同じものを見聞きしても、異なる視点で自校への取

り入れ方を考えるようにしました。進路指導部のメ

ンバーと自動車に同乗して訪問先に向かうことがよ

くありましたが、帰りの車内ではいつも、その日学

んだことを自校にどう生かすかを議論していました。

外部からヒントを得ながら、仲間たちと一緒に考え

を深めていたのだと思います。

国の学校を訪問する中で、校内の仲間との情

報交換だけでは思いつかないような視点から

のアイデアや刺激が多く得られ、それらを様々な取

り組みにつなげていきましたが、それ以上の財産と

なったのが、師と呼べる先生や、何でも相談できる

仲間が校外にもできたことです。「他校から学んです

ぐに実践してみるのはよいことだけれど、それが自

校の生徒に本当に適した活動なのか、もっと精緻に

検証する仕組みも考えるべきでは」と、私に率直に

苦言を呈してくださる先生にも出会えました。

　最近の若手の先生方は、とても優秀ですが、かつて

の私のように、自分の力だけで何とかしようという

気持ちが強いと感じることがあります。10年前から

私が中四国の高校教師の学びの場づくりにかかわっ

ているのは、若手の先生方にも、校外の仲間とつな

がることを経験してほしいという思いからです。進路

指導とは、生徒の視野と可能性を広げた上で、生徒が

本当に望む進路を選択させ、それをかなえることです。

その実現のためにも、教師はもっといろいろな人と出

会って、自らの視野を広げてほしいと思います。

No. 023
高松第一高校（香川県高松市立）

片山浩司 先生
かたやま・こうじ
◎教職歴30年。同校に赴任して31年目。
教頭。担当教科は理科。中四国の高校教
師有志による進路指導の勉強会の香川県
の世話人を務め、教育力向上を目指した現
場の教師による主体的な連携をサポートし
ている。

高松第一高校（香川県高松市立）　全日制／普通科、音楽科／共学／１学年約 300人／2020 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、
横浜国立大、名古屋大、大阪大、九州大などに210人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ 624人が合格。

本

全
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編集部からのお知らせ

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー

『VIEW21　express』では、最新の教育現場の状況や取り

組み、現場の教師や識者のオピニオンなどを、「express

（＝速達）」でお伝えしています。ぜひ、ご覧ください。

次代の教育のあり方に迫る
フロントランナーに聞く

多様な立場からの声をリレー形式で紹介
シリーズ・
みんなで語り合い、考える「これからの学校」

掲載コンテンツ例 随時更新中

高校向けだけでなく、
教育委員会向けコンテンツも

続々リリース中！
VIEW21 express 検索

更新中

教育の「これから」を考える
 第３回 オンライン・ワークショップのご案内

開催日時 ２０２1年2月9日（火）15～17時

形式 オンライン（ライブ配信）
 （参加申し込みしていただいた方に、詳しい参加方法をご案内します）

参加費 無料

内容 本誌の特集のテーマに関して、
 自校の「これから」を考える対話型のワークショップ

参加申し込み受け付け中！
詳しくは本誌 27 ページをご覧ください

ニューコンテンツ、続々

これまでの参加者からは、
「対話の重要性を認識した」
「校内にも対話の機会をつくっていきたい」
といった声を多数いただいています。
今回のテーマは、
先生方の関心も高い「学習評価」です。
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新課程に向けて描く「学校教育デザイン」

北海道函館中部高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

商業　富山県立富山商業高校　吉田壮志

数学　大阪府・私立追手門学院大手前中・高校　福島哲也
　
指導変革の軌跡

福井県立武生高校

特集
シリーズ　教育の  これから を考える●2
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